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其
の
六
十
一

福澤諭吉生家の糸車・大分中津

　

日
本
三
大
水
城
で
名
高
い
中
津
城
（
大
分
県
）
は
一
五
八
八
年
（
天

正
十
六
年
）
に
黒
田
孝
高
に
よ
り
築
城
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
そ
の
ス
ケ

ー
ル
の
大
き
さ
と
美
し
さ
を
今
に
伝
え
る
。
福
澤
諭
吉
は
そ
の
中
津
藩

の
下
級
武
士
の
次
男
と
し
て
一
八
三
五
年
（
天
保
五
年
）
に
大
阪
で
生

を
受
け
た
。
一
歳
の
時
、
父
の
百
助
と
死
別
し
、
母
子
六
人
で
中
津
に

帰
郷
し
た
。

　

三
歳
の
幼
少
時
か
ら
長
崎
に
遊
学
す
る
二
十
一
歳
の
青
年
期
ま
で
、

中
津
で
過
ご
す
。
そ
の
旧
宅
と
隣
接
す
る
福
澤
諭
吉
記
念
館
が
中
津

市
の
観
光
名
所
と
し
て
一
般
公
開
さ
れ
て
い
て
、
多
く
の
旅
人
が
見
学

に
訪
れ
て
い
る
。
福
澤
家
の
部
屋
に
残
さ
れ
て
い
る
糸
車
を
な
が
め
て

い
る
と
、
当
時
の
貧
し
い
生
活
を
支
え
た
母
親
の
姿
が
想
像
さ
れ
、
そ

の
生
活
環
境
が
し
の
ば
れ
る
。
庭
に
立
つ
土
蔵
は
諭
吉
が
改
造
し
た
も

の
で
あ
り
、
勉
学
に
励
ん
だ
少
年
時
代
の
人
形
が
置
か
れ
当
時
を
物

語
る
。
後
に
日
本
近
代
化
の
先
駆
者
と
な
り
、
三
十
三
歳
で
“
慶
應
義

塾
”
を
創
設
。
そ
の
後
﹃
学
問
の
す
ゝ
め
﹄
を
著
し
、
「
天
は
人
の
上
に

人
を
造
ら
ず  

人
の
下
に
人
を
造
ら
ず
と
云い

え
り
」
の
名
言
を
残
す
。

 

（
写
真
・
文　

樋
口
健
二
） 



ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
広
ま
っ
た
一
九
五
〇
年
代
、

や
が
て
観
光
産
業
が
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
影
響
に
つ
い
て
、
じ
っ
く

り
と
考
察
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
時
を
経
て
、
観
光
の

経
済
効
果
に
興
味
が
集
ま
る
よ
う
に
な
る
と
、
観
光
客
数
、
消
費
額
、

雇
用
創
出
数
と
い
っ
た
数
値
の
集
計
が
盛
ん
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な

物
差
し
は
、
今
で
も
ほ
と
ん
ど
変
わ
る
こ
と
は
な
く
、
各
国
政
府
や

企
業
、
観
光
局
は
、
ほ
ぼ
例
外
な
く
こ
れ
ら
の
数
値
を
基
に
観
光
の

役
割
を
説
明
す
る
。

し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
今
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
水
、
食
糧
、
そ
の
他

の
資
源
の
枯
渇
、
社
会
的
格
差
、
さ
ら
に
は
気
候
変
動
な
ど
に
よ
っ

て
、
将
来
的
な
経
済
危
機
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ

う
し
た
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
経
済
を
発
展
さ
せ
、
利
益
を
生
み
出

し
、
雇
用
を
創
出
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
未
来
に
向
き
合
う
た
め
に
は
、
賢
明
な
判
断
が
求
め

ら
れ
る
。
正
し
い
判
断
を
下
す
に
は
、
真
に
役
立
つ
情
報
が
不
可
欠

だ
。
観
光
客
数
や
一
日
当
た
り
の
消
費
額
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
一
部
分

だ
け
を
測
る
の
で
は
な
く
、わ
れ
わ
れ
が
今
、抱
え
て
い
る
懸
念
材
料

も
考
慮
に
入
れ
た
優
れ
た
指
標
が
必
要
な
の
だ
。
例
え
ば
、
水
量
に

制
約
が
あ
る
地
域
が
、
雇
用
の
創
出
を
主
な
目
的
と
し
て
観
光
産
業

に
取
り
組
む
場
合
、
雇
用
創
出
の
た
め
に
ど
れ
だ
け
の
水
が
消
費
さ

れ
る
の
か
を
示
す
指
標
を
考
案
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
資
源
が

限
ら
れ
る
場
合
、
観
光
産
業
が
農
業
や
そ
の
他
の
産
業
よ
り
も
、
使

用
す
る
水
一
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
の
雇
用
創
出
数
で
上
回
る
な
ら
、
そ

の
他
の
産
業
よ
り
も
観
光
産
業
を
奨
励
す
る
こ
と
が
政
府
に
と
っ

て
賢
明
な
政
策
と
な
る
訳
だ
。
こ
の
よ
う
に
指
標
の
活
用
は
、
よ
り

合
理
的
な
政
策
決
定
を
可
能
に
す
る
。
学
術
研
究
分
野
に
あ
る
わ

れ
わ
れ
の
役
割
は
、
こ
う
し
た
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
り
、
政

策
立
案
者
に
は
、
こ
れ
を
判
断
材
料
と
し
て
ぜ
ひ
生
か
し
て
ほ
し
い
。

観
光
産
業
に
は
素
晴
ら
し
い
役
割
が
あ
る
。
指
標
の
開
発
に
よ
っ

て
、
そ
の
役
割
は
説
得
力
を
増
し
、
政
府
か
ら
は
さ
ら
な
る
支
援
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
観
光
産
業
は
指
標
の
開
発
過

程
で
、
改
善
す
べ
き
点
を
明
ら
か
に
し
、
達
成
度
を
測
る
基
準
値
を

定
め
、
観
光
産
業
自
体
を
よ
り
持
続
可
能
な
産
業
に
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。
自
ら
が
も
た
ら
す
影
響
に
つ
い
て
把
握
で
き
る
態
勢
が
整

え
ば
、
資
源
に
制
約
の
あ
る
こ
れ
か
ら
の
世
界
に
お
い
て
、
観
光
産

業
は
グ
リ
ー
ン
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
中
心
的
な
役
割
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
。

<

編
集
室
訳>

イギリス・サリー大学 ビジネスにおける持続可能性講座教授、ホスピタリティ・ツーリズム・マネジメント・スクール長　グラハム・ミラー

巻　頭　言

1 巻頭言

Prefatory Note

When mass tourism developed in Europe in the 1950s, nobody stopped to measure what effect this was 
having. As time developed, and the economic benefits of tourism were considered, measures of ‘numbers of 
visitors’, ‘amount of spend’ and ‘number of jobs’ came to be collected. These measures have largely remained 
unchanged and companies, tourist boards and governments still talk almost exclusively in these terms. 

However, we now approach a future where the economic imperative is threatened by shortages of energy, 
water, food and other natural resources, by social inequality and of course, by climate change. These are 
the forces that will describe the future within which we strive to generate economic benefit, income and 
employment.  

To face this future requires us to make intelligent decisions. We can only make intelligent decisions if 
we have useful information. This information can come from sophisticated indicators that moves on from 
measuring a single aspect of business such as number of visitors, or daily spend, instead to combine issues 
that we are concerned with. Hence, if we recognise that generating employment is the key aim of a destination 
or region, but that water is the key constraint in that place, then it is sensible to develop an indicator that 
compares jobs generated against water consumed. If the tourism industry is able to generate more jobs per 
litre of water consumed, then a sensible government would encourage the tourism industry as compared to 
the farming industry or other industries that could not generate such employment levels with the constrained 
resource. This presupposes a rational approach to policy making, but as researchers and academics our role is 
to provide the information, which policy makers can then use to make their decisions. 

The tourism industry has a great story to tell and developing indicators can help the industry tell its story 
more convincingly and gather greater support from government. In the process, it can identify the areas 
where it needs to improve, create benchmarks of performance, and make itself more sustainable. Through 
measuring its performance, the tourism industry can ensure its central role in the green economy of a 
resource-constrained world. 

持続可能な観光のためのモニタリング導入と指標の活用について
日本の観光分野専門家への提言

Message to Japanese Experts Towards 
Implementation of Monitoring and Using Indicators 

for Sustainable Tourism
Graham Miller

Professor of Sustainability in Business, Head of School of Hospitality and Tourism Management, University of Surrey



背
景

野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ブ
ー
ム
到
来

　

米
国
で
は
一
九
六
〇
年
代
よ
り
自
然
公

園
に
お
け
る
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
利

用
が
急
増
し
た
。
こ
れ
は
余
暇
時
間
や

中
間
階
級
層
の
拡
大
に
よ
る
平
均
所
得

の
増
大
、
時
間
に
追
わ
れ
る
都
会
生
活

で
の
ス
ト
レ
ス
解
消
や
健
康
促
進
の
た

め
、
余
暇
時
間
を
ゆ
っ
た
り
自
然
豊
か
な

場
所
で
過
ご
そ
う
と
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
変
化
の
表
れ
で
も
あ
っ
た
。
一
方
で
、

自
然
公
園
内
の
キ
ャ
ン
プ
場
、
登
山
道
・

遊
歩
道
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
施
設
、
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
整
備

も
進
ん
だ
。
ま
た
、
従
来
の
登
山
、
キ
ャ

ン
プ
、
カ
ヌ
ー
、
釣
り
や
狩
猟
の
他
、マ

ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
、ハ
ン
グ
ラ
イ
ダ
ー
、水

上
ス
キ
ー
な
ど
、
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
の
多
様
化
も
進
ん
だ
が
、
こ
れ
は

各
種
関
連
道
具
の
発
達
と
同
時
並
行
的

な
現
象
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
奥
地
交
通

網
の
整
備
が
進
み
、
従
来
ア
ク
セ
ス
困
難

な
場
所
に
ま
で
道
路
が
伸
長
し
た
こ
と
も
、

自
然
公
園
に
お
け
る
利
用
者
増
に
拍
車

を
か
け
た
。
ま
た
、
こ
の
時
代
よ
り
釣
り
、

キ
ャ
ン
プ
、
狩
猟
、
カ
ヌ
ー
な
ど
多
様
な

　

本
稿
で
は
、
米
国
の
自
然
公

園
の
管
理
・
運
営
モ
デ
ル
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
るLim

its of 
A

cceptable Change system
 

for W
ilderness Planning 

（
L
A
C
）の
概
要
と
、こ
の
概
念

が
誕
生
す
る
ま
で
の
歴
史
的
背

景
に
触
れ
た
い
。
L
A
C
の
特

徴
は
、
あ
る
特
定
地
域
の
管
理

に
お
い
て
、
そ
の
地
域
の
あ
る

べ
き
姿
を
描
き
、
そ
の
状
態
を

端
的
に
表
現
す
る
指
標
を
設

定
す
る
と
と
も
に
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
に
よ
っ
て
観
測
さ
れ
る
指

標
値
の
変
動
幅
の
許
容
範
囲

を
あ
ら
か
じ
め
定
め
、
そ
の
範

囲
を
超
え
た
場
合
に
対
応
策

を
講
じ
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
指
標
を
活
用
し
た
観
光
地

の
管
理
・
運
営
モ
デ
ル
と
し
て

は
先
駆
的
で
あ
り
、い
く
つ
か

の
観
光
地
に
お
い
て
基
本
概
念

は
継
承
し
つ
つ
も
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
改
良
が
加
え
ら
れ
て

活
用
さ
れ
て
い
る
、
実
際
的
で

柔
軟
性
を
持
っ
た
モ
デ
ル
だ
と

考
え
ら
れ
る
。

2

1
「米国の自然公園利用における
インパクト研究」と
Limits of Acceptable Change system
for Wilderness Planning （LAC） 
公立大学法人 国際教養大学 国際連携部長
地域環境研究センター長 熊谷  嘉隆

特 集 指標を活用した持続可能な
観光地の管理・運営

 ――世界の動向と国内での適用に向けて



3 特集◉指標を活用した持続可能な観光地の管理・運営——世界の動向と国内での適用に向けて
特集 1「米国の自然公園利用におけるインパクト研究」と Limits of Acceptable Change system for Wilderness Planning （LAC） 

野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
関
連
情
報
誌
が

相
次
い
で
発
行
さ
れ
、
一
部
の
人
に
し
か

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
活
動
や
自
然
公
園

が
こ
れ
ら
情
報
誌
の
普
及
に
よ
っ
て
よ
り

多
く
の
人
々
に
知
れ
渡
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
も
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ブ
ー
ム

に
火
を
つ
け
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
人
に

と
っ
て
ウ
ィ
ル
ダ
ネ
ス（w

ilderness:

原

生
自
然
）に
対
す
る
思
い
と
い
う
の
は
文

化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
一
つ
で
も
あ

始
ま
っ
た
。
ま
た
、
過
剰
利
用

や
多
様
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

利
用
が
同
一
場
所
で
行
わ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
間
の
不

満
・
軋あ

つ

轢れ
き

と
い
っ
た
社
会
的
イ

ン
パ
ク
ト
も
問
題
に
な
り
始
め

た（
た
だ
、
本
稿
で
は
紙
面
の

関
係
上
、
生
態
系
へ
の
イ
ン
パ

ク
ト
を
主
に
取
り
扱
う
）。
こ
の

よ
う
な
背
景
の
下
、
一
九
七
〇

年
代
よ
り
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
研
究
に
お
い
て
は
利
用
者

数
と
自
然
生
態
系
へ
の
イ
ン
パ

ク
ト・利
用
者
の
満
足（
不
満
足
）

と
の
相
関
関
係
に
照
射
し
た

「
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
環
境

収
容
力
」
に
多
く
の
研
究
資
金

と
労
力
が
注
ぎ
込
ま
れ
始
め
た
。
一
方
で
、

注
目
す
べ
き
は
自
然
公
園
内
の
豊
か
な
自

然
を
保
全
し
つ
つ
、
公
園
利
用
者
が
将
来

に
わ
た
っ
て
そ
の
利
益
を
享
受
し
得
る
た

め
の
、
持
続
可
能
な
（
こ
の
用
語
は
こ
の

時
代
、
ま
だ
使
わ
れ
て
い
な
い
が
）
野
外

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
管
理
運
営
を
見
据
え

た
研
究
が
こ
の
時
期
に
開
始
さ
れ
て
い
た

こ
と
で
あ
る
。

野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

環
境
収
容
力

環
境
収
容
力
の
概
念

　

野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
環
境
収
容
力

と
は
「
自
然
公
園
内
の
生
態
的
・
社
会
的

環
境
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
許
容
し
得
る

最
大
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
利
用
者
数
」

で
あ
る（
写
真
1
）。
こ
の
環
境
収
容
力

概
念
は
も
と
も
と
牧
畜
管
理
で
使
わ
れ
て

い
た
。
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究
へ
の

応
用
が
検
討
さ
れ
始
め
た
の
が
一
九
六
〇

年
代
初
頭
で
あ
る
。
意
図
と
し
て
は
野

外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
環
境
収
容
力
と
い

う
新
概
念（O

utdoor Recreational 
Carrying Capacity

）を
基
に
最
大
利

用
者
人
数
（
マ
ジ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
）を
算
出

写真1　沖縄県石垣市由布島の水牛車。ここの環境収容力は？

今号の特集テーマは、指標（indicators）を活用した観光地のマネジメント（管理・運営）です。
観光地が持続的であるためには、観光客の満足度や、地域経済の状況、地域資源の
状態などを表す客観的なものさし（指標）をあらかじめ設定すること。
そして継続的な測定と、その結果を評価することが必要だという考え方です。
欧米を中心に重ねられてきた持続可能性指標の研究と実践の一端に触れるとともに、
わが国での適用を探ります。

り
、
こ
の
こ
と
も
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

利
用
の
増
加
を
後
押
し
し
た
。

利
用
増
の
弊
害
と
イ
ン
パ
ク
ト

研
究
の
開
始

　
一
方
で
利
用
者
数
の
増
加
と
と
も
に
公

園
内
に
お
け
る
自
然
生
態
系
へ
の
イ
ン
パ

ク
ト
が
問
題
に
な
り
、
こ
の
時
期
か
ら
研

究
者
や
自
然
公
園
管
理
行
政
に
よ
る
本

格
的
な
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究
が
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し
、そ
れ
以
上
の
入
り
込
み
に
対
し
て
は

制
限
を
か
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ

の
新
概
念
で
は
利
用
者
数
と
生
態
的
・

社
会
的
影
響
度
に
お
い
て
直
線
的
な
比

例
関
係
が
存
在
す
る
と
の
推
論
が
前
提

と
な
っ
て
い
る（
図
1
）。
つ
ま
り
、
利
用

者
数
の
増
加
に
伴
い
比
例
的
に
自
然
生
態

系
へ
の
影
響
度
合
い
も
増
加
す
る
と
の
推

論
で
あ
る
。

環
境
収
容
力
算
出
の
限
界

　
一
九
六
〇
年
代
よ
り
一
九
八
〇
年
代
初

頭
に
か
け
て
、
こ
の
推
論
を
証
明
す
べ

影
響
度

利用人数

Y2

Y1

X1 X2

図1　利用人数と生態的影響の相関関係

く
多
く
の
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究

が
実
施
さ
れ
た
が
、
い
く
つ
か
の
問
題
点

が
指
摘
さ
れ
始
め
た
。
ま
ず
、
あ
る
自

然
公
園
に
お
い
て
「
何
人
を
も
っ
て
最
大

環
境
収
容
力
？
」
と
い
う
問
題
設
定
自

体
に
対
す
る
疑
問
が
幾
人
か
の
研
究
者

に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
始
め
た
。
す
な
わ

ち
環
境
収
容
力
と
は
自
然
科
学
的
研
究

知
見
の
み
に
よ
っ
て
解
が
導
き
出
さ
れ

る
も
の
で
は
な
く
、「
何
人
を
も
っ
て
上

限
と
す
る
」
を
判
断
す
る
か
は
人
そ
れ

ぞ
れ
の
価
値
観
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
あ

る
。
例
え
ば
、あ
る
登
山
道
沿
い
の
植

生
が
利
用
者
の
増
加
に
よ
っ
て
劣
化
し
て

き
た
と
し
て
、そ
の
原
因
と
結
果
の
相

関
関
係
が
あ
る
程
度
判
明
し
た
と
し
て

も
「
何
を
も
っ
て
、
そ
し
て
誰
の
判
断
を

基
準
に
好
ま
し
か
ら
ざ
る
イ
ン
パ
ク
ト
と

す
る
の
か
？
」
と
い
う
問
い
は
自
然
科
学

的
知
見
を
参
考
に
し
つ
つ
も
、結
局
は
政

治
的
な
土
俵
で
議
論
さ
れ
る
性
質
の
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
利
用
者
数
と
生
態

的
・
社
会
的
影
響
度
合
い
の
相
関
関
係

に
お
い
て
も
当
初
の
推
論
ほ
ど
単
純
な
も

の
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
つ

ま
り
、
利
用
者
数
と
い
う
の
は
生
態
的

イ
ン
パ
ク
ト
に
お
け
る
「
一
つ
」
の
要
因

で
あ
り
、
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
行

動
形
態
、
利
用
の
季
節
・
天
候
、
利
用
者

の
マ
ナ
ー
、
利
用
に
際
し
て
使
用
さ
れ
る

道
具
の
タ
イ
プ
等
も
要
因
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
て
き
た
。
つ
ま
り
、
生
態
系

へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
利
用
者
数
を
含
む
複

数
の
要
素
が
相
互
に
絡
み
合
い
な
が
ら

作
用
す
る
と
の
認
識
が
共
有
さ
れ
始
め

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
要
素
に
加
え
て
、

雷
、
大
雨
、
洪
水
、
地
震
、
雪
崩
、
森
林

火
災
と
い
っ
た
自
然
現
象
も
自
然
生
態

系
に
影
響
を
及
ぼ
す
が
、
こ
れ
ら
も
イ
ン

パ
ク
ト
の
説
明
変
数
に
入
れ
つ
つ
、
利
用

者
数
と
自
然
生
態
系
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト

の
間
に
の
み
相
関
関
係
を
求
め
る
こ
と

に
対
す
る
批
判
が
増
え
始
め
た
。
加
え
て
、

「
何
人
が
多
す
ぎ
る
の
か
？
」
と
い
う
問

い
は
、
そ
も
そ
も
そ
の
自
然
公
園
の
運
用

目
的
が
あ
っ
て
こ
そ
着
手
で
き
る
設
問
で

あ
る
。
つ
ま
り
、「
こ
の
自
然
公
園
は
そ

の
生
態
的
特
性
、
社
会
的
特
性
、
従
来

の
利
用
形
態
、
ア
ク
セ
ス
、
そ
し
て
利

用
者
数
に
鑑
み
て
、
こ
れ
か
ら
ど
う
あ

る
べ
き
な
の
か
」
と
い
う
前
提
な
く
し
て

成
り
立
た
な
い
設
問
で
あ
る
、
と
の
認
識

が
共
有
さ
れ
始
め
た
。

   

新
た
な
管
理
概
念
の
出
現

　

野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

研
究
に
お
け
る
マ
ジ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
の
算
出
に
疑
問
が
呈

さ
れ
始
め
、
そ
の
有
効
性
に

限
界
が
見
え
て
き
た
時
と

ほ
ぼ
同
時
期
に
、
新
た
な
自

然
公
園
の
管
理
運
営
枠
組

み
と
し
て
考
案
さ
れ
た
の
が

L
A
C
で
あ
る
。L
A
C
の

発
想
は
「
こ
の
自
然
公
園
に

お
け
る
最
大
入
り
込
み
利

用
者
数
は
何
人
か
？（H

ow
 

m
any is too m

any?

）」で
は
な
く
、「
こ

の
自
然
公
園
の
あ
る
べ
き
生
態
的
・
社

会
的
状
況
は
何
か
？（W

hat level of 
im

pact is acceptable? 

、あ
る
い
はW

hat 
kind of conditions are desired?

）」を

設
定
し
た
上
で
そ
の
運
用
目
的
に
の
っ

と
っ
て
必
要
な
施
策
を
抽
出
す
る
と
い

う
、
今
ま
で
の
マ
ジ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
抽
出

と
は
そ
の
発
想
が
根
本
的
に
異
な
る
も

の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
L
A
C
は
従
来
一

般
的
で
あ
っ
た「
問
題
が
起
き
て
か
ら
適

切
な
対
策
を
立
て
る
」
と
い
う
受
動
的
管

理
手
法
か
ら
、「
目
指
す
べ
き
自
然
公
園

の
在
り
方
を
設
定
し
た
上
で
施
策
を
抽

Limits of Acceptable Change
for Wilderness Planning （LAC）（注1）
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出
す
る
」
と
い
う
能
動
的
な
手
法
へ
の
転

換
で
も
あ
っ
た
。

手
順

　

L
A
C
の
策
定
プ
ロ
セ
ス
は
全
部
で
九

つ
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は

紙
面
の
制
約
上
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
カ
テ
ゴ

リ
ー
ご
と
に
四
段
階
に
分
け
簡
略
に
説
明

す
る（
図
2
）。

（
一
）
現
状
把
握
：
現
在
、
生
態
的
・
社
会

的
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？

（
二
）目
標
設
定
：
そ
れ
ら
の
区
域
は
今
後

ど
う
い
う
生
態
的
・
社
会
的
状
態
に

す
べ
き
か
？

（
三
）施
策
の
抽
出
：
目
標
を
達
す
る
た
め

に
何
を
す
べ
き
か
？

（
四
）モ
ニ
タ
リ
ン
グ
：
施
策
は
目
標
達
成
に

対
し
て
効
果
的
に
機
能
し
て
い
る
か
？

第
一
段
階　

現
状
把
握

　

第
一
段
階
で
は
対
象
と
な
る
自
然
公
園

内
の
生
態
的
特
徴
（
固
有
種
や
絶
滅
危

惧
種
の
有
無
、
植
生
一
般
）
や
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
利
用
状
況
（
行
動
形
態
、
入
り

込
み
利
用
者
数
、利
用
が
集
中
す
る
時
期・

場
所
等
）、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
利
用
に

図2　LACの基本四段階プロセス

L
A
C
で
は
資
源
と
利
用
の
特
性
に
応
じ
て
段
階
的
な

管
理
・
運
用
を
提
唱
し
て
い
る
。写
真（
右
）は
、自
然
の
雄

大
さ
に
誰
も
が
安
全
、快
適
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
な
場
。

間
欠
泉
の
観
賞
風
景
。写
真（
左
）は
、あ
り
の
ま
ま
の
自

然
に
触
れ
ら
れ
る
場
。
野
生
の
バ
イ
ソ
ン
の
観
賞
風
景
。

い
ず
れ
も
米
国
イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ー
ン
国
立
公
園

写
真
提
供
：
寺
崎
竜
雄

よ
る
生
態
的
・
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
等
に

つ
い
て
現
状
把
握
を
行
う
。
そ
の
上
で
そ

れ
ら
の
情
報
に
基
づ
い
て
公
園
内
で
適
切

な
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
。
ゾ
ー
ニ
ン
グ
が

済
ん
だ
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
に
つ
い
て
、

（
一
）
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
集
中
区
域

（
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
、
温
泉
、
駐

車
場
な
ど
）

（
二
）（
一
）と（
三
）の
中
間
区
域

（
三
）
準
原
生
自
然
区
域

（
四
）原
生
自
然
区
域

な
ど
に
ク
ラ
ス
分
け
す
る
（
ク
ラ
ス
名
に

つ
い
て
は
対
象
と
す
る
自
然
公
園
に
準
じ

て
変
え
て
も
よ
い
）。

　

第
二
段
階　

目
標
設
定

　

第
二
段
階
で
は
前
述
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の

結
果
設
定
さ
れ
た
各
区
域
の
現
状
を
踏

ま
え
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
に
つ
い

て
「
今
後
ど
の
よ
う
な
区
域
に
す
べ
き

か
？
」
を
策
定
す
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は

目
標
を
可
視
化
す
る
た
め
に
指
標
を
設

定
す
る
。
こ
こ
で
い
う
指
標
と
は
人
の
健

康
状
態
を
測
る
上
で
の
血
圧
、
血
糖
値
、

尿
酸
値
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
に
例
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
注
意
が

必
要
な
の
は
、
測
定
し
た
い
部
位
に
よ
っ

て
指
標（
血
圧
、
血
糖
値
、
尿
酸
値
、
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
な
ど
）を
使
い
分
け
る

よ
う
に
自
然
公
園
内
の
各
区
域
も
そ
れ

ぞ
れ
の
特
徴
に
よ
っ
て
、
土
壌
浸
食
率
、

植
生
被
率
、
大
腸
菌
含
有
率
、
あ
る
野

生
生
物
の
個
体
数
、
一
日
に
遭
遇
す
る
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
利
用
者
数
な
ど
の
指
標

を
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
点
で
あ

る
。
例
え
ば
前
述（
四
）の
原
生
自
然
区

域
で
は
土
壌
浸
食
率
五
％
以
下
、
湖
沼
に

お
け
る
大
腸
菌
含
有
率
〇

・〇
〇
〇
五
％

以
下
、
遭
遇
す
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
利

用
者
数
五
人
以
下
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指

標
に
基
準
値
（A

cceptable Range:

変

動
の
許
容
範
囲
）
を
設
け
る
作
業
を
行

う
。
こ
れ
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
の
目

指
す
べ
き
状
態
が
「
可
視
化
」
さ
れ
る
。

現状把握

施策の抽出

目標設定モニタリング
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・ Wilderness Environmental Quality : Search for

social and ecological harmony 1972.
Sidney S.Frissel,Jr and George H. Stankey.
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熊谷嘉隆（くまがい よしたか）
　1960年、札幌市出身。中部山岳国立公
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第
三
段
階　

施
策
の
抽
出

　

第
三
段
階
で
は
目
標
達
成
の
た
め
に

必
要
な
施
策
を
抽
出
す
る
。
こ
こ
で
留

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
入
り
込

み
規
制
と
い
う
の
は
最
終
的
施
策
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
、
そ
の
実
施

は
慎
重
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
安

易
な
入
り
込
み
規
制
は
利
用
者
の
不
信

感
を
招
く
こ
と
が
米
国
で
の
野
外
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
研
究
で
多
く
報
告
さ
れ
て
い

る
。
ま
ず
検
討
さ
れ
る
べ
き
は
利
用
者
マ

ナ
ー
の
向
上
、
啓
蒙
教
育
等
の
実
施
に

よ
っ
て
利
用
者
が
自
発
的
に
生
態
的
・

社
会
的
影
響
の
少
な
い
行
動
を
選
択
す

る
な
ど
と
い
っ
た
手
法
で
あ
ろ
う
。
ま
た

安
易
な
入
り
込
み
規
制
は
、
例
え
ば
他
の

原
生
度
の
高
い
区
域
へ
の
利
用
者
の
予
期

せ
ぬ
移
動
な
ど
と
い
っ
た
事
態
を
招
く
。

第
四
段
階　

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

　

第
四
段
階
で
は
実
際
に
策
定
さ
れ
た

施
策
を
実
施
し
、
そ
れ
が
目
標
達
成
に

対
し
て
ど
う
機
能
し
て
い
る
の
か
を
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
す
る
。
も
し
策
定
さ
れ
た
施
策

が
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
ら
前
段
階
に
戻

り
、
目
標
設
定
も
し
く
は
施
策
策
定
か

ら
再
度
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
。
L
A
C

は
こ
の
よ
う
に
状
況
に
応
じ
て
、
四
段
階

の
な
か
を
循
環
的
に
反
復
す
る（
図
2
）

の
が
特
徴
で
あ
り
、
直
線
的
か
つ
硬
直
的

な
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
理
解
す
る
べ
き
で

は
な
い
。
L
A
C
は
概
念
的
枠
組
み
で
あ

り
現
場
の
管
理
者
、
利
用
者
、
そ
の
地
域

の
現
状
に
応
じ
て
弾
力
的
に
活
用
さ
れ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。

わ
が
国
に
お
け
る

L
A
C
実
践
に
向
け
て

　

以
上
、
米
国
に
お
け
る
自
然
公
園
利

用
イ
ン
パ
ク
ト
研
究
を
た
ど
り
な
が
ら
野

外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
環
境
収
容
力
研
究

と
そ
の
問
題
点
、
そ
し
て
L
A
C
を
簡

略
に
記
し
た
。
L
A
C
は
そ
の
後
、
米

国
の
み
な
ら
ず
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
自
然

公
園
の
実
情
に
順
応
す
べ
く
弾
力
的
に

手
を
加
え
ら
れ
な
が
ら
、
自
然
公
園
に

お
け
る
有
効
な
管
理
運
営
シ
ス
テ
ム
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
指

標
を
活
用
し
て
持
続
可
能
な
観
光
を
実

現
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
を
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
カ
ン
ガ
ル
ー
島
の
具
体
例
を
参
考

に
す
る
と
理
解
が
深
ま
る
だ
ろ
う
（
コ
ラ

ム
「
観
光
地
の
声
」
参
照
）。
ま
た
、
米

国
で
は
国
立
公
園
局
が
L
A
C
を
モ

デ
ル
と
し
た
独
自
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て

Visitor Im
pact M

anagem
ent

（
V
I
M
）

やV
isitor Experience and Resource 

Protection Fram
ew

ork

（
V
E
R
P
）

と
い
っ
た
管
理
運
営
シ
ス
テ
ム
を
考
案
し
、

管
轄
の
自
然
公
園
で
活
用
し
て
い
る
。

　

わ
が
国
に
お
い
て
も
一
部
の
自
然
公
園

や
世
界
自
然
遺
産
地
域
に
お
い
て
、
オ

ー
バ
ー
ユ
ー
ス
に
よ
る
資
源
損
傷
も
し
く

は
利
用
者
の
体
験
・
満
足
に
お
い
て
好
ま

し
か
ら
ざ
る
影
響
が
見
ら
れ
る
。
一
方
で
、

地
域
振
興
と
い
う
視
点
か
ら
は
自
然
公
園

の
価
値
を
よ
り
多
く
の
利
用
者
に
享
受
し

て
も
ら
い
つ
つ
地
域
活
性
化
を
図
る
と
い

う
の
は
、
特
に
地
域
制
自
然
公
園
と
い
う

制
度
（
注
２
）
を
と
る
わ
が
国
に
お
い
て
は

重
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
L
A
C
は
自

然
公
園
に
限
ら
ず
と
も
、
一
般
的
な
観
光

地
の
管
理
や
中
山
間
地
域
の
地
域
振
興
に

も
応
用
で
き
る
弾
力
的
な
管
理
運
営
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
そ

れ
が
一
時
の
ブ
ー
ム
で
は
な
く
持
続
可
能

な
も
の
に
な
る
た
め
に
は
資
源
の
持
続
可

能
な
管
理
が
前
提
と
な
ろ
う
。
持
続
可

能
な
自
然
公
園
管
理
運
営
と
地
域
振
興

を
併
存
さ
せ
る
た
め
に
も
、
わ
が
国
で
の

L
A
C
の
今
後
の
適
用
に
期
待
す
る
。

（
く
ま
が
い　

よ
し
た
か
）

（
注
１
）L
A
C
は
一
九
七
二
年
に
シ
ド
ニ
ー
・
フ
リ
ッ
ゼ

ル（Sidney S. Frissel

）と
ジ
ョ
ー
ジ・ス
タ
ン

キ
ー（George H

. Stankey

）の
二
人
に
よ
っ

て
考
案
さ
れ
た
が
し
ば
ら
く
注
目
を
浴
び
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、一
九
八
五
年
に
修
正

版
が
連
邦
森
林
局（Forest Service

）
の
テ
ク

ニ
カ
ル
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

（
注
２
）土
地
所
有
に
関
わ
ら
ず
公
園
を
指
定
で
き
る
制

度
で
、
日
本
の
国
立
公
園
に
は
多
く
の
私
有
地

が
含
ま
れ
て
い
る
。（
環
境
省
H
P
よ
り
）



7 特集◉指標を活用した持続可能な観光地の管理・運営——世界の動向と国内での適用に向けて
特集 1「米国の自然公園利用におけるインパクト研究」と Limits of Acceptable Change system for Wilderness Planning （LAC） 

　カンガルー島は、
オーストラリアの南岸
に位置する島域の47％
が原生林に覆われた
自然豊かな島。ところ
が1990年代中ごろ、こ
の人口4,400人、年間
観光客数10〜20万人
程度の島へのフェリー
航路の新設が決定。こ
れが、日帰り客が大量
に押し寄せることを懸
念した住民や地元行

政が、自らカンガルー島らしい観光とはどうあるべきか
を考えるきっかけとなりました。そして、何が起きてい
るのか、コミュニティはどのような観光を望んでいるの
か、観光の価値とは何かを確認する作業として、1996
年には観光客へのアンケート調査、2000年には住民の
意識調査を開始します。このようにして、観光産業とカ
ンガルー島の健康状態を継続的に監視するための仕
組みとして、地域住民が主体となった「カンガルー島の
観光を最適化するための管理運営モデル（Kangaroo 
Island, Tourism Optimization Management Model：
KI-TOMM）」がスタートしました。
＜住民主体となった委員会＞

　KI-TOMMは、次の８つの構成団体による委員会
が運営します。なかでもコミュニティの価値観を重要視
しており、委員会の議論経過には地域の意見が強く反
映されています。
・ 地域コミュニティの代表者（Community Representative）
・ 観光産業の代表者（Tourism Industry Representative）
・ カンガルー島行政（Kangaroo Island Council）

・ カンガルー島自然保護機構（Kangaroo Island Natural
　Resources Management Board）
・ カンガルー島開発機構
　（Kangaroo Island Development Board）
・ カンガルー島観光協会（Tourism Kangaroo Island）
・ オーストラリア政府環境・遺産省
　（Department for Environment and Heritage）
・ 南オーストラリア観光局
　（South Australian Tourism Commission）
＜指標（継続的に調査する項目）＞

　この委員会は、観光利用や資源の状態を客観的
に把握するために、約50の指標をリストアップしまし
た。実際には、その中から計測可能な15を選択し、継
続的に調査を行い、変化を見ています。例えば、観光
客を対象としたアンケート調査を常時実施し、島内の
各観光サービスに対する満足度、消費額などを聞いて
います。（P8参照）

＜適合範囲＞

　委員会は、指標ごとに現状を把握し、そこを基準
に、期待度と達成可能度を加味して目標とする基準値

（許容可能な範囲）を決定しました。この値は定期的
に見直します。
＜継続的なモニタリング＞

　指標値の評価では、値そのものより変化を重要視し
ています。変化を正確に捉えるためにデータの取得方
法は約10年にわたり変更しません。
＜対応策＞

　データによって、感覚的に捉えられていたもろもろの
状況が、客観的に把握できるようになったといいます。
さらに、変化の要因を分析し、目標達成に向けた適切
な対応策を展開しています。

（寺崎　竜雄）

オーストラリアにおける指標を活用した
観光地の管理運営モデル

コラム「観光地の声」

Kangaroo Island, Tourism Optimization Management Model（KI-TOMM）

野生生物と触れ合える場所も
確保されている

次項に続く
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［資料］ ・寺崎竜雄「自然環境保全と観光振興に関わる考察〜コミュニティ主体の観光地域の管理運営のあり方〜」、
『國立公園 682』財団法人国立公園協会発行
・Toni Duka, and Elizabeth Jack「Kangaroo Island, Tourism Optimization Management Model（TOMM）」,

Indicators of Sustainable Development for Tourism Destinations，UNWTO 発行

分類
理想像

（将来あるべき姿）
指標

（継続的に調査する項目）
許容可能な範囲

（想定される期待値の幅）
判定結果

（観測時点での判定）

地域経済

ほとんどの来訪者が
3泊以上宿泊している

来訪者の年間平均宿泊数 3泊～5泊 適合

観光産業が着実に
成長している

来訪者一人当たりの
島内平均消費額の増加率

年間増加率は4%～10% 適合

マーケット

国内・国外問わず、文化や
環境に興味のあるマーケッ
トセグメント層からの来訪者
比率が増大している

文化や環境面に適合した
来訪者の割合

全来島客数の60%～80% 適合

全来島客数 年間増加率は0%～7% 適合

環境

観光アクティビティ実施エ
リアにおける来訪者を魅了
する主な野生生物の数の維
持・改善がなされている

観光指定地における
アシカの数

観測数ベースの年間
増加率は0%～5%

環境モニタリングによる
データが不明瞭のため
指標として利用できず

ズグロチドリの数 観測数ベースの
年間増加率は0%～5%

基準に達せず

体験

オーストラリアの他の海岸観
光地に比べ来訪者の体験が
差別化されている

自然地域において野生生物
との触れ合い体験ができる
と信じている来訪者の割合

とても大切だと考えている
人は70%～100%

来訪者調査によるデー
タが不明瞭のため指標
として利用できず

自然体験のプロモーションの
内容が来訪者の実体験と比
べて現実的かつ正確である

実際の体験が宣伝広告や
パンフレットに書かれていた
とおりだと感じた来訪者の
割合

全来島客数の85%～100% 適合

ほとんどの来訪者が島を離
れる時には滞在中の体験に
とても満足している

滞在中に大変満足した
来訪者の割合

回答者の90%～100% 適合

社会文化面

住民が観光に関わる意思
決定に関与できると感じて
いる

観光に関わる意思決定に関
与できる状況にある住民の
割合

住民の70%～100% 住民調査によるデータ
が不明瞭のため指標と
して利用できず

住民が来訪者のあまり行か
ない自然豊かな場所にレク
リエーションに行ける

行くことができると感じてい
る住民の割合

80%～100％ 適合

住民が観光のことを平穏か
つ安全で魅力的なライフス
タイルに寄与する安心でき
るものだと感じている

年間の非住民が関わった軽
犯罪の件数

10 件～25件 住民調査によるデータ
が不明瞭のため指標と
して利用できず

年間の交通事故数 自動車事故件数が
50件～80件

適合

KI-TOMM（2001年）における指標と結果の例

空港待合室でアンケート調査に応える観光客 古くから行われているペリカンの餌づけショーへの対応が課題



9 特集◉指標を活用した持続可能な観光地の管理・運営——世界の動向と国内での適用に向けて
特集２ 観光分野における持続可能性指標開発の系譜

そ
の
う
え
で
指
標
開
発
の
展
望
に
つ
い
て

日
本
の
役
割
も
考
慮
し
な
が
ら
述
べ
て
い

く
。
最
後
に
、
観
光
分
野
に
お
け
る
持
続

可
能
性
の
問
題
を
め
ぐ
る
近
年
の
議
論
に

言
及
し
、
観
光
に
お
け
る
持
続
可
能
性
指

標
を
適
用
す
る
う
え
で
留
意
す
べ
き
課

題
を
取
り
上
げ
て
お
き
た
い
。

観
光
分
野
に
お
け
る

持
続
可
能
性
と
は

　

持
続
可
能
性
と
い
う
概
念

　

持
続
可
能
性
（sustainability

）
と
い

う
概
念
は
、
現
代
の
観
光
を
考
え
る
上
で

不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し

そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
必
ず
し
も
明
確

に
定
義
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
原

点
に
立
ち
返
る
な
ら
ば
、
ま
ず
そ
の
概

念
は
二
つ
の
基
礎
的
な
概
念
に
基
づ
い
て

い
る
と
い
え
る
。
一
つ
は
、
国
連
の
「
環

境
と
開
発
に
関
す
る
世
界
委
員
会
」（
い

わ
ゆ
る
ブ
ル
ン
ト
ラ
ン
ト
委
員
会
）
が

一
九
八
七
年
に
発
行
し
た
報
告
書
「
地
球

の
未
来
を
守
る
た
め
に
」
の
な
か
で
説
明

さ
れ
た
持
続
可
能
な
発
展
（Sustainable 

D
evelopm

ent

）
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
将
来
の
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
能
力

を
損
な
う
こ
と
な
く
、
今
日
の
世
代
の

ニ
ー
ズ
を
満
た
す
こ
と
」
と
定
義
さ
れ
た
、

世
代
間
衡
平
性
の
原
理
を
意
味
す
る
概

念
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
一
九
九
四
年
に
英
国
の

環
境
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
エ
ル
キ
ン
ト
ン

氏
が
提
唱
し
た
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン

（Triple Bottom
 Lines:  

Ｔ
Ｂ
Ｌ
）
と

い
う
概
念
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
企
業
活
動

を
経
済
、
環
境
お
よ
び
社
会
の
三
つ
の
側

面
か
ら
評
価
し
、
そ
の
結
果
を
対
外
的
に

持
続
可
能
性
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
報
告
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
企
業

活
動
の
持
続
可
能
性
が
Ｇ
Ｒ
Ｉ
（Global 

Reporting Initiative:  

オ
ラ
ン
ダ
に
本
部

を
置
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
の
発
行
し
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
則
し
た
世
界
共
通
の
指
標
で
評
価

さ
れ
る
た
め
国
際
比
較
が
可
能
と
な
る
。

　

観
光
分
野
に
お
け
る
持
続
可
能
性

　

観
光
分
野
に
お
け
る
持
続
可
能
性
に

関
し
て
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
基
本
と
な
る

概
念
に
依
拠
し
つ
つ
、
観
光
分
野
独
自
の

定
義
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
な
か

で
も
代
表
的
な
定
義
と
し
て
、
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ

Ｏ
が
観
光
の
持
続
可
能
な
発
展
を
簡
潔
に

説
明
し
た
も
の
（
図
１
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
こ
で
強
調
さ
れ
て
い
る
点
と
し
て
、
一

つ
に
は
持
続
可
能
な
観
光
の
方
針
や
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
手
法
は
あ
ら
ゆ
る
類
型
の
観
光

　

観
光
分
野
に
お
け
る
持
続
可
能
性
指

標
開
発
の
系
譜
に
つ
い
て
、
大
き
く
三
つ

の
観
点
か
ら
考
察
し
て
い
き
た
い
。
一
つ

は
、
持
続
可
能
性
と
い
う
概
念
に
つ
い

て
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
何
か
、
ま

た
そ
れ
が
観
光
の
な
か
で
操
作
で
き
る
概

念
と
し
て
ど
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
き
た

の
か
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
く
。
次
に

指
標
に
つ
い
て
、
観
光
分
野
に
お
け
る
持

続
可
能
性
を
評
価
す
る
一
つ
の
方
法
と
し

て
の
指
標
に
注
目
し
、
特
に
そ
の
世
界
的

な
普
及
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た

し
た
世
界
観
光
機
関
（W

orld Tourism
 

O
rganization:  

以
下
、
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の

取
り
組
み
を
段
階
的
に
捉
え
て
み
た
い
。

観
光
分
野
に
お
け
る

持
続
可
能
性
指
標
開
発
の
系
譜

名
古
屋
商
科
大
学
経
済
学
部
教
授

二
神  

真
美 2
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地
、
観
光
事
業
者
、
観
光
商
品
に
適
用
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
環
境
、

経
済
、
社
会
文
化
の
領
域
間
で
適
切
な
均

衡
を
と
る
こ
と
が
、
持
続
可
能
性
を
高
め

る
た
め
の
条
件
と
な
っ
て
い
る
。「
適
切
な

均
衡
」
と
は
い
か
な
る
も
の
か
が
問
わ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
持
続
可
能

な
観
光
を
達
成
す
る
こ
と
は
継
続
的
な
プ

ロ
セ
ス
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
環
境
の

影
響
を
常
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
の

必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

点
を
踏
ま
え
、
以
下
で
は
観
光
分
野
に
お

け
る
持
続
可
能
性
を
測
定
し
評
価
す
る

手
法
と
し
て
指
標
（indicators

）
に
焦
点

を
当
て
、
特
に
国
際
的
な
組
織
に
よ
る
開

発
系
譜
を
中
心
に
見
て
い
く
。

国
際
的
な
観
光
組
織
に

よ
る
持
続
可
能
性
指
標

の
開
発
系
譜

　

世
界
の
観
光
に
関
わ
る
持
続
可
能
性

指
標
の
開
発
は
、
地
球
環
境
問
題
や
貧
困

問
題
に
つ
い
て
の
国
際
会
議
の
開
催
お
よ

び
そ
の
成
果
と
連
動
し
て
進
め
ら
れ
て
き

て
い
る
。
そ
の
な
か
で
も
指
標
開
発
に
大

き
な
流
れ
を
つ
く
っ
て
き
た
の
が
地
球
サ

ミ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
開
催
さ
れ

た
の
は
、

（
一
）
環
境
と
開
発
に
関
す
る
国
際
連
合

会
議
（
一
九
九
二
年
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
で
開
催
）

（
二
）
持
続
可
能
な
開
発
に
関
す
る
世
界

首
脳
会
議
（
二
〇
〇
二
年
ヨ
ハ
ネ
ス

ブ
ル
ク
で
開
催
）

そ
し
て
、

（
三
）
国
連
持
続
可
能
な
開
発
会
議
（
リ

オ+

20
、
二
〇
一
二
年
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
で
開
催
）

の
三
回
で
あ
る
。
以
下
、
第
一
回
目
の
地

球
サ
ミ
ッ
ト
を
起
点
に
し
、
十
年
単
位
で

指
標
開
発
は
ど
の
よ
う
に
進
展
し
て
い
っ

た
の
か
を
見
て
い
く
（
図
２
）。

　

第
１
回
地
球
サ
ミ
ッ
ト（
一
九
九
二
年
）

　

か
ら
の
十
年
間

　

こ
の
期
間
は
、
地
球
環
境
問
題
に
取
り

組
む
う
え
で
観
光
に
関
わ
る
持
続
可
能

性
指
標
の
開
発
が
国
際
的
に
要
請
さ
れ

た
時
代
で
あ
っ
た
。
持
続
可
能
性
の
評
価

方
法
と
し
て
の
指
標
の
開
発
は
、
持
続
可

能
な
発
展
の
行
動
計
画
ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
の

導
入
に
よ
っ
て
本
格
化
さ
れ
た
。一
九
九
二

年
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
た

地
球
サ
ミ
ッ
ト
「
環
境
と
開
発
に
関
す

る
国
際
連
合
会
議
（U

nited N
ations 

Conference on Environm
ent and 

D
evelopm

ent :  

Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｄ
）」
で
リ
オ

宣
言
と
と
も
に
採
択
さ
れ
た
ア
ジ
ェ
ン
ダ

21
で
は
、
行
動
計
画
の
「
実
施
手
段
」
に

関
す
る
細
則
が
第
Ⅳ
部
と
し
て
規
定
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
な
か
の
最
終
章
で
あ
る
第

四
十
章 

（
意
思
決
定
の
た
め
の
情
報
）
で

は
、
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
の
意
思
決
定
に
対

し
て
信
頼
で
き
る
根
拠
を
提
供
す
る
た
め

に
、
持
続
可
能
な
発
展
の
た
め
の
指
標
の

開
発
と
利
用
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
う
た

っ
て
い
る
。

　

ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
に
は
ま
た
、
第
Ⅳ
部
の

第
三
十
八
章
に
「
国
際
的
な
機
構
の
整

備
」
に
関
す
る
規
定
が
あ
り
、
そ
れ
に
の

　持続可能な観光開発の方針とマネジメントの実践は、マスツーリズムや
ニッチ市場向けの多様な観光をはじめ、あらゆるタイプの観光地で、あらゆる
形態の観光に適用することができる。持続可能性の原理は、観光の発展に
おける、環境、経済、社会文化的な側面に関わっており、長期間の持続可能
性を保証するためには、これら3つの領域間で適切な均衡がとれていなけれ
ばならない。したがって、持続可能な観光は：

1）環境資源を最適に利用しなければならない。  
2）ホストコミュニティの社会文化的真正性を尊重しなければならない。
3）存続可能な長期的経済活動を保証しなければならない。

　持続可能な観光の発展は、関連する全てのステークホルダーが知識を
持って参画するとともに、幅広い参加と同意形成を確実にするための強い政
治的リーダーシップが求められる。持続可能な観光を達成することは、継続
的なプロセスであり、観光の影響を常にモニタリングする必要があり、場合に
よっては必要な予防的、調整的措置を導入することになる。同時に、持続可
能な観光はツーリストの高いレベルの満足を維持すべきであり、有意義な体
験を保証し、持続可能性の課題についての意識を高め、持続可能な観光の
実施を促進するようにしなければならない。

（UNWTO,　2004 P.7）

図1 「観光の持続可能な発展」（UNWTOの定義）



11 特集◉指標を活用した持続可能な観光地の管理・運営——世界の動向と国内での適用に向けて
特集２ 観光分野における持続可能性指標開発の系譜

っ
と
っ
た
国
連
総
会
の
決
議
に
よ
り
、
経

済
社
会
理
事
会
の
下
に
新
た
に
機
能
委

員
会
で
あ
る
国
連
持
続
可
能
な
開
発
委

員
会 
（United Nations Conference 

on Sustainable Developm
ent :  

Ｕ
Ｎ
Ｃ

Ｓ
Ｄ
）
が
設
立
さ
れ
、
ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
の

実
施
状
況
を
監
視
し
、
そ
の
円
滑
か
つ
着

実
な
実
施
を
促
し
て
い
る
。
同
委
員
会
は
、

一
九
九
五
年
に
指
標
開
発
の
た
め
の
作
業

計
画
を
立
ち
上
げ
て
以
来
、
中
心
的
指
標

の
選
定
な
ら
び
に
指
標
ご
と
の
方
法
論
シ

ー
ト
の
策
定
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
と
し
て
公
表
し
て
い
る
。
各
国

が
独
自
の
指
標
を
策
定
す
る
際
に
は
、
こ

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
て
行
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
国
際
的
な
要
請
に
応
え
る

た
め
、
観
光
の
分
野
に
お
い
て
は
、
業

界
団
体
の
世
界
旅
行
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会

（W
orld Travel &

 Tourism
 Council :  

以
下
、
Ｗ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
）、
国
際
機
関
の
Ｕ
Ｎ

Ｗ
Ｔ
Ｏ
お
よ
び
国
際
的
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
地
球
評

議
会（T

he Earth Council

）
の
三
者
が

共
同
で
「
旅
行
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業
の
た

め
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
」（
一
九
九
五
年
）
を

策
定
し
た
。
そ
の
な
か
で
行
動
の
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
と
し
て
政
府
機
関
や
観
光
協

会
に
対
し
て
は
九
つ
の
優
先
分
野
が
示
さ

れ
て
い
る
が
、
第
八
番
目
の
分
野
と
し
て

「
持
続
可
能
な
発
展
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況
の
測

定
」
に
お
い
て
地
方
お
よ
び
全
国
レ
ベ
ル

に
も
適
用
で
き
る
指
標
の
作
成
を
責
務
と

し
て
掲
げ
て
い
る
。
他
方
、
旅
行
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
産
業
に
対
し
て
は
十
の
優
先
分
野

が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
第
九
番
目
の
分
野

「
持
続
可
能
性
の
た
め
の
設
計
」
に
お
い

て
、
環
境
負
荷
が
小
さ
く
高
効
率
性
と
社

会
文
化
的
高
品
質
を
特
徴
と
し
、
か
つ
全

世
界
に
通
用
性
の
あ
る
観
光
商
品
・
施
設

や
技
術
の
開
発
を
要
請
し
て
い
る
。

　
「
旅
行
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業
の
た
め
の

ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
」
の
策
定
に
お
い
て
中
心

的
役
割
を
果
た
し
た
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
と
Ｗ
Ｔ

Ｔ
Ｃ
は
、
そ
の
後
ま
ず
五
年
間
を
か
け
て

観
光
に
お
け
る
持
続
可
能
性
へ
の
関
心

を
高
め
る
た
め
の
地
域
セ
ミ
ナ
ー
を
世

界
各
地
で
開
催
し
、
持
続
可
能
性
を
評

価
す
る
指
標
の
開
発
と
地
域
へ
の
適
用

図2　UNWTOによる指標開発の段階的な取り組み

I.  第1回地球サミットからの10年間《持続可能な観光のための指標の基礎固めから確立へ》
1992年 持続可能な観光における指標開発のための国際的タスクフォースの結成
1993年　『ツーリズムの持続的マネジメントのための指標』　　　　　　最初の指標リスト

世界の4地域でパイロット研究としてWTO指標が適用される （1993年〜1995年）
① プリンスエドワード島（カナダ）  ② ロス・トゥクストラ（メキシコ）
③ オランダ   ④ フロリダ・キーズ国立海洋保護区域（USA）
➡パイロット研究の結果を踏まえて、11の中核的指標

生態系タイプごとの追加指標、観光地固有の追加指標の設定

1996年　『ツーリズム管理者が知っておくべきこと：持続可能な観光のための指標の
 開発と利用の実務ガイド』　　　　　　　　　　　　　　　　  ガイドライン 1

➡新たな指標と方法が6地域に適用される：（ ）内の数字は研修開催年
①バラトン湖（ハンガリー：1999）  ②メキシコ（1999）  ③ヴィラギセル（アルゼンチン：2000）
④ベルウェラ（スリランカ：2000）  ⑤ククリツァ（クロアチア：2001）  ⑥キプロス（2003）

II.  第2回地球サミットからの10年間《持続可能な観光のための指標の集大成と世界規模で
の普及》

2004年 『観光地のための持続可能な開発指標』　　　　　　　　　　  ガイドライン 2
[UNWTOの10年余にわたる指標開発の取り組みの集大成、20カ国 60人余の専門
家が関わる]

2005年 『ツーリズムをもっと持続可能にする政策立案者のための手引書』
政策立案者向け指針

➡さらに地域を拡大した指標開発のワークショップが開催される
①トリニダード・トバゴ（2004）  ②プーケット島（タイ：1999）  ③ボリビア（2000）
④陽朔県（中国：2005）  ⑤ ジッダ（サウジアラビア：2006）  ⑥ロンボク島（インドネシア：2007） 
⑦コラシン（モンテネグロ：2003）  ⑧ボホール島（フィリピン：2007）

2008年 国際自然保護連合（IUCN）、UNWTO含む27国際機関で構成するGSTCパートナー
シップ策定

➡「世界規模での持続可能な観光クライテリア（GSTC）」発表    世界的基準の確立

III.  第3回地球サミットからの展望《持続可能な観光のための指標の長期的データ集積と観
光「知」ネットワークづくり》

2012年3月 ナレッジネットワークのオンラインプラットホームの開設
2012年10月 中国での5番目のGOST設立（陽朔、黄山、張家界市、成都市、喀納斯）

➡「持続可能な観光に関する世界規模の観測研究所（GOST）」の本格始動
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方
法
に
関
す
る
普
及
活
動
を
行
っ
た
。
そ

の
結
果
、
観
光
産
業
に
関
わ
る
地
域
組

織
、
政
府
関
係
者
、
並
び
に
観
光
事
業
者

等
の
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
共
同

で
、
ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
に
基
づ
く
持
続
可
能

性
指
標
の
観
光
地
や
観
光
事
業
者
等
へ

の
適
用
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
っ
た
。
そ

の
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
進
化
し
構
築
さ

れ
て
き
た
の
が
、
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
持
続
可

能
な
観
光
の
た
め
の
指
標
（Sustainable 

Tourism
 Indicators: 

Ｓ
Ｔ
Ｉ
）
お
よ
び

Ｗ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
の
グ
リ
ー
ン
グ
ロ
ー
ブ
認
証
制

度
（Green Globe Certification

）（
注
）

で
あ
っ
た
。
次
の
十
年
間
は
、
こ
れ
ら
の

指
標
や
認
証
制
度
が
集
大
成
し
世
界
規

模
で
普
及
が
進
む
時
期
で
あ
っ
た
。

　

第
２
回
地
球
サ
ミ
ッ
ト（
二
〇
〇
二
年
）

　

か
ら
の
十
年
間

　

二
一
世
紀
最
初
の
地
球
サ
ミ
ッ
ト
は
南

ア
フ
リ
カ
の
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
で
二
〇
〇
二

年
開
催
さ
れ
た
が
、
そ
の
主
要
な
目
的
の

一
つ
が
過
去
十
年
間
に
わ
た
る
ア
ジ
ェ
ン

ダ
21
の
進
捗
状
況
を
総
括
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
企
業
の
説
明
責
任
を
強
化

す
る
必
要
性
も
提
言
さ
れ
て
お
り
、
企
業

活
動
の
持
続
可
能
性
を
評
価
す
る
指
標

開
発
も
進
ん
だ
時
代
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に

二
〇
〇
三
年
、
国
連
環
境
計
画
（United 

Nations Environm
ent Program

m
e: 

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
は
『
観
光
と
ロ
ー
カ
ル
ア
ジ

ェ
ン
ダ
21
』
を
出
版
し
た
が
、
そ
の
な
か

で
地
方
自
治
体
お
よ
び
そ
の
他
地
方
組
織

の
役
割
強
化
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
実
施

計
画
で
は
、
貧
困
撲
滅
を
地
球
規
模
の

最
大
の
課
題
と
位
置
づ
け
、
観
光
資
源
が

も
た
ら
す
地
域
住
民
へ
の
恩
恵
を
認
識

し
た
う
え
で
持
続
可
能
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

開
発
を
促
進
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い

る
。
国
連
は
こ
の
年
を
国
際
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
年
と
定
め
、
同
年
五
月
に
は
ケ
ベ
ッ
ク

市
（
カ
ナ
ダ
）
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
世
界

サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
関
す
る
ケ
ベ
ッ
ク
宣
言
が
な
さ
れ
た
。

四
十
九
の
提
言
の
う
ち
中
央
お
よ
び
地
方

の
政
府
機
関
に
対
し
て
十
九
の
提
言
が
な

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
が
客
観
的
な

持
続
可
能
性
指
標
を
用
い
た
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
手
法
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
機
構
と
し
て

組
み
込
む
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
二
〇
〇
二
年
の
地
球
サ
ミ

ッ
ト
で
持
続
可
能
な
観
光
に
向
け
た
取
り

組
み
の
一
層
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
以
降
、

Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
お
よ
び
Ｗ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
は
そ
れ
ぞ

れ
の
持
続
可
能
性
指
標
セ
ッ
ト
を
集
大
成

さ
せ
、
そ
れ
ら
を
用
い
た
観
光
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
方
法
論
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
。
こ
こ
で
は
現
在
に
至
る
ま
で
一
貫
し

て
指
標
開
発
に
携
わ
っ
て
き
た
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ

Ｏ
の
取
り
組
み
を
中
心
に
見
て
い
く
。
Ｗ

Ｔ
Ｔ
Ｃ
の
場
合
、
一
九
九
九
年
に
は
グ
リ

ー
ン
グ
ロ
ー
ブ
社
が
分
離
し
独
自
に
歩
み

出
し
た
こ
と
か
ら
、
現
在
は
認
証
制
度
に

は
直
接
関
与
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
取
り
組
み
は
、
観
光
地

に
照
準
を
当
て
た
指
標
開
発
へ
と
さ
ら
に

進
化
し
て
い
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
初
頭

か
ら
持
続
的
観
光
指
標
の
開
発
に
携
わ
っ

て
き
た
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
取
り
組
み
は
、
図

１
が
示
す
よ
う
に
世
界
諸
地
域
で
開
催

さ
れ
た
実
践
的
な
研
修
会
を
通
し
て
段

階
的
に
修
正
さ
れ
進
化
し
て
き
た
。
そ
の

成
果
を
集
大
成
し
た
の
が
『
観
光
地
の
た

め
の
持
続
可
能
な
開
発
指
標
』（
二
〇
〇
四

年
）で
あ
り
、
そ
の
骨
子
を
観
光
政
策
立

案
者
向
け
に
要
約
し
た
『
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

も
っ
と
持
続
可
能
に
す
る
政
策
立
案
者
の

た
め
の
手
引
書
』（
二
〇
〇
五
年
）
で
あ
っ

た
。
そ
れ
以
降
は
、
こ
の
確
立
さ
れ
た
持

続
可
能
性
指
標
の
方
法
論
を
中
東
や
北

ア
フ
リ
カ
地
域
へ
と
対
象
地
域
を
拡
大
し

な
が
ら
普
及
さ
せ
て
い
る
。
二
〇
〇
二
年

以
降
の
十
年
間
、
国
家
・
地
域
レ
ベ
ル
で

の
八
カ
所
の
研
修
会
に
つ
い
て
は
、
そ
の

詳
細
が
最
終
報
告
書
（
英
語
版
で
閲
覧
可

能
な
も
の
は
六
つ
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
観
光
の
持
続
性
に

関
す
る
十
二
の
基
本
的
目
標
が
明
示
さ
れ

た
う
え
で
、
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
提
唱
す
る
三

段
階
十
二
ス
テ
ッ
プ
の
指
標
開
発
の
方
法

論
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
方
式
が
観
光
地
の
持
続
可

能
性
を
高
め
る
う
え
で
有
効
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
る
好

ま
し
い
条
件
の
な
か
で
も
特
に
二
つ
の
点

が
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、 

（
一
）
指
標
開
発
プ
ロ
セ
ス
が
目
的
地
の
総

合
的
な
地
域
計
画
に
統
合
さ
れ
て
い

る
こ
と

さ
ら
に
、

（
二
）
観
光
に
関
わ
る
可
能
な
限
り
幅
広

い
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
意
見
が
集

約
で
き
る
よ
う
に
参
加
型
方
式
が

活
用
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
が
指
標
開
発

プ
ロ
セ
ス
に
確
実
に
組
み
込
ま
れ
て

い
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。



13 特集◉指標を活用した持続可能な観光地の管理・運営——世界の動向と国内での適用に向けて
特集２ 観光分野における持続可能性指標開発の系譜

観
光
に
お
け
る
指
標
開
発

の
課
題
と
今
後
の
展
望

　

ま
ず
観
光
に
お
け
る
持
続
可
能
性
の

指
標
開
発
に
関
す
る
批
判
的
考
察
と
し

て
大
き
く
下
記
の
二
点
が
あ
る
。

　

相
対
的
な
持
続
可
能
性
vs.

　

 

絶
対
的
な
持
続
可
能
性

　
一
般
的
に
、
持
続
可
能
性
は
理
想
的
な

最
終
状
態
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
変
化
の
プ
ロ
セ
ス
と
捉
え
ら
れ
て

い
る
。
持
続
可
能
性
指
標
は
、
個
々
の
観

光
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
等
の
環
境
へ
の
負
荷

と
い
う
点
で
確
か
に
以
前
よ
り
相
対
的
な

持
続
可
能
性
は
高
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い

が
、
地
球
全
体
と
し
て
見
た
場
合
、
環
境

へ
の
負
荷
の
絶
対
量
も
確
実
に
高
ま
っ
て

い
る
。
世
界
的
な
観
光
規
模
を
表
す
国
際

観
光
到
着
者
数
は
二
〇
一
二
年
に
つ
い
に

十
億
人
を
突
破
し
、
二
〇
三
〇
年
代
に
は

さ
ら
に
十
八
億
人
を
超
え
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
時
代
に
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
批
判

は
近
年
勢
い
を
増
し
つ
つ
あ
る
。

　

理
論
的
枠
組
み
に
つ
い
て

　

Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
を
は
じ
め
、
現
在
一
般
に

適
用
さ
れ
て
い
る
持
続
可
能
な
観
光
の
た

め
の
指
標
（
Ｓ
Ｔ
Ｉ
）
を
用
い
た
評
価
方

法
は
、
そ
れ
を
経
済
、
環
境
、
社
会
文
化

と
い
っ
た
構
成
要
素
ご
と
に
分
析
し
、
テ

ー
マ
別
の
指
標
開
発
を
行
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
の
相
互
連
関
性
に
つ
い
て
は
必
ず

し
も
明
確
に
捉
え
き
れ
て
い
な
い
。
今
後

は
今
ま
で
以
上
に
理
論
的
視
点
か
ら
可

能
な
指
標
を
選
別
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
近
年
で
は
シ
ス
テ
ム
ア
プ
ロ
ー

チ
を
取
り
入
れ
た
代
替
モ
デ
ル
が
提
示
さ

れ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
全
体
性
を
認
識
す
る
た
め
に
個
々
の
構

成
要
素
で
は
な
く
、
そ
の
関
連
性
に
注
目

す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ツ

ー
リ
ズ
ム
を
複
合
適
応
シ
ス
テ
ム
C
A
S

（com
plex adaptive system

s

）と
す
る
パ

ラ
ダ
イ
ム
を
用
い
る
。
さ
ら
に
は
、
生
態

シ
ス
テ
ム
研
究
お
よ
び
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル

サ
イ
エ
ン
ス
と
い
っ
た
学
際
的
な
分
野
か

ら
の
新
た
な
知
見
に
基
づ
き
体
系
的
指
標

シ
ス
テ
ム
Ｓ
Ｉ
Ｓ
（system

ic indicator 
system

）モ
デ
ル
も
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
今
後
は
こ
れ
ま
で

見
て
き
た
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
方
式
の
よ
う
な
一

次
元
的
指
標
モ
デ
ル
を
、
よ
り
洗
練
さ
れ

た
動
学
的
モ
デ
ル
を
援
用
す
る
な
ど
、
こ

の
分
野
で
の
科
学
的
研
究
を
さ
ら
に
深
め

る
必
要
が
あ
る
。

持
続
可
能
性
指
標
の

国
内
適
用
へ
の
期
待

　

こ
れ
ま
で
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
は
、
観
光
に
お

け
る
持
続
可
能
性
指
標
の
普
及
の
た
め
三
、

四
日
程
度
の
単
発
的
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
て
き
た
が
、
近
年
は
指
標
を
用

い
て
観
光
の
長
期
的
な
影
響
を
捉
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
デ
ー
タ
の
蓄
積
を
図
る
手
法

へ
と
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
る
。
現
在
は
ア
ジ

ア
で
、
特
に
中
国
を
拠
点
に
複
数
の
観
測

研
究
所
を
地
元
の
大
学
と
提
携
し
な
が

ら
次
々
と
開
設
し
て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
、

二
〇
一
一
年
か
ら
世
界
規
模
の
ナ
レ
ッ
ジ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
現
在
は
オ
ン

ラ
イ
ン
上
で
の
交
流
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
形
成
し
つ
つ
あ
る
。
今
後
は
日
本
国
内

で
も
観
光
「
知
」
の
英
語
版
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
を
構
築
し
、
そ
れ
を
海
外
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
連
携
し
、
日
本
の
取
り
組
み

を
広
く
海
外
へ
と
発
信
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。
そ
の
意
味
で
も
、
観
光
シ
ン
ク
タ

ン
ク
の
長
い
歴
史
を
持
つ
日
本
交
通
公
社

等
が
中
心
と
な
っ
て
、
世
界
標
準
の
枠
組

み
の
下
で
持
続
可
能
性
の
測
定
方
法
を
適

用
し
、
持
続
可
能
な
シ
ス
テ
ム
設
計
に
基

づ
く
観
光
地
形
成
の
事
例
を
モ
デ
ル
化
し
、

そ
の
実
証
結
果
を
国
際
的
な
知
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
上
で
公
開
し
て
い
く
こ
と
は
意
義

深
い
と
思
う
。

（
ふ
た
が
み　

ま
み
）

（
注
）
旅
行
・
観
光
産
業
の
持
続
可
能
な
事
業
・
運
営
を

対
象
と
す
る
世
界
的
な
持
続
可
能
性
認
証
制
度
。

二神真美（ふたがみ まみ）
　1957年、福岡県久留米市出身。米国ペ
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U
N
W
T
O
）が
約
十
年
に
及
ぶ
試
行
段

階
を
経
て
、
二
○
○
四
年
に
刊
行
し
た

『
観
光
地
の
た
め
の
持
続
可
能
な
開
発
指

標
』（
以
下
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
）の
概
要
、活

用
方
法
、
現
場
へ
の
適
用
と
課
題
を
紹
介

し
、
国
内
へ
の
指
標
導
入
に
お
け
る
展
望

を
試
み
た
い
。

U
N
W
T
O
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
概
要

●
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
位
置
付
け

　
「
環
境
と
開
発
に
関
す
る
世
界
委
員
会

（
ブ
ル
ン
ト
ラ
ン
ト
委
員
会
、
一
九
八
六
）」

お
よ
び
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
催
さ

れ
た「
環
境
と
開
発
に
関
す
る
国
際
連
合

会
議（
地
球
サ
ミ
ッ
ト
、一
九
九
二
）」
に
よ

っ
て
、
持
続
可
能
性
が
国
際
的
な
課
題
と

さ
れ
た
。
そ
の
後
、持
続
可
能
な
社
会
を

実
現
す
る
た
め
に
、
環
境
分
野
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
分
野
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
現
状
を
客
観
的
か
つ
端
的
に
表
す
指
標

の
開
発
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
活
用
し
た
管

理
・
運
営
が
試
み
ら
れ
た
。

　

観
光
分
野
で
は
一
九
九
二
年
以
降
、

U
N
W
T
O
が
中
心
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
主
体
に
よ
る
研
究
と
実
践
を
蓄
積
し
、

そ
の
成
果
と
し
て
二
○
○
四
年
に
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
た
。
U
N
W
T
O
は
、

持
続
可
能
な
観
光
地
の
三
要
件
と
し
て
、

①
観
光
資
源
の
利
用
の
最
適
化

②
ホ
ス
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
社
会
文
化
的

真
正
性
の
尊
重

③
長
期
的
経
済
活
動
の
保
証

を
掲
げ
て
い
る
。

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
観
光
地
に
お
け
る

こ
の
三
要
件
の
到
達
度
を
客
観
的
か
つ

端
的
に
表
す
指
標（
持
続
可
能
な
観
光

の
た
め
の
指
標Sustainable Tourism

 
Indicators:

S
T
I
）を
設
定
し
、
そ
の
指

標
値
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
通
し
た
状
態
変

化
の
把
握
の
重
要
性
を
主
張
し
て
い
る
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
こ
の
中
核
概
念
で
あ
る

指
標
の
開
発
と
活
用
を
詳
し
く
解
説
し

た
も
の
で
あ
る
。

　

執
筆
者
に
は
U
N
W
T
O
や
各
国
の

専
門
家
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

●
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
目
的

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
持
続
的
な
観
光

地
を
目
指
す
地
域
の
意
思
決
定
者（
観

光
地
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
組
織
。

一
般
的
に
は
地
方
自
治
体
レ
ベ
ル
）を
支

援
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
。さ
ら
に
観

光
産
業
、
文
化
資
源
や
自
然
保
護
地
域

の
管
理
者
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
も
読
者

と
し
て
想
定
し
て
い
る
。

　

観
光
地
の
競
合
環
境
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
進
む
な
か
、
今
ま
で
以
上
に
効
果
的
で

効
率
的
な
観
光
施
策
の
必
要
性
が
高
ま

っ
て
い
る
。
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り

に
対
す
る
認
識
も
高
ま
っ
て
お
り
、
観
光

政
策
お
よ
び
観
光
地
の
状
態
の
客
観
評
価

（
指
標
の
利
用
）の
重
要
性
は
さ
ら
に
高

ま
る
と
想
定
す
る
。

　

観
光
地
の
管
理
・
運
営
に
お
け
る
指
標

活
用
に
つ
い
て
は
、
海
外
を
中
心
に
そ
の

有
効
性
が
主
張
さ
れ
、
複
数
の
観
光
地
で

実
践
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
わ
が
国
で
は
、

指
標
研
究
お
よ
び
実
践
事
例
は
、
ほ
ぼ
皆

無
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
、
世
界
観
光
機
関（
以
下
、

中
島
　
泰

清
水
　
雄
一 3

世
界
観
光
機
関（
U
N
W
T
O
）に
よ
る

持
続
可
能
な
観
光
の
た
め
の
指
標
を

活
用
し
た
観
光
地
の
管
理・運
営
の
体
系

―
―
概
要
と
国
内
導
入
へ
の
展
望

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
主
任
研
究
員

観
光
調
査
部
　
研
究
員
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●
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
構
成

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
指
標
へ
の
理
解
や

諸
概
念
の
整
理
に
続
き
、
地
域
等
で
の
実

践
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
指
標
開
発
の
手
法

に
つ
い
て
順
を
追
っ
て
具
体
的
に
解
説
し

て
い
る（
図
１
）。ま
た
、
地
域
で
の
実
践

例
を
多
数
掲
載
し
、
理
解
を
助
け
て
い

る（
後
述「
U
N
W
T
O
指
標
の
現
場
適

用
」）
。

15 特集◉指標を活用した持続可能な観光地の管理・運営——世界の動向と国内での適用に向けて
特集 3 世界観光機関（UNWTO）による持続可能な観光のための指標を活用した観光地の管理・運営の体系——概要と国内導入への展望

指標（持続可能な観光のための指標
Sustainable Tourism Indicators:STI）の活用方法

●
指
標
を
用
い
る
こ
と
の
利
点

　

指
標
は
、
観
光
地
の
持
続
可

能
性
に
対
し
て
最
も
重
要
な

要
因
と
な
り
得
る
現
象
の
変

化
を
測
定
す
る
主
要
な
ツ
ー
ル

で
あ
る
。
適
切
な
指
標
の
開
発

に
は
次
の
よ
う
な
利
点
が
考
え

ら
れ
る
。

①
よ
り
良
い
意
思
決
定
を
支

援
す
る
こ
と
で
、
リ
ス
ク
と

コ
ス
ト
の
低
減
に
つ
な
が
る

②
発
生
し
そ
う
な
問
題
を
見

極
め
、
予
防
的
対
策
を
可

能
と
す
る

③
影
響
要
因
の
特
定
に
よ
っ

て
必
要
に
応
じ
た
修
正
が

可
能
に
な
る

④
計
画
お
よ
び
施
策
の
達
成
度
を
測
定

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
観
光
地
の
持
続

可
能
な
発
展
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況
を
評
価
す

る
こ
と
が
で
き
る

⑤
観
光
の
限
界
と
機
会
を
見
極
め
、
計

画
の
失
敗
の
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る

⑥
指
標
を
通
じ
て
、
公
共
お
よ
び
他
の
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
向
け
の
信
頼
性
の

高
い
情
報
が
入
手
可
能
と
な
り
、
適

切
な
意
思
決
定
の
説
明
責
任
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
る

⑦
常
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
に
よ

り
継
続
的
な
改
善
に
つ
な
が
り
、
管

理
・
運
営
に
解
決
策
を
築
く
こ
と
が

で
き
る

図１　観光地のための持続可能な開発指標（ガイドブック）目次

●
指
標
の
概
念

　

指
標
は
、
特
定
の
観
光
地
に
お
け
る
持

続
可
能
な
観
光
地
と
し
て
の
達
成
度（
前

出
の
持
続
可
能
な
観
光
地
の
三
要
件
の
状

態
）の
測
定
を
目
的
と
し
て
設
定
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
指
標
群
は
、
望
ま
し
い
将
来
像

に
向
け
た
評
価
項
目
と
も
い
え
る
。
指
標

開
発
自
体
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
観
光
地

の
管
理
・
運
営
プ
ロ
セ
ス
の
一
部
を
構
成

す
る
ツ
ー
ル
で
あ
る
。

●
指
標
の
適
用
範
囲

　

指
標
開
発
は
ひ
と
つ
の
観
光
地
単
位

（
観
光
地
レ
ベ
ル
）が
基
本
と
な
る
が
、
国

家
レ
ベ
ル
、
地
域
レ
ベ
ル
、
観
光
地
内
の

主
要
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、
各
観
光
施
設
等
、

あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
に
お
け
る
計
画
の
起
案

と
管
理
・
運
営
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
思
決
定

の
支
援
に
つ
な
が
る
。

●
指
標
の
分
類

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
七
百
四
十
八
の
指

標
候
補
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
次
の
例

示
の
通
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
が
存
在

す
る
。

●
　

早
期
警
戒
指
標（
例
：
再
訪
を
希
望
す

る
観
光
客
数
の
減
少
）

 1章 序論
　1.1	 観光における持続可能な開発指標
　1.2	 なぜ指標を使うのか
　1.3	 指標の開発と利用の進展
　1.4	使い方と対象利用者

2 章 指標開発の手順
　2.1	 指標の開発と利用における
	 重要なステップ
　2.2	 この過程での本書の他部分の
	 利用について

3 章 持続可能性についての問題と観光指標
　3.1	 受け入れコミュニティの福利
　3.2	文化資源の保持
　3.3	観光におけるコミュニティの参画
　3.4	観光客満足度
　3.5	健康と安全
　3.6	観光による利益の確保
　3.7	価値ある自然資源の保護
　3.8	希少な自然資源の管理
　3.9	観光活動における制限の影響
　3.10	観光客の活動内容と質の管理
　3.11	観光計画と管理
　3.12	商品とサービスのデザイン
　3.13	ツーリズムオペレーションと
	 サービスの持続可能性
　3.14	持続可能な観光の基本的課題と
	 基本的指標

４章 デスティネーションへの適用

５章 指標の適用：観光計画と
 マネジメントでの使用
　5.1	指標と政策
　5.2	戦略的観光計画のための指標利用
　5.3	指標と規則
　5.4	キャリング・キャパシティと観光の制限
　5.5	公への報告と説明責任
　5.6	指標と認証・標準プログラム
　5.7	成果測定とベンチマーク

６章	 事例研究

７章	 結論

（2004	UNWTO）
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●
　

シ
ス
テ
ム
へ
の
ス
ト
レ
ス
の
指
標（
例
：

水
の
不
足
、
犯
罪
指
標
）

●
　

産
業
の
現
況
の
測
定
値
（
例
：
雇
用
率
、

顧
客
満
足
度
）

●
　

生
物
学
的
お
よ
び
社
会
経
済
的
環
境

に
お
け
る
観
光
開
発
の
影
響
の
測
定
値

（
例：森
林
の
破
壊
レ
ベ
ル
の
指
数
、
地
域

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
に
お
け
る
消
費
パ
タ
ー
ン

と
収
入
レ
ベ
ル
の
変
化
）

●
　

管
理
・
運
営
努
力
の
測
定
値
（
例
：
沿

岸
の
汚
染
の
清
掃
コ
ス
ト
）

●
　

管
理
・
運
営
効
果
、
計
画
結
果
の
成
果

測
定（
例
：
汚
染
レ
ベ
ル
の
変
化
、
再

訪
す
る
観
光
客
の
増
加
）

　
読
者
は
個
々
の
地
域
の
状
況
に
応
じ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
と
そ
れ
に
対
応
す
る
指

標
を
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
図
２
に
、

多
数
の
課
題
と
指
標
の
組
み
合
わ
せ
の
な

か
か
ら
、
基
本
的
な
も
の
を
抽
出
し
た
。

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
指
標
の
開
発
に
当

た
り
、
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン（
注
）
に

「
管
理
・運
営
」を
加
え
た
四
つ
の
観
点
を

重
要
視
し
て
い
る
。

（
注
）企
業
活
動
を「
経
済
」だ
け
で
な
く
、「
環
境
」と

「
社
会
」の
側
面
か
ら
も
評
価
し
よ
う
と
い
う

考
え
方
。
一
九
九
七
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
社
の
ジ
ョ
ン
・
エ
ル
キ
ン
ト
ン
が

提
唱
。

図2　持続可能な観光のための基本的課題と指標（例）

観点 基本的課題 基本的指標

社
会
的
観
点

■観光に対する住民満足度 ・観光に対する住民満足度レベル（アンケート調査）

■コミュニティへの観光の影響 ・観光客と住民の割合（年間平均とピーク時／日）
・観光が新たな社会サービスやインフラをもたらしたと考える住民の割合（アンケート調査）
・コミュニティで利用可能な社会サービスの数と性質（そのうち観光によるものの割合）

■観光客満足の維持 ・来訪者の満足度レベル（アンケート調査）
・料金に見合った内容かどうかの認識（アンケート調査）
・リピーターの割合

経
済
的
観
点

■観光の時期 ・月別・四半期別の観光客数（年間分布）
・公認の宿泊施設の稼働率
	（ピーク期またはピーク月の稼働率およびオフシーズンとの比較）
・通年営業の事業所の割合
・観光産業の仕事のうち、通年または長期のものと短期のものとの割合

■観光の経済的便益 ・観光産業に従事する住民の割合と男女比
・全産業に対する観光産業の従事者の割合
・コミュニティの収益のうち、観光産業が占める割合

環
境
的
観
点

■エネルギー管理 ・一人当たりのエネルギー消費量（一日当たりの総量、また一日当たりの観光客と住民別）
・省エネプログラムに参加する事業所または、省エネ施策と技術を採用している事業所の割合
・再生可能エネルギーを使用している割合（観光地、施設）

■水資源の利用と保全 ・水の使用量（使用量全体、観光客一人の一日当たりの使用量）
・水の節約量（減少・リサイクルされた割合）

■飲料水の品質 ・国際基準に合致した水道水を備える観光施設の割合
・水に起因する病気の発生率（発生件数、観光客が滞在中に罹患する比率）

■下水処理・管理 ・観光地で発生する下水のうち、適切な処理を受ける汚水の割合
・下水処理設備（下水道・浄化槽）を備えた観光施設の割合

■ゴミ処理・管理 ・観光地で発生するゴミの量（ｔ）（月ごと）
・リサイクルされたゴミの総量（㎥）／ゴミの総量（㎥）
	（再生利用、材料・製品への再資源化、燃料化等のタイプ別）
・公共の場所に捨てられたゴミの総量（個数）

管
理
・
運
営
的
観
点

■開発管理 ・土地利用・開発計画（観光を含む）の有無
・管理下に置かれている区域の割合（密集度、計画等）

■利用頻度の管理 ・観光客の総数（年間平均値、月ごと、ピーク期）
・観光地点（例：ビーチや観光施設）１平方メートル当たりの観光客数、
		観光地１平方キロメートル当たりの観光客数、年間平均値／ピーク期平均値

出典：“Indicators of Sustainable Development for Tourism Destinations : A Guidebook”（UNWTO 2004）を基に作成



●
指
標
の
共
有

　

観
光
地
の
管
理
・
運
営
に
は
、
道
路
や

下
水
道
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
社
会
福

祉
と
い
っ
た
地
域
運
営
の
根
幹
に
関
わ

る
こ
と
も
含
ま
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
指

標
開
発
の
過
程
お
よ
び
指
標
活
用
の
意

義
は
、
観
光
地
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー（
各
省
庁
、地
方
自
治
体
、

民
間
法
人
お
よ
び
N
G
O
法
人
、地
域
住

民
等
）に
共
有
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
情
報
に
関
わ
る
こ
と
や
他
の
い
く

つ
か
の
指
標
は
、
観
光
客
の
発
地
域
や
、ツ

ア
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
や
運
輸
機
関
等
の
、

他
地
域
の
組
織
と
も
共
有
し
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

●
指
標
開
発
の
手
順

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
観
光
地
に
お
け

る
持
続
可
能
性
指
標
の
開
発
過
程
と
し

て
、
大
き
く
三
つ
の
段
階
（
フ
ェ
ー
ズ
）

と
十
二
の
ス
テ
ッ
プ
を
紹
介
し
て
い
る

（
図
３
）。

　

フ
ェ
ー
ズ
１（
研
究
と
組
織
化
）

　

対
象
地
域
を
確
定
し
、
対
象
地
域
の

概
況
把
握
、ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
把
握
、

既
存
の
調
査
研
究
デ
ー
タ
に
関
係
す
る
情

報
収
集
を
行
う
。
こ
う
し
た
情
報
は
、
指

標
の
開
発
と
運
用
の
基
礎
と
な
る
。こ

の
段
階
で
対
象
地
域
に
お
け
る
主
要
人
物

や
機
関
と
連
絡
を
取
り
、
指
標
開
発
の
体

制
づ
く
り
を
行
う
。
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が

集
い
、
相
互
議
論
や
合
意
の
形
成
を
主
体

的
に
行
う
参
加
型
プ
ロ
セ
ス
が
不
可
欠
で

あ
る
。
ま
た
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
、
目

指
す
べ
き
将
来
像
を
共
有
す
る
こ
と
が
極

め
て
重
要
で
あ
る
。

　

フ
ェ
ー
ズ
２（
指
標
開
発
）

　

指
標
開
発
段
階
で
は
、
対
象
地
域
に
お

け
る
最
重
要
課
題
の
整
理
と
、
そ
れ
ら
の

課
題
に
対
応
し
た
指
標
の
選
択
を
行
う
。

多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
挙
が
る
だ
ろ
う
が
、
目
指
す

べ
き
将
来
像
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
優
先

度
の
高
い
課
題
に
絞
り
込
む
必
要
が
あ

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
主
要
課
題
や
リ
ス

ク
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
管
理
す
る

指
標
を
選
ぶ
。
そ
の
際
、
次
の
五
つ
が
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

①
妥
当
性（
主
要
課
題
を
管
理
す
る
手
助

け
と
な
る
情
報
を
得
ら
れ
る
か
）

②
実
現
可
能
性（
デ
ー
タ
の
入
手
と
分
析

が
可
能
か
）

17 特集◉指標を活用した持続可能な観光地の管理・運営——世界の動向と国内での適用に向けて
特集 3 世界観光機関（UNWTO）による持続可能な観光のための指標を活用した観光地の管理・運営の体系——概要と国内導入への展望

図3　指標の開発と活用への重要なステップ

出典:“Indicators of Sustainable Development for 
　　　Tourism Destinations : A Guidebook”
　　　（UNWTO 2004）を基に作成

フェーズ１：研究と組織化
　１．デスティネーションの定義と設定
　２．参画プロセスの利用
　３．観光資源とリスクの特定
　４．長期的ビジョン

フェーズ２：指標開発
　５．優先的課題および政策課題の選択
　６．求められる指標の特定
　７．データと情報源の目録
　８．指標選択の手順

フェーズ３：実施
　　９．実現・実施可能性手順の評価
　１０．データの収集と分析
　１１．説明責任とコミュニケーション
　１２．モニタリングと指標適用の評価

③
信し

ん

憑ぴ
ょ
う

性せ
い（

客
観
的
立
場
か
ら
の
科
学

的
な
デ
ー
タ
か
）

④
明
快
性（
多
く
の
人
が
理
解
し
や
す

い
か
）

⑤
比
較
可
能
性（
時
間
・
空
間
的
比
較
が

可
能
か
）

　

フ
ェ
ー
ズ
３（
実
施
）

　

実
施
段
階
で
は
、
最
初
の
二
つ
の
段

階
で
特
定
し
た
指
標
を
、
実
際
の
観
光

地
に
適
用
実
施
す
る
。
こ
の
段
階
で
は
、

デ
ー
タ
収
集
頻
度
、
精
度
、
収
集
時
点

と
デ
ー
タ
分
析
時
点
で
の
タ
イ
ム
ラ
グ
、

デ
ー
タ
へ
の
ア
ク
セ
ス
権
限
の
範
囲
、
デ

ー
タ
分
析
の
経
費
等
に
つ
い
て
、
実
際
に

現
場
で
運
用
し
な
が
ら
一
連
の
過
程
を
再

評
価
し
、
改
善
し
て
い
く
。

　

指
標
は
全
て
が
定
量
的（
例
：
観
光
客
一

人
当
た
り
の
消
費
水
量
）で
あ
る
必
要
は

な
く
、
定
性
的（
例
：
そ
の
地
域
が
奇
麗

で
あ
る
と
思
う
観
光
客
の
割
合
）、
規
範

的（
例
：
認
証
制
度
に
適
合
し
て
い
る
観

光
地
点
や
施
設
の
数
）、
記
述
的（
例
：
環

境
計
画
が
あ
る
―「
は
い
」「
い
い
え
」）な

も
の
を
含
め
て
も
よ
い
。

　

地
域
の
管
理
・
運
営
者
は
、
そ
れ
ら
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の
結
果
を
用
い
て
説
明
責
任
を
果
た
す
こ

と
も
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
際
、「
五
つ
星
」

や「
信
号
機
の
色
分
け
」
手
法
等
、
地
域

の
状
態
を
視
覚
的
に
表
現
す
る
な
ど
の

工
夫
に
よ
っ
て
、
よ
り
効
果
的
に
結
果
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
一
連
の
過
程
は
、一
時
期
に
限
ら

ず
、
常
に
改
善
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
理

想
的
に
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
通
じ
た
指

標
の
再
検
討
を
、
観
光
地
の
全
体
計
画
と

管
理
・
運
営
プ
ロ
セ
ス
の
継
続
的
な
改
善

の
重
要
な
要
素
と
し
て
捉
え
、
計
画
と
戦

略
の
定
期
的
な
見
直
し
の
一
部
と
な
る
と

よ
い
。U

N
W
T
O
指
標
の

現
場
適
用

　

旅
行
者
あ
る
い
は
地
域
住
民
等
の
意
識

の
高
ま
り
に
よ
っ
て
、
国
家
や
地
方
・
州

レ
ベ
ル
、
観
光
地
域
は
当
然
の
こ
と
と
し

て
、
観
光
事
業
経
営
に
対
し
て
も
、
環
境

面
や
地
域
経
済
へ
の
貢
献
、
地
域
住
民
へ

の
配
慮
を
求
め
る
動
き
が
大
き
く
な
っ
て

き
て
お
り
、
各
立
場
の
関
係
者
へ
の
客
観

的
説
明
材
料
と
し
て
指
標
の
有
用
性
は

高
ま
っ
て
い
る
。

　

そ
の
具
体
例
と
し
て
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

で
は
、
前
述
し
た
指
標
の
考
え
方
を
用
い

て
観
光
地
域
あ
る
い
は
観
光
事
業
の
管

理
・
運
営
を
行
っ
て
い
る
事
例
に
つ
い
て
、

世
界
中
か
ら
二
十
五
取
り
上
げ
て
紹
介
し

て
い
る（
図
４
）。

　

指
標
の
適
用
範
囲
は
主
に
「
観
光
地

域
」
と
し
な
が
ら
も
、
「
国
家
レ
ベ
ル
」

「
地
方
・
州
レ
ベ
ル
」
「
（
観
光
地
域
よ

り
狭
小
な
範
囲
の
）
観
光
ス
ポ
ッ
ト
」
、

そ
し
て
「
観
光
事
業
者
」
の
活
用
も
想
定

し
て
お
り
、
そ
の
い
ず
れ
の
レ
ベ
ル
の
事

例
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
例

の
列
挙
は
、
世
界
中
か
つ
、
さ
ま
ざ
ま
な

レ
ベ
ル
で
指
標
が
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

各
ケ
ー
ス
を
通
し
て
、
立
場
の
違
う
者

が
主
張
を
し
合
う
だ
け
で
は
な
く
、
指
標

が
表
す
数
字
を
眺
め
な
が
ら
、
互
い
の
妥

協
点
を
探
そ
う
と
す
る
折
衝
へ
の
努
力
が

見
え
て
く
る
。

指
標
を
活
用
す
る
際
の

課
題

　

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
指

標
は
、
観
光
地
の
持
続
性
確
保
に
お
け

図4　ガイドブックで紹介されている世界中の事例
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る
有
効
な
手
段
（
ツ
ー
ル
）
で
あ
り
、
実

際
に
さ
ま
ざ
ま
な
国
や
地
域
に
お
い
て

利
活
用
が
進
ん
で
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
通
り
に
実
際
の
観
光
の

現
場
で
事
を
進
め
る
に
は
困
難
も
多
い

だ
ろ
う
。

　

指
標
活
用
に
当
た
っ
て
の
前
提
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
関
係
者
が
参
画

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の

段
階
が
最
初
の
ハ
ー
ド
ル
と
な
る
だ
ろ
う
。

例
え
ば
、
環
境
保
護
の
立
場
や
地
域
社
会

（
住
民
）の
立
場
な
ど
か
ら
も
「
観
光
」

に
つ
い
て
一
緒
に
議
論
し
て
も
ら
う
こ
と

が
望
ま
し
い
も
の
の
、
地
域
に
対
す
る
観

光
の
貢
献
や
観
光
の
重
要
性
に
対
す
る

共
通
理
解
に
は
時
間
が
か
か
る
。
そ
の
た

め
、
議
論
の
初
期
は
攻
撃
的
な
物
言
い

に
な
り
や
す
い
。
そ
の
点
に
お
い
て
、
指

標
は
客
観
的
な
事
実
を
示
し
、
冷
静
な

議
論
を
促
す
き
っ
か
け
に
も
な
り
得
る
も

の
で
あ
る
。

　

白
石
氏
も
コ
メ
ン
ト
の
な
か
で
、
観
光

の
地
域
社
会
に
対
す
る
貢
献
を
「
見
え
る

化
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
観
光
の
重
要

性
を
関
係
者
に
伝
え
る
こ
と
を
強
調
し
て

い
る
。
観
光
地
の
持
続
性
確
保
に
お
い
て

広
範
な
関
係
者
の
参
画
は
、
た
と
え
困
難

で
あ
っ
た
と
し
て
も
欠
か
せ
な
い
条
件
で

あ
り
、
こ
の
こ
と
に
向
け
て
地
域
の
関
係

者
は
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
指
標
は
あ
く
ま
で
も
観
光
地

の
管
理
・
運
営
に
お
け
る
ツ
ー
ル
で
あ
り
、

指
標
開
発
を
最
終
目
標
と
間
違
え
ぬ
よ

う
留
意
し
た
い
。

　

指
標
活
用
の
基
本
は
、
観
光
を
経
済
振

興
だ
け
か
ら
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
住
民

や
観
光
客
の
福
利
、
ま
た
自
然
と
文
化
双

方
の
観
光
資
源
の
保
全
を
含
め
て
バ
ラ
ン

ス
を
重
視
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

加
え
て
、一
連
の
作
業
過
程
自
体
が
持

続
的
に
運
用
で
き
る
よ
う
に
仕
組
み
を

設
計
す
る
こ
と
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

指
標
活
用
の
初
期
段
階
で
は
、
次
ペ
ー
ジ

の
コ
ラ
ム
の
平
井
氏
の
コ
メ
ン
ト
に
あ
る

よ
う
に
、
地
域
内
の
人
材
を
、
大
学
の
研

究
者
な
ど
の
地
域
外
部
の
専
門
家
が
支

援
す
る
よ
う
な
枠
組
み
を
描
く
と
よ
い

だ
ろ
う
。
ま
た
、
同
じ
く
平
井
氏
が
指
摘

す
る
よ
う
に
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
疲
れ
か
ら

作
業
が
ス
ト
ッ
プ
し
な
い
よ
う
に
、
指
標

設
定
の
簡
易
化
と
、
作
業
成
果
を
誰
の

目
に
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
関

係
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
持
続
す
る
よ

う
な
工
夫
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

特集◉指標を活用した持続可能な観光地の管理・運営——世界の動向と国内での適用に向けて
特集 3 世界観光機関（UNWTO）による持続可能な観光のための指標を活用した観光地の管理・運営の体系——概要と国内導入への展望

　私どもカヌチャベイ
リゾートでは、自然と人
間が共生する「心の楽
園」をキーコンセプトと
して、ゲスト・仲間、そし
て自然にも優しい細や
かなホスピタリティマイ
ンドを持つことを社の方
針として掲げています。

そのなかでこれまで実施してきたチャレンジには、他に
先駆けてスタートさせたカーボンオフセットや、環境認証

「ISO14001」の取得、メガソーラーの実証実験などさ
まざまなものがありますが、そのいずれにおいても成果

成果の「見える化」による
「観光」×「環境」の推進

コラム「観光地の声」

株式会社カヌチャベイリゾート　代表取締役社長
白石  武博

の「見える化」を強く意識してきました。
　「観光」×「環境」の取り組みには、終点（ゴール）が
あるわけではありません。常に取り組みの向上を図って
いくためには、定量的に成果を測っていく定点観測が
重要で、これはビジネスにおいては基本でもあります。
ISO14001の取得についても、取得自体はありがたくうれ
しいものですが、その更新に当たって、定期的かつ客観
的に社の環境に対する取り組み状況が把握できると
いったことの意味が大変大きいと思っています。これは
持続性指標の考え方に非常に近いですね。また、ゲスト
の皆さんに「地産地消をしていますよ」と定性的にお伝え
するよりも「フードマイレージがいくつですよ」と、より客観
的に事実をお伝えしていくことも大切なことではないかと
思っています。
　最後に、観光振興は民間だけで図れるものではありま
せん。官と民の連携、そして地域に住まわれている方 の々
理解と協力があってこそ、さらなる発展があるものと思い
ます。その意味で、観光の現状や将来の目標像を共有し
ていくためにも、指標といった客観的な数値が持つ役割
は大きいものではないでしょうか。                      （談）
                                           （しらいし　たけひろ）
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国
内
適
用
に
向
け
た

展
望

　

わ
が
国
で
の
指
標
の
活
用
を
想
定
し

て
み
る
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
的
に
取
り
組
む
モ

デ
ル
地
域
を
考
え
る
な
ら
ば
、
成
功
事

例
と
し
や
す
い
（
う
ま
く
い
き
や
す
い
）

こ
と
と
、
成
功
し
た
結
果
を
広
め
や
す
い

（
取
り
組
み
内
容
が
広
く
理
解
さ
れ
や

す
い
）
こ
と
が
条
件
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る

だ
ろ
う
。

　

う
ま
く
い
き
や
す
い
と
い
う
点
で
は
、

既
に
人
（
個
人
、
組
織
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）
あ
る
い
は
類
似
の
参
加
型
プ
ロ
セ
ス

に
よ
る
取
り
組
み
等
の
蓄
積
が
あ
る
こ
と
。

ま
た
、
広
い
関
係
者
の
参
画
が
得
ら
れ
や

す
い
こ
と
な
ど
が
鍵
と
な
る
。
こ
の
蓄
積

と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
観
光
の
周
縁
分

野
で
は
同
様
の
発
想
に
基
づ
い
た
事
例
が

国
内
に
お
い
て
も
複
数
み
ら
れ
る
。
例
え

ば
環
境
分
野
で
は
、
実
務
面
に
お
い
て
指

標
の
活
用
と
順
応
的
管
理
の
考
え
方
が

進
ん
で
い
る
。
関
係
者
の
参
画
を
得
ら
れ

や
す
い
と
い
う
点
で
は
、
観
光
産
業
が
地

域
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
と
な
っ
て
お
り
、

観
光
の
重
要
性
を
関
係
者
が
共
通
に
認

識
し
て
い
る
地
域
が
適
し
て
い
る
。
加
え

て
、
観
光
振
興
に
よ
っ
て
希
少
な
自
然
や

文
化
資
源
が
明
ら
か
に
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

て
お
り
、
対
策
が
急
が
れ
る
箇
所
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
。

　

取
り
組
み
内
容
が
広
く
理
解
さ
れ
や

す
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
対
象
地

域
へ
の
入
り
込
み
が
立
地
上
限
定
さ
れ

る
空
間
（
例
え
ば
島
し
ょ
地
域
）
が
、
正

確
な
デ
ー
タ
が
収
集
し
や
す
く
、
か
つ
デ

ー
タ
が
示
す
範
囲
も
理
解
さ
れ
や
す
い

の
で
好
都
合
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た

取
り
組
み
に
積
極
的
で
、
成
果
の
公
開

に
前
向
き
で
あ
る
こ
と
も
条
件
と
な
る

だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
条
件
を
全
て
満
た
す
地
域

は
国
内
で
も
限
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

国
内
観
光
地
に
お
け
る
指
標
活
用
の
認

知
向
上
お
よ
び
将
来
的
な
適
用
拡
大
に

向
け
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
的
に
取
り
組
み
を
行

う
地
域
が
出
て
く
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
。

そ
し
て
、
わ
が
国
で
の
指
標
を
活
用
し
た

観
光
地
の
管
理
・
運
営
の
展
開
に
向
け
て
、

U
N
W
T
O
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
大
い
に

参
考
に
し
つ
つ
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
型
の
ケ
ー
ス
を
構
築
し

た
い
も
の
だ
。

（
な
か
じ
ま  

ゆ
た
か
／
し
み
ず  

ゆ
う
い
ち
）

　沖縄エコツーリズム
推進協議会では、エコ
ツーリズムを「持続可
能な観光地域づくり」で
あると考えています。自
然や歴史・伝統、生活
文化を守りながらも、
地域に対して持続可能
な活性化と生活環境の
向上がもたらす地域づ
くりを意味しています。

その自然や文化などの資源面と地域の経済的発展、
地域住民の暮らしの質などを同列でいずれも欠かせ

地域づくりにおける
データ活用の有効性

コラム「観光地の声」

NPO法人沖縄エコツーリズム推進協議会　事務局長
平井  和也

ないものとしてモニタリングしていく持続可能性指標
の考え方には非常に近いものを感じました。その一方
で、海外では既にそうした考え方の実践面についてシ
ステマチックに取りまとめられていることに驚かされ
ますね。
　私たちの協議会でも、エコツーリズムの現場におい
て地域が主体となってモニタリングを行っていくことを
推奨していますが、「モニタリング疲れ」を起こしてし
まっている例があります。モニタリング自体行ってみたも
のの、収集データが有効に活用されないと、そもそもの
目的が分からなくなり、モニタリングをやめてしまうので
す。そうなるとデータの連続性も失われ、せっかくの努
力も徒労に終わってしまいます。
　今後は、地域づくりの意思決定の場面において、
データ（モニタリングの結果）がより有効に活用されて
いくことが必要となってくるでしょう。
　そのためには、大学を始めとした研究者と地域の
現場がさらに連携を深めることによって、海外も含め
たさまざまな知見、ヒントが地域で実践されていく仕
組みが必要だと思います。                             （談）
                                             （ひらい　かずや）
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光
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た
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指
標
シ
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テ
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イ
ギ
リ
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サ
リ
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大
学
　
ビ
ジ
ネ
ス
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お
け
る
持
続
可
能
性
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座
教
授

ホ
ス
ピ
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リ
テ
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ツ
ー
リ
ズ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
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ス
ク
ー
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長

グ
ラ
ハム・ミ
ラ
ー 4

21 特集◉指標を活用した持続可能な観光地の管理・運営——世界の動向と国内での適用に向けて
特集4 持続可能な観光のための指標システムの例

　

Global Sustainable 
T

ourism
 C

ouncil

（
Ｇ

Ｓ
Ｔ
Ｃ
＝
世
界
持
続
可

能
観
光
委
員
会
）
で
は
、

持
続
可
能
な
観
光
を
促

す
た
め
に
必
要
な
基
準
を

開
発
し
た
。
こ
の
基
準
は
、

観
光
地
の
行
政
当
局
や
地

元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
事
業

者
を
持
続
可
能
な
観
光
へ

と
導
く
た
め
の
基
本
理
念

と
、
周
囲
へ
の
影
響
を
把
握
す
る
た
め

の
評
価
指
標
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
社

会
的
、
文
化
的
、
経
済
的
、
そ
し
て
環
境

面
で
の
利
益
の
最
大
化
を
図
る
一
方
で
、

悪
影
響
は
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が

狙
い
だ
。

　

Ｇ
Ｓ
Ｔ
Ｃ
の
観
光
地
基
準
は
、
持
続

可
能
な
観
光
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
各

地
域
が
共
通
の
理
解
を
得
る
こ
と
を
目

標
に
考
案
さ
れ
た
。
持
続
可
能
な
観
光

地
で
あ
り
た
い
と
願
う
観
光
地
が
達
成

す
べ
き
最
低
限
の
条
件
を
示
し
て
い
る
。

Ｇ
Ｓ
Ｔ
Ｃ
で
は
、
こ
の
指
標
の
実
地
検

証
は
ま
だ
行
っ
て
お
ら
ず
、
シ
ス
テ
ム

を
実
際
に
導
入
す
る
際
の
支
援
ツ
ー
ル

も
明
ら
か
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
し
か

し
基
準
策
定
の
過
程
に
お
い
て
、
多
く

の
関
係
者
に
参
加
し
て
も
ら
う
手
法
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
た
ほ
か
、
Ｕ
Ｎ
Ｗ

Ｔ
Ｏ
（
世
界
観
光
機
関
）（
注
3
）や
他
観

光
地
が
、
指
標
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た

際
の
経
験
も
参
照
し
、
活
用
し
て
い
る
。

今
の
と
こ
ろ
、
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
、
各

地
域
が
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
採
用
す
る
た
め

の
方
法
、
あ
る
い
は
そ
の
必
要
性
に
つ
い

て
、
詳
し
く
述
べ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
な

く
、ツ
ー
ル
が
た
だ
の
ツ
ー
ル
で
終
わ
っ

て
し
ま
う
危
険
性
は
否
め
な
い
。
し
か

し
Ｇ
Ｓ
Ｔ
Ｃ
は
持
続
可
能
性
の
促
進
に

向
け
た
真し

ん

摯し

な
取
り
組
み
で
あ
り
、
今

後
も
、
注
目
に
値
す
る
動
き
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
一
年
、
観
光
地

と
し
て
安
定
し
た
需
要

を
確
立
し
た
島
々
を
対

象
と
し
た Sustainable 

T
ourism

 Zone of the 
Greater Caribbean （

Ｓ

Ｔ
Ｚ
Ｃ
＝
広
域
カ
リ
ブ
持

続
可
能
観
光
圏
）
が
、
カ

リ
ブ
諸
国
連
合（
Ａ
Ｃ
Ｓ
）

の
各
国
政
府
首
脳
に
よ
り

設
立
さ
れ
た（
図
１
）。そ

の
後
、
二
〇
〇
五
年
に
は
、

Ｓ
Ｔ
Ｚ
Ｃ
全
域
を
対
象
と

し
た
観
光
地
の
持
続
可
能

　

観
光
と
、
そ
の
周
囲
へ
の
影
響
に
つ

い
て
測
る
シ
ス
テ
ム（
注
1
）
は
多
数
存
在

し
、
主
流
と
呼
べ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

は
特
に
な
い
。
も
ど
か
し
く
思
う
か
も

し
れ
な
い
が
、
観
光
地
の
多
様
性
と
複

雑
さ
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
持
続
可
能
性

を
把
握
す
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
シ
ス

テ
ム
も
ま
た
、
多
種
多
様
で
あ
る
こ
と

は
当
然
だ
と
い
え
る
。
と
は
い
え
、
既

存
の
シ
ス
テ
ム
に
は
共
通
の
要
素
が
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
日
本
が
独
自
の
指
標

の
開
発
に
取
り
組
む
時
に
役
に
立
つ
と

思
わ
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
例
示
す
る
。



性
調
査
と
、
主
要
観
光
エ
リ
ア
の
比
較

調
査
の
た
め
の
具
体
的
な
基
準
、
指
標

お
よ
び
方
法
が
開
発
さ
れ
た
。
Ｇ
Ｓ
Ｔ

Ｃ
の
シ
ス
テ
ム
と
同
様
、
Ｓ
Ｔ
Ｚ
Ｃ
の
指

標
シ
ス
テ
ム
も
既
存
の
観
光
地
指
標
シ

ス
テ
ム
や
、
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ（
世
界
観
光
機

関
）が
二
〇
〇
四
年
に
発
表
し
た
手
法

な
ど
、
関
連
文
献
を
広
範
囲
に
わ
た
り

調
査
し
、
参
考
に
し
て
い
る
。
カ
リ
ブ

海
の
十
二
の
観
光
地
が
、
同
指
標
の
二

段
階
に
わ
た
る
試
験
導
入
を
行
っ
た
。

　

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
利
用
で
き
る
資
源

は
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
収
集
し
た
持

続
可
能
性
に
関
す
る
デ
ー
タ
群
を
、
複

数
の
学
問
領
域
を
担
当
す
る
研
究
チ
ー

ム
メ
ン
バ
ー
が
、
日
々
の
作
業
に
活
用

で
き
る
よ
う
シ
ス
テ
ム
は
設
計
さ
れ
た
。

ま
た
政
府
の
関
係
省
庁
代
表
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

（
非
政
府
組
織
）、民
間
組
織
の
代
表
者

な
ど
、
利
害
関
係
者
の
な
か
で
も
中
心

的
な
人
々
を
集
め
た
一
日
限
り
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
そ
れ
ぞ
れ
の
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
、
達
成
目
標
と
コ
ン
セ

プ
ト
を
と
り
ま
と
め
、
指
標
の
検
証
と

妥
当
性
を
論
じ
た
後
、
デ
ー
タ
の
収
集

と
照
合
の
在
り
方
に
つ
い
て
合
意
が

得
ら
れ
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｚ
Ｃ

域
内
観
光
地
の
持
続
可
能
性
の
水
準
を

評
価
す
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
成
功
し

た
。
指
標
に
よ
っ
て
明
示
さ
れ
た
各
観

光
地
の
現
状
を
ま
と
め
、「
観
光
の
持
続

可
能
性
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
」
と
呼
ば
れ
る
合

成
指
標
を
作
成
。
さ
ら
に
観
光
地
間
の

競
争
を
促
す
た
め
、
持
続
可
能
性
の
水

準
を
示
す
四
段
階
の
等
級
制
度
を
採
用
。

地
域
ご
と
に
、
現
状
が
ど
の
段
階
に
あ

る
か
が
分
か
る
仕
組
み
だ
。

　

Ｓ
Ｔ
Ｚ
Ｃ
の
指
標
は
三
つ
に
区
分
さ

れ
て
い
る
。
一
つ
目
は
基
本
的
統
計
数
値

で
、
例
え
ば
観
光
客
数
、
観
光
施
設
と

延
べ
宿
泊
数
、
さ
ら
に
環
境
に
関
係
す

る
数
値
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
水
の
使

用
量
、
再
利
用
可
能
な
物
資
の
活
用
度
、

回
収
し
た
廃
棄
物
の
量
と
再
生
さ
れ
る

割
合
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
平

均
収
入
、
失
業
率
、
職
場
に
お
け
る
女

性
の
割
合
と
い
っ
た
社
会
的
要
因
に
関

す
る
基
本
デ
ー
タ
も
、
一
部
、
加
え
ら
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
気
候
変
動
へ
の
適
応
や

緩
和
に
関
す
る
小
区
分
も
こ
こ
に
盛
り

込
ま
れ
た
。

　

二
番
目
と
三
番
目
の
区
分
は
、
一
般
指

標
と
個
別
指
標
で
構
成
さ
れ
、
ど
ち
ら

22

図1　広域カリブ持続可能観光圏（STZC）加盟国・地域（2001年12月）

STZC websiteより
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図2　STZCの諸側面

自然遺産および文化遺産の側面

政策と計画、環境管理システム、エネルギー、水、廃棄物、大気質および汚染、さ
らに文化に関すること。一般指標の例としては、「年間の外国人来訪者数」「年間再生
利用固形廃棄物量」「職場における女性の割合」「当該観光地の気候変動への適応に関
する評価の有無」など。

経済の側面

資本と雇用に関すること。「100%国内出資である観光関連企業の割合」「当該地域
内で製造あるいは栽培される産物の観光事業者による購入比率」などの指標が含ま
れる。

社会および倫理の側面

コミュニティ、犯罪、ホスピタリティに関すること。「前年度の薬物犯罪記録（地元
住民と観光客は別々に集計）」「地元住民団体が意思決定プロセスに関与する度合い」
などの指標が含まれる。

も
三
つ
の
小
区
分
に
細
分
さ
れ
て
い
る
。

図
2
を
参
照
の
こ
と
。

　

一
般
指
標
が
、
全
て
の
観
光
地
に
適

用
可
能
な
内
容
で
あ
る
の
に
対
し
、
個

別
指
標
は
海
岸
地
帯
や
保
護
地
区
を
含

む
特
定
の
観
光
地
に
の
み
適
用
さ
れ
る
。

指
標（
主
と
し
て
数
量
的
な
も
の
）の
総

数
は
計
二
百
に
上
る
。
評
価
基
準
に
は
、

観
光
地
開
発
計
画
や
観
光
事
業
に
対
す

る
地
元
資
本
の
出
資
奨
励
策
な
ど
、
既

存
の
政
策
や
戦
略
に
関
す
る
も
の
も
あ

る
。
そ
の
他
、
同
一
形
式
で
の
来
訪
者
調

査
を
行
い
、
旅
行
後
の
感
想
を
聞
く
こ

と
も
必
要
条
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

個
別
指
標
は
計
百
十
一
あ
り
、
こ
れ

も
数
量
的
な
も
の
が
中
心
と
な
っ
て
い

る
が
、
例
え
ば「
他
の
カ
リ
ブ
諸
国
と
調

整
の
上
、
実
施
さ
れ
て
い
る
規
制
措
置
」

や「
建
造
物
や
遺
跡
保
存
の
た
め
の
法

律
や
条
例
」な
ど
種
々
の
基
準
の
有
無

や
、
そ
の
順
守
に
関
す
る
指
標
も
含
ま

れ
て
い
る
。

　

Ｓ
Ｔ
Ｚ
Ｃ
の
シ
ス
テ
ム
に
は
、
デ
ー

タ
の
収
集
と
、
調
査
結
果
か
ら
導
き
出

さ
れ
た
今
後
の
改
善
点
や
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
を
反
映
し
た
行
動
計
画
作
り
を
支

援
す
る
手
引
が
含
ま
れ
て
い
る
。
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は
、
観
光
地
の
開
発

と
管
理
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
こ
と

が
肝
心
で
、
当
然
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に

基
づ
い
た
提
言
は
行
動
計
画
に
反
映
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
そ
の

行
動
計
画
の
有
効
性
は
次
年
度
に
再
確

認
の
上
、
成
果
を
挙
げ
た
か
否
か
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
Ｓ

Ｔ
Ｚ
Ｃ
の
シ
ス
テ
ム
の
優
れ
て
い
る
点
は
、

参
加
観
光
地
の
あ
る
Ａ
Ｃ
Ｓ
加
盟
国
か

ら
、
閣
僚
級
も
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
の
関
係
者
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
出
席

し
て
い
る
た
め
、
会
合
で
の
結
論
が
、
全

国
お
よ
び
地
域
規
模
の
双
方
の
計
画
と

政
策
決
定
に
織
り
込
ま
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
各
段
階
で
の
結
論
を
参
加
者
全
員

が
共
有
す
る
た
め
の
場
と
し
て
、
最
終

会
議
も
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
会
議

に
は
、
各
観
光
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
専
門

分
野
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
参
加

者
や
、
カ
リ
ブ
海
沿
岸
諸
国
の
各
国
政

府
・
団
体
の
代
表
が
出
席
し
た
。
ま
た

Ｓ
Ｔ
Ｚ
Ｃ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
開
設
さ
れ

た
。
デ
ー
タ
分
析
を
容
易
に
し
、
関
心

の
あ
る
観
光
地
当
局
に
情
報
を
提
供
し
、

こ
の
問
題
へ
の
認
識
を
高
め
、
理
解
を

深
め
て
い
く
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　

Ａ
Ｃ
Ｓ
は
Ｓ
Ｔ
Ｚ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
結
果
を
全
三
十
二
加
盟
国
に
伝
達
し
、

引
き
続
き
そ
の
採
用
を
呼
び
掛
け
て
い

る
。
Ａ
Ｃ
Ｓ
は
Ｓ
Ｔ
Ｚ
Ｃ
を
宣
言
と
し

て
批
准
し
て
お
り
、
同
シ
ス
テ
ム
の
活

用
も
、
主
要
な
戦
略
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
。

特集◉指標を活用した持続可能な観光地の管理・運営——世界の動向と国内での適用に向けて
特集4 持続可能な観光のための指標システムの例



ステップ1：種々の利害関係者で構成されるワーキング・グ
ループとして、プロジェクトの最初から最後
までをリードする地元推進組織（LIG）の設立。
この組織にはできるだけ幅広い分野の各種団
体、利害関係者が参画できるようにしなければ
ならない。

ステップ2：包括的なプロジェクト・マーケティングとコミュ
ニケーション・プランの開発と実施

ステップ3：当該観光地特有の指標の抽出
ステップ4：既存データの収集と照会
ステップ5：新規データの収集

•企業調査
•コミュニティ、住民調査
•来訪者調査
•主要な政策・計画の専門家や利害関係者への
インタビュー

ステップ6：DIT-ACHIEVモデルの実施
•データ分析
•問題点の抽出、分類

ステップ7：管理、評価およびモニタリング
•今後の計画策定

図3　DIT-ACHIEVモデル導入の主要ステップ
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ダ
ブ
リ
ン
工
科

大
学
と
行
政
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
遺

産
イ
ン
フ
ラ
・
企

業
・
来
訪
者
モ
デ

ル（
以
下
Ｄ
Ｉ
Ｔ-

Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｅ
Ｖ
モ

デ
ル
）は
、
利
害

関
係
者
の
積
極

的
な
関
与
を
図

る
こ
と
を
通
し

て
、
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
の
観
光
産
業

を
よ
り
持
続
可

能
な
も
の
に
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
当
初
は

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
環
境
保
護
庁（Irish 

Environm
ental Protection A

gency

）

が
予
算
を
拠
出
し
て
い
た
が
、
そ
の

後
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
観
光
庁（N

ational 
T

ourism
 D

evelopm
ent A

gency, 
Fáilte Ireland

）
と
の
共
同
出
資
と
な
っ

た
。
両
庁
は
持
続
可
能
な
観
光
を
推
進

す
る
た
め
、
Ｄ
Ｉ
Ｔ-

Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｅ
Ｖ
モ

デ
ル
を
全
面
的
に
是
認
し
て
い
る
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
全
く
異
な
る
課
題
を
持
つ

三
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
実
施
さ
れ
て
お

り
、
Ｄ
Ｉ
Ｔ-

Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｅ
Ｖ
モ
デ
ル
が
全

て
の
観
光
地
に
適
用
で
き
る
よ
う
に
設
計

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

Ｄ
Ｉ
Ｔ-

Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｅ
Ｖ
モ
デ
ル
は
、持

続
可
能
性
の
実
現
に
向
け
た
主
な
問

題
点
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
に
対
応
す

る
た
め
の
管
理
手
法
と
し
て
考
案
さ
れ

た
。
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
改
善
し
た

点
と
、悪
化
し
た
点
の
両
方
を
測
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
指
標
を
使
用
す
る
。
指
標

の
示
す
結
果
は
、
政
策
変
更
や
新
た
な

行
動
が
必
要
な
状
況
が
生
じ
た
場
合
の

早
期
警
報
と
な
り
、
持
続
可
能
な
観
光

計
画
の
根
幹
と
な
っ
て
い
る
。
モ
デ
ル

導
入
の
主
要
な
ス
テ
ッ
プ
は
図
3
の
通

り
で
あ
る
。

　

当
初
定
め
た
D
I
T
指
標
に
は
、
持

続
可
能
性
関
連
で
二
百
十
八
の
指
標

が
あ
っ
た
が
、
測
定
可
能
性
や
、
関
連

性
、
ま
た
比
較
可
能
性
な
ど
を
も
基
に

三
十
三
の
指
標
に
絞
り
込
ん
だ
。
全
て

の
優
れ
た
シ
ス
テ
ム
に
共
通
す
る
こ
と
だ

が
、
Ｄ
Ｉ
Ｔ-

Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｅ
Ｖ
シ
ス
テ
ム

で
も
、
導
入
に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
キ
ッ

ト
（
手
引
き
ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
）
が
用
意
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
指
標
は
主
と
し
て
下
記
の
点

を
確
認
す
る
の
に
活
用
さ
れ
る
。

●  

特
定
エ
リ
ア
で
の
ス
ト
レ
ス
（
例
：
交
通

渋
滞
、
水
不
足
、
来
訪
者
の
不
満
）

●  

観
光
が
与
え
る
影
響
（
例
：
季
節
に
よ

る
影
響
、
生
息
地
の
損
傷
率
、
地
元
の

雇
用
の
質
）

●  

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
施
策

（
例
：
汚
染
浄
化
、
交
通
管
理
）

●  

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
施
策
の
効
果

（
例
：
リ
ピ
ー
タ
ー
観
光
客
数
）

Dublin Institute of Technology（DIT）
Administration-Community-Heritage

Infrastructure-Enterprise-Visitor
（ACHIEV）Model（注5）  （ダブリン工科大学　行政・

コミュニティ・遺産インフラ・企業・来訪者モデル）

　

デ
ー
タ
収
集
が
完
了
し
た
後
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
重
要
な
節
目
と
な
る
の
は
、
ス

テ
ッ
プ
６
の
地
元
の
問
題
点
の
分
析
と

分
類
で
あ
る
。
Ｄ
Ｉ
Ｔ-

Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｅ
Ｖ

モ
デ
ル
で
は
、
調
査
結
果
に
対
し
て
「
信

号
機
分
析
」
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、

「
対
策
が
必
要
（
赤
）
」「
今
後
も
継
続

し
て
詳
し
い
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
必
要（
黄

色
）」
と
い
う
よ
う
に
、
信
号
の
色
で
指

標
を
分
類
す
る
手
法
で
あ
る
。
も
し
指
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グラハム・ミラー
　イギリスのサリー大学でビジネスにおける持続
可能性の講座を担当、ホスピタリティ・ツーリズム・
マネジメント・スクール長を務める。主な研究対象
は、持続可能な観光産業を推進させる要因およ
び阻害要因である。2005年に上梓した最初の本
では、持続可能な観光のモニタリングについて取り
上げている。現在、欧州委員会企業産業総局プロ
ジェクトで、観光地の持続可能性指標のヨーロッ
パ・システムを評価する研究に取り組んでいる。

（注1）Miller, G. and Twining-Ward, L. (2005) 
Monitoring for a Sustainable Tourism 
Transition: The Challenge of Developing and 
Using Indicators, CABI Publishing, Oxon.

（注2）http://www.gstcouncil.org/
（注3）UNWTO (2004) Indicators of Sustainable 

Development for Tourism Destinations: A 
Guidebook, World Tourism Organization, 
Madrid.

（注4）http://stzc.org/
（注5）http://dit.ie/dit-achiev/

標
が
安
定
し
て
い
る（
青
）と
分
類
さ
れ

た
場
合
に
は
、
早
急
な
対
応
は
不
要
だ

が
、
将
来
問
題
に
な
ら
な
い
よ
う
に
モ
ニ

タ
ー
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
。
あ
る

観
光
地
に
お
い
て
、「
赤
信
号
」と
判
断

さ
れ
た
事
案
の
一
つ
は
、
こ
の
地
域
の
国

立
公
園
と
そ
の
周
辺
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ

用
の
道
路
や
歩
道
が
不
足
し
て
い
る
こ

と
だ
っ
た
。
そ
こ
で
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
協
力

を
得
て
、
地
元
の
調
査
結
果
の
分
析
を

基
に
提
案
を
ま
と
め
た
と
こ
ろ
、
サ
イ
ク

リ
ン
グ
道
路
を
建
設
す
る
た
め
に
運
輸
省

（D
epartm

ent of Transport

）か
ら

五
十
万
ユ
ー
ロ
の
助
成
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
た
。

優
れ
た
シ
ス
テ
ム
の

概
要

（
一
）
影
響
力
と
分
か
り
や
す
さ
を
最
大

限
引
き
出
す
た
め
に
、
指
標
は
シ

ン
プ
ル
に
す
べ
き
だ
が
、
常
に
チ
ェ

ッ
ク
を
行
い
、
改
善
を
加
え
る
。

（
二
）指
標
は
、
各
観
光
地
固
有
の
課
題

を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
た
め
の
も
の

と
、
標
準
的
な
基
本
指
標
と
で
構

成
す
る
。

（
三
）
指
標
の
数
は
、
少
な
い
ほ
う
が
管
理

し
や
す
い（
で
き
れ
ば
二
十
未
満
）。

最
初
は
少
数
の
指
標
で
ス
タ
ー
ト
し
、

管
理
ス
キ
ル
を
習
得
し
て
か
ら
、
数

を
増
や
し
て
い
く
漸ぜ

ん

増ぞ
う

方
式
が
望
ま

し
い
。

（
四
）
調
査
結
果
の
有
用
性
を
高
め
る
た
め
、

そ
し
て
似
た
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
乱

立
を
避
け
る
た
め
、
既
存
の
観
光
地

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
や
観
光
経

済
動
向
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
統
合
し
た

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を

目
指
す
。

（
五
）全
容
が
把
握
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
目

指
す
べ
き
だ
が
、
包
括
的
に
な
り
す

ぎ
て
管
理
不
能
に
陥
ら
な
い
よ
う
注

意
が
必
要
。

（
六
）
利
害
関
係
者（
特
に
デ
ー
タ
収
集
の

協
力
が
期
待
で
き
る
関
係
者
）を
関

与
さ
せ
る
。

（
七
）
例
え
ば
信
号
機
の
よ
う
に
、
簡
単
で

視
覚
化
し
や
す
い
調
査
結
果
は
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
注
目
度
を
上
げ
る
の

に
役
立
つ
。

（
八
）ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
は
使
う
人
に
分
か
り

や
す
い
こ
と
が
大
切
。
ま
た
別
途
、

取
り
寄
せ
る
必
要
が
な
く
、
す
ぐ

利
用
で
き
る
状
態
に
し
て
お
く
。

（
九
）複
数
の
観
光
地
間
の
比
較
に
よ
り
、

重
要
性
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
価
値
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
十
）モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
を
、
支
出
の

判
断
や
投
資
の
優
先
順
位
付
け
に

活
用
で
き
る
よ
う
に
、
観
光
政
策
や

開
発
計
画
と
一
貫
性
の
あ
る
調
査
内

容
を
意
識
す
る
。

（
十
一
）
持
続
可
能
な
観
光
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

に
取
り
組
む
観
光
地
を
対
象
と
し

た
表
彰
制
度
を
、
地
方
自
治
体
ベ
ー

ス
で
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
際
、

国
際
的
な
シ
ス
テ
ム
に
準
拠
し
た
指

標
を
使
う
と
、
よ
り
広
く
業
績
が
認

知
さ
れ
、
比
較
も
容
易
に
な
る
。

（
十
二
）
全
て
の
指
標
と
デ
ー
タ
収
集
方

法
を
予
備
テ
ス
ト
で
確
認
す
る
。

地
域
に
お
け
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
は

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
継
続
的
な
支
援

を
行
う
。

　

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
事
例
は
、
指
標

シ
ス
テ
ム
が
実
際
に
活
用
さ
れ
て
い
る

か
、
ま
た
は
導
入
予
定
の
ケ
ー
ス
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
事
例
研
究
か
ら
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
政
策
立
案
者
が
得
る

情
報
の
質
が
向
上
す
る
ほ
か
、
持
続
可

能
な
方
法
に
よ
る
観
光
事
業
展
開
の
支

援
、
観
光
地
の
競
争
力
強
化
、
来
訪
者
の

満
足
度
の
向
上
、
観
光
の
長
期
的
な
経

済
効
果
の
発
揮
が
実
現
で
き
る
こ
と
が

分
か
る
。          

（
グ
ラ
ハ
ム
・
ミ
ラ
ー
）

（
編
集
室
訳
）
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decisions, both nationally and regionally. Final conferences were 
also held to share results from each phase. These were attended by 
members of the multi-disciplinary working groups in destinations 
and representatives of Governments and organisations across the 
Caribbean. The STZC website was also established to facilitate data 
analysis, provide information to interested destinations, raise awareness 
and encourage uptake.

　ACS disseminated the results of the STZC project to all 32-member 
states and continues to encourage its adoption.  The ACS has now 
ratified the STZC as a declaration so the system's use is embedded in its 
core strategy.

　Dublin Institute of Technology (DIT) Administration-
　Community-Heritage Infrastructure-Enterprise-Visitor 
　(ACHIEV) Model*5

　The DIT-ACHIEV Model aims to encourage stakeholder 
engagement and make the Irish tourism industry more sustainable. 
It has been funded initially by the Irish Environmental Protection 
Agency and latterly co-funded by the National Tourism Development 
Agency, Fáilte Ireland. The Environmental Protection Agency and 
Fáilte Ireland fully endorse the model to promote sustainable tourism. 
The project has been implemented in three communities in Ireland 
with very different challenges, reflecting the fact that the DIT-ACHIEV 
Model is designed to be universally applicable to all destinations. 

　The purpose of the DIT-ACHIEV Model is to serve as a 
management tool to identify key sustainability issues and to address 
them. It uses indicators to gauge both positive and negative changes 
over time. The indicator results can provide an early warning when a 
policy change or new action may be needed, as well as providing the 
basis for sustainable tourism planning. Key steps in implementing the 
Model are shown below.

ACHIEV model uses a ‘Traffic Light Analysis’ for analysing findings.  
These classifications identify indicators which require attention 
(Red) or close monitoring (Orange) going forward. If an indicator is 
classified as stable (Green) it does not need any immediate attention 
but its status must be monitored so that it does not develop into an 
issue in the future. One of the ‘Red Traffic Light’ issues for one of the 
destinations where the indicators were tested indicated that there 
was a lack of cycling or pedestrian routes in the national park and 
surrounding area.  In partnership with an engineer, they were able to 
develop a proposal based on the analysis of their local findings and 
received €500,000 from the Department of Transport to create a cycle 
route.

　SUMMARY OF GOOD SYSTEMS

1. Keep indicators simple to maximise their appeal and understanding, 
but revise and improve the indicators over time.

2. Indicators should include some standard baseline/core indicators and 
others that are selected to monitor specific destination challenges.

3. Fewer indicators, preferably less than twenty, will be more 
manageable. Adopt an incremental approach so that skills develop 
first with a few indicators; expand later.

4. Develop a monitoring system that is integrated with existing 
destination monitoring systems and tourism economic trend 
monitoring to increase the usefulness of the results and avoid having 
parallel systems.

5. Aim for the system to be holistic but not so comprehensive that it 
becomes unmanageable.

6.Engage stakeholders, particularly those expected to gather data

7. Straightforward, easy-to-visualise results such as a traffic light   
system can help raise the profile of the project.

8.Toolkits need to be clear to those who will use them; they need to 
be inclusive and accessible.

9. Benchmarking across destinations can create meaning, motivation, 
and marketing value.

10.Ensure monitoring produces results that are integral to the 
tourism policy and planning process so that results are used to 
influence spending and to prioritise investments

11.Consider a regional award system for destinations that are doing 
sustainable tourism monitoring. Ensure indicators are in line with 
international systems to allow for wider recognition and comparison.

12.Pilot-test all indicators and data collection methodology; provide 
training and on-going support for regional monitoring.

　The case studies presented in this article demonstrate examples 
of indicator systems in use or about to be implemented. The case 
studies show how monitoring can improve the information available 
to policymakers, assist destinations develop tourism in a more 
sustainable manner, raise the profile of a destination, increase visitor 
satisfaction, and enhance long-term economic benefits of tourism for 
the destination.

Figure2. DIT-ACHIEV steps

Step1 : Create a Local Implementation Group (LIG) which is a multi-
interest working group and will lead the project from initiation 
to end. This group must facilitate the involvement of as broad a 
range of local groups, organisations and interests as possible.

Step2 : Develop and implement an integrated Project Marketing and 
Communication Plan

Step3 : Identify and develop destination specific indicators
Step4 : Collect/Collate existing data
Step5 : Collect new data

• A Business Survey
• A Community/Resident Survey
• A Visitor Survey
• Interviews with key policy/planning professionals and relevant  
stakeholders.

Step6 : Implement the DIT-ACHIEV Model
• Analysis of data
• Identification of Issues

Step7 : Manage, evaluate and monitor
• Planning for the Future

The original set of DIT indicators included 218 indicators of 
sustainability, but was reduced to 33 measurable, relevant, 
meaningful and comparable parameters. As with all good systems, 
the DIT-ACHIEV system features a guidance toolkit to ensure its 
implementation.

These indicators are used primarily to identify:

•Stresses on an area (e.g. traffic congestion, water shortage, visitor 
dissatisfaction)

•The impact of tourism (e.g. seasonality, rate of habitat damage, quality 
of local employment)

•Management action (e.g. pollution clean-up, traffic management)
•The effect of management actions (e.g. number of returning tourists)

　Once the data are collected, a vital milestone in the project is Step 6: 
the analysis and classification of the issues in the local area. The DIT-

*1 Miller, G. and Twining-Ward, L. (2005) Monitoring for a Sustainable Tourism Transition:
 The Challenge of Developing and Using Indicators, CABI Publishing, Oxon.
*2 http://www.gstcouncil.org/
*3 UNWTO (2004) Indicators of Sustainable Development for Tourism Destinations:
 A Guidebook, World Tourism Organization, Madrid.
*4 http://stzc.org/
*5 http://dit.ie/dit-achiev/
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　INTRODUCTION

　There are many systems of measuring tourism and its impacts*1 , 
with no single system dominating. While this might be frustrating, 
given the diversity and complexity of tourism destinations, the systems 
established to try to capture the sustainability of these destinations will 
necessarily vary. However, there are common elements to the systems 
that do exist and this article aims to present examples that may be of 
benefit as Japan seeks to establish its own set of indicators.

　Global Sustainable Tourism Council (GSTC)*2

　The Global Sustainable Tourism Council (GSTC) has developed 
a set of criteria for promoting sustainable tourism practices. These 
criteria are a set of guiding principles and performance indicators 
designed to lead destination managers, communities, and businesses 
on a path to sustainability: maximising social, cultural, economic 
and environmental benefits while minimising negative impacts. The 
GSTC Criteria for Destinations are an effort to come to a common 
understanding of what sustainable tourism means at destination level. 
They represent the minimum that any destination which wishes to be 
sustainable should aspire to reach.  The GSTC has not yet tested these 
indicators in the field, nor have they published any tools to assist with 
the implementation of the system, but they have adopted a heavily 
participatory approach to their development and have drawn on the 
experience of developing the UNWTO*3 and other destination level 
indicator systems. At the moment, without an implementation manual 
or any clear guidelines on how or why destinations should adopt the 
system, the tool is at risk of remaining just a tool. However, GSTC is a 
serious attempt to promote sustainability and will need to be watched 
in the future.

　The Sustainable Tourism Zone of the Greater Caribbean 
　(STZC)*4

　As a set of mature island destinations, The Sustainable Tourism 
Zone of The Greater Caribbean (STZC) was established by Heads of 
States and Governments of the Associated Caribbean States (ACS) 
in 2001. In 2005, specific criteria, indicators, and a methodology 
for assessing sustainable tourism in the STZC and to benchmark 
sustainability across thematic areas were developed. As with the GSTC 
system, the STZC system of indicators was based on extensive research 
and evaluation of existing destination indicator systems, and relevant 
literature including the UNWTO (2004) approach. Twelve Caribbean 
destinations piloted the indicators over two test phases.

　Recognising the limited resources available for monitoring, the 
system was designed to integrate the collection of sustainability data 
into the day-to-day jobs of the members of a multi-disciplinary 
team. The core group of stakeholders, which included representatives 
from a range of government departments, NGOs and private sector 
organisations, were brought together in one-day workshops. At each 
workshop, the objective and concept was outlined, the indicators were 
examined and relevance discussed, before agreement on data collection 
and collation was reached.

　The project created a successful system for assessing the level of 
sustainability in tourism destinations in the STZC. The performance 
of each destination on the indicators was aggregated into a compound 
score, referred to as the Tourism Sustainability Index. In order to 
encourage competition between the destinations, a banding system was 

developed which placed each destination into one of four sustainability 
categories, reflecting how sustainable each destination was.

　The STZC indicators are divided into three sections. The first 
section includes the collection of contextual baseline statistics such as 
information about the number of tourists, tourism establishments and 
visitor nights, and environmental measures such as energy and water 
consumption, use of renewables, the amount of waste collected and 
the proportion recycled. Baseline data on social factors such as average 
income, unemployment and percentage of women in the workforce 
was gathered as part of this section. A sub-section on climate change 
adaptation and mitigation was also included.

　The second and third sections, made up of Generic and Specific 
Indicators both contain three subsections.   See Figure 1:

Natural and Cultural Heritage Dimension

This covers policy and planning, environmental management systems, 
energy, water, waste, air quality and pollution and also culture. Example 
Generic indicators in this section are; 'Number of international arrivals 
in the destination per year', 'Annual amount of solid waste recycled', 
'Percentage of women in the workforce' and 'Has an assessment of the 
destination's adaptive capacity to climate change been completed'?

Economic Dimension

This incorporates equity and employment and includes indicators such 
as; 'Percentage of tourism businesses wholly owned by destination 
nationals' and 'Percentage of products fabricated or grown in the 
destination purchased by tourism businesses'.

Social and Ethical Dimension

This incorporates community, crime and hospitality and includes 
indicators such as 'Recorded drug offences last year' (separated for 
locals and tourists) and 'Inclusion of community groups in the decision 
making process'.

Figure1. STZC Dimensions

The Generic Indicators are those that apply to all destinations and the 
Specific Indicators are those that only apply to particular destinations, 
including coastal regions and/or protected areas. There are 200 
(principally quantitative) indicators in total. Some metrics also refer to 
the existence of policies or strategies, such as destination planning and 
policy incentives to encourage local ownership of tourism businesses. 
There is also a requirement for feedback from tourists on the visitor 
experience, collected via a standardised survey.

　The 111 Specific Indicators are also primarily quantitative, but 
include normative indicators related to the existence of and adherence 
to, various standards, e.g. 'number of regulatory measures implemented 
as a result of co-ordination with other Caribbean states' and 'existence of 
legislation and regulations to preserve structures or sites'.

　The STZC system contains a guide to assist in the collection of 
data and then an action plan providing clear feedback on results, 
highlighting areas requiring action. An essential component of any 
system of monitoring is that it becomes integral to the planning and 
management of the destination. Hence, recommendations from the 
monitoring must feed into an action plan, the efficacy of which is 
then monitored the following year to establish if the action has been 
successful. A nice feature of the STZC system is that workshops were 
organised for ACS members in participating destinations and were 
attended by multi-sectoral stakeholders, including those at ministerial 
level, to enable the outcomes to be factored into planning and policy 
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本
特
集
で
お
伝
え
し
た
か
っ
た
こ
と
は

“
観
光
地
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
あ
る
た

め
に
は
定
期
的
な
健
康
診
断
が
大
切
”
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。
一
般
的
な
事
業
活
動

に
お
け
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
（
Ｐ
ｌａ

ｎ
（
計
画
）
➡ 

Ｄｏ
（
実
行
）
➡ 

Ｃ
ｈｅ

ｃ
ｋ
（
評
価
）
➡ 

Ａｃ
ｔ
（
改
善
）
を
観

光
地
の
管
理
・
運
営
に
持
ち
込
み
ま
し
ょ

う
、
そ
の
な
か
で
も
Ｃ
ｈｅ
ｃ
ｋ
（
評
価
）

が
肝
に
な
り
ま
す
よ
、
と
言
い
換
え
ら
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
私
た
ち
が
受
診
す
る
健
康
診

断
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
検
査
項
目
が
決

ま
っ
て
お
り
、
項
目
ご
と
に
正
常
範
囲
も

定
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
正
常
値
を

超
え
る
項
目
が
あ
れ
ば
、
疑
わ
し
い
病
気

が
指
摘
さ
れ
ま
す
。
こ
の
検
査
項
目
が
、

今
号
の
特
集
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
「
指

標
」
や
「
持
続
可
能
性
指
標
」
と
い
う

言
葉
に
相
当
し
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
観

光
地
の
健
康
診
断
で
は
、
い
ま
だ
検
査
項

目
、
そ
し
て
項
目
ご
と
の
正
常
範
囲
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
い
ま
、
こ

の
一
連
の
観
光
地
の
健
康
診
断
手
法
を
開

発
し
、
定
着
さ
せ
て
い
こ
う
と
い
う
動
き

が
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
動
き
を
振
り
返
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

指
標
活
用
の
芽
生
え

　

熊
谷
氏
に
よ
る
と
、
米
国
の
自
然
公

園
（
国
立
公
園
な
ど
）
の
よ
う
な
自
然
の

豊
か
な
地
域
の
資
源
や
利
用
環
境
を
守

る
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
、
Ｌ
Ａ
Ｃ
と
い

う
指
標
を
活
用
し
た
自
然
地
域
の
管
理
・

運
営
概
念
が
一
九
七
二
年
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
や
利
用
の

多
様
性
に
応
じ
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

質
を
確
保
す
る
た
め
に
、
資
源
の
原
生
度

を
基
に
し
て
利
用
エ
リ
ア
を
ゾ
ー
ニ
ン
グ

し
、
ゾ
ー
ン
ご
と
に
理
想
的
な
利
用
体
験

と
資
源
の
状
態
を
確
保
し
よ
う
と
す
る

考
え
方
（Recreation O

pportunity 
Spectrum

:

Ｒ
Ｏ
Ｓ
）
を
取
り
込
ん
だ
、

よ
り
実
践
的
な
Ｌ
Ａ
Ｃ
が
一
九
八
五
年
に

開
発
さ
れ
ま
す
。
そ
の
考
え
を
ベ
ー
ス
に

し
た
適
用
例
の
一
つ
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
カ
ン
ガ
ル
ー
島
の
Ｋ
Ｉ-

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｍ（
特

集
１
コ
ラ
ム
）
で
す
。
米
国
ら
し
い
、
実

用
性
を
重
視
し
た
観
光
地
の
計
画
と
管

理
・
運
営
手
法
だ
と
思
い
ま
す
。

観
光
分
野
に
お
け
る

持
続
可
能
の
概
念
と

Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
取
り
組
み

　

二
神
氏
の
レ
ビ
ュ
ー
で
は
、
一
九
九
二

年
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
の
第
一
回
地

球
サ
ミ
ッ
ト
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
世

界
規
模
で
進
行
す
る
環
境
破
壊
に
向
き

合
う
た
め
に
、
観
光
分
野
に
も
持
続
可

能
と
い
う
考
え
方
が
持
ち
込
ま
れ
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
本
部
を
置
く
世
界
観
光
機

関
（
以
下
、Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
は
、Ｓ
Ｔ
Ｉ
（
持

続
可
能
な
観
光
の
た
め
の
指
標
）
の
重
要

性
を
提
唱
し
、
五
十
人
以
上
の
専
門
家
が

十
年
余
か
け
て
議
論
し
、
試
行
し
ま
す
。

そ
の
成
果
と
し
て
二
〇
〇
四
年
に
発
行

し
た
の
が
『
観
光
地
の
た
め
の
持
続
可

能
な
開
発
指
標
』
で
す
。
こ
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
に
カ
ン
ガ
ル
ー
島
の
Ｋ
Ｉ-

Ｔ
Ｏ

Ｍ
Ｍ
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
米

国
生
ま
れ
の
Ｌ
Ａ
Ｃ
の
考
え
方
も
Ｕ
Ｎ
Ｗ

Ｔ
Ｏ
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
指
標
を
活
用
し
た

観
光
地
の
健
康
診
断
と
問
題
点
の
発
見
、

28

「指標を活用した観光地づくり」に思うこと
公益財団法人日本交通公社　観光調査部長　　寺崎  竜雄

視
座特集テーマからの
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そ
し
て
治
療
と
い
う
サ
イ
ク
ル
の
重
要
性

を
説
明
し
て
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
指
標
の
開
発
と
い
う
点
に
注
力
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
観
光
地
に

も
適
用
可
能
な
汎は

ん

用よ
う

性せ
い

の
高
い
理
論
的
モ

デ
ル
と
い
う
点
も
特
徴
で
す
。

Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
指
標

理
論
か
ら
の
発
展

　

と
こ
ろ
で
、
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
が
万
能
で
、
こ
こ
に
研
究
成
果
が
収

束
し
た
よ
う
に
思
っ
た
の
で
す
が
、
ミ
ラ

ー
氏
は
「
観
光
の
評
価
シ
ス
テ
ム
は
多
数

存
在
し
広
く
定
着
し
た
特
定
の
シ
ス
テ

ム
は
な
い
」
と
語
っ
て
お
り
、
ま
だ
ま
だ

実
践
で
活
用
す
る
に
は
研
究
の
余
地
が
あ

る
よ
う
で
す
。
ミ
ラ
ー
氏
と
の
最
近
の
Ｅ

メ
ー
ル
の
や
り
と
り
の
な
か
に
、「
欧
州

委
員
会
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る

持
続
可
能
性
指
標
を
そ
ろ
そ
ろ
決
定
す

る
予
定
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
先
さ

ら
に
何
ら
か
の
理
論
的
枠
組
み
を
提
示
し

よ
う
と
い
う
動
き
も
あ
る
よ
う
で
す
。
こ

の
い
き
さ
つ
や
、
今
後
の
動
き
は
、
改
め

て
確
認
す
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

≪
適
合
範
囲
≫

　

指
標
で
測
ら
れ
る
数
値
の
レ
ベ
ル
は
、

高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
よ
い
、
逆
に
低
け
れ

ば
よ
い
と
考
え
る
こ
と
は
、
高
い
理
想
を

持
つ
と
い
う
点
で
は
よ
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
持
続
的
に
と
い
う
こ
と

を
気
に
か
け
る
な
ら
、
ほ
ど
ほ
ど
と
い
う

目
線
も
大
切
で
し
ょ
う
。
Ｌ
Ａ
Ｃ
の
優
れ

た
点
は
指
標
の
判
定
結
果
を
適
合
範
囲

（A
cceptable Range

）
と
し
て
、
許
容

可
能
な
幅
で
捉
え
て
い
る
点
で
す
。
カ

ン
ガ
ル
ー
島
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
際
に

“
で
き
す
ぎ
は
よ
く
な
い
と
考
え
て
い
る
”

と
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
、“
適
合
範
囲
は

そ
の
時
に
応
じ
て
変
更
す
る
”
と
も
言
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
少
し
高
い
目
標

を
立
て
て
み
る
の
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

≪
背
景
を
「
よ
み
と
く
」≫

　

よ
く
数
値
が
一
人
歩
き
を
す
る
と
い
い

ま
す
。
こ
こ
で
も
大
切
な
こ
と
は
数
値
そ

の
も
の
で
は
な
く
、な
ぜ
こ
の
よ
う
な
結
果

に
な
っ
た
の
か
、現
状
に
至
る
背
景
を
「
よ

み
と
く
」
こ
と
で
す
。
客
観
的
、科
学
的
と

い
う
こ
と
に
加
え
て
、渋
谷
氏
が
語
っ
て
い

る
よ
う
に
（
P
30
の
コ
ラ
ム
参
照
）
肌
感

覚
と
い
う
面
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

≪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
体
≫

　

二
神
氏
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
的
な
手
法
は
一
見
す
る
と
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
式
に
見
ら
れ
が
ち
だ
が
、
実
の
と
こ
ろ

は
地
元
関
係
者
の
参
加
型
の
プ
ロ
セ
ス
も

明
記
し
て
い
る
と
見
解
し
て
い
ま
す
。
何

よ
り
も
そ
の
観
光
地
で
直
接
的
に
利
害
を

受
け
る
関
係
者
が
主
役
と
な
る
こ
と
が
重

要
で
、外
部
の
関
係
者
や
研
究
者
な
ど
は
、

サ
ポ
ー
ト
役
に
徹
す
る
べ
き
で
す
。
ま
た
、

指
標
を
測
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
の
作
業

は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
協
力
な
し

に
は
継
続
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
カ

ン
ガ
ル
ー
島
の
ケ
ー
ス
で
も
、
指
標
決
定

過
程
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
重
視
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。

≪
継
続
の
た
め
に
≫

　

い
か
に
よ
い
指
標
（
中
島
・
清
水
稿
で

Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
よ
る
指
標
絞
り
込
み
の
視

点
が
記
載
）
を
開
発
し
た
と
し
て
も
、
そ

れ
を
継
続
し
て
測
定
し
な
け
れ
ば
役
に

立
ち
ま
せ
ん
。
こ
の
一
連
の
作
業
の
実
践

に
は
、
有
能
な
事
務
局
と
、
資
金
が
必

要
で
す
。
Ｋ
Ｉ-

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
の
ケ
ー
ス
で

は
、
事
務
局
に
専
属
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
が
お
り
、
委
員
会
と
の
連
携
や

わ
が
国
で
の

指
標
活
用
に
向
け
て

　

い
く
ら
理
論
的
モ
デ
ル
を
構
築
し
て

も
、
ミ
ラ
ー
氏
が
言
う
よ
う
に
、
観
光
地

の
多
様
性
と
複
雑
さ
を
考
え
れ
ば
、
観
光

地
の
持
続
可
能
性
を
把
握
す
る
た
め
の
モ

デ
ル
は
観
光
地
の
数
だ
け
で
き
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
観
光
地
の
健
康
診
断

が
、
有
効
で
必
要
で
あ
る
と
い
う
前
提
に

立
ち
、
こ
れ
を
わ
が
国
で
も
活
用
す
る
際

に
、
留
意
す
べ
き
点
を
い
く
つ
か
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

≪
目
標
達
成
型
≫

　

現
在
の
状
態
の
観
測
だ
け
で
は
、
そ
の

数
値
が
健
康
だ
と
い
っ
て
い
る
の
か
、
ど

こ
か
に
疾
患
が
あ
る
の
か
は
判
断
で
き
ま

せ
ん
。
こ
の
判
断
は
、
あ
ら
か
じ
め
理
想

像
が
示
さ
れ
て
い
て
初
め
て
で
き
る
こ
と

で
す
。
病
気
で
な
け
れ
ば
よ
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
し
、
と
て
も
高
い
身
体
能
力
を

身
に
つ
け
た
い
と
考
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
自
分
た
ち
で
、
ど
の
よ
う
な
観
光
の

状
態
で
あ
る
べ
き
な
の
か
を
明
ら
か
に
し
、

そ
こ
へ
の
達
成
度
を
指
標
で
測
る
と
い
う
、

目
標
達
成
型
の
枠
組
み
が
重
要
で
す
。



調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、一
連
の
作
業
経
費
は
、
委

員
会
の
構
成
団
体
の
う
ち
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
を
除
い
た
七
組
織

が
拠
出
す
る
資
金
で
賄
わ
れ

て
い
ま
す
。
金
額
は
合
計
で

十
一
万
豪
ド
ル
（
約
一
千
万

円
）。
こ
の
な
か
に
は
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
料
や
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
の
人
件
費
等
が
含
ま
れ
ま

す
。
調
査
内
容
の
充
実
、
ス
タ
ッ
フ
の
拡

充
の
た
め
に
も
、
資
金
は
充
実
さ
せ
た
い

と
こ
ろ
で
す
が
、
現
存
の
資
金
で
現
実
的

に
で
き
る
こ
と
を
着
実
に
続
け
て
い
る
点

は
、
見
習
う
べ
き
で
し
ょ
う
。

心
安
ら
か
な
暮
ら
し
を

持
続
す
る

　

Ｋ
Ｉ-

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
の
も
う
一
つ
の
優
れ

た
と
こ
ろ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
暮
ら
し

ぶ
り
や
住
民
意
識
に
関
わ
る
指
標
が
重
要

視
さ
れ
て
い
る
点
だ
と
考
え
ま
す
。
住
民

が
観
光
に
関
わ
る
意
思
決
定
に
関
与
で
き

て
い
る
か
否
か
に
ま
で
も
気
に
か
け
て
い

る
こ
と
を
知
り
、
大
き
な
衝
撃
を
受
け
ま

し
た
。
住
民
意
識
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
Ｕ

Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
も
生
か
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
は
、
指
標
活
用
に
お
い
て
最
も

大
切
な
こ
と
は
、「
地
域
住
民
の
こ
こ
ろ
」

の
観
察
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
わ
が
国
で

は
、
既
存
の
観
光
地
と
い
わ
れ
る
よ
う
な

場
所
以
外
で
も
観
光
を
地
域
活
性
化
の

起
爆
剤
と
位
置
づ
け
て
誘
客
に
取
り
組

み
始
め
た
地
域
が
増
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

観
光
客
の
ニ
ー
ズ
と
行
動
の
多
様
化
に
よ

っ
て
、
地
域
の
生
活
文
化
や
暮
ら
し
ぶ
り

に
じ
か
に
触
れ
よ
う
と
、
住
民
の
生
活
空

間
に
ま
で
観
光
客
が
入
り
込
む
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
と
あ
る
離
島
の
ス
ー
パ
ー

の
入
り
口
に
貼
ら
れ
て
い
た
「
こ
こ
は
人

が
暮
ら
す
と
こ
ろ
で
す
。
水
着
で
ま
ち
な

か
を
歩
か
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
に
ハ
ッ
と
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
信
仰
の
対
象
と
し
て
古
く
か
ら
大
切

に
扱
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
観
光
客
が
踏
み

入
っ
た
り
、
挙
げ
句
の
果
て
に
は
住
民
に

対
し
て
心
な
い
言
葉
を
投
げ
か
け
た
り
、

と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
起
き
て
い
る
と
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
観
光
地
と
し
て

の
進
展
に
よ
っ
て
、
暮
ら
し
の
安
心
感
が

損
な
わ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
渋
谷
氏
が
村
民
と
の
意
見
交
換
会
で

30

視
座特集テーマからの

果
た
し
た
か
っ
た
の
は
、“
島
ら
し
い
暮

ら
し
が
損
な
わ
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
”

を
知
る
こ
と
だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

経
済
発
展
と
資
源
保
護
の
ど
ち
ら
を

優
先
す
る
の
で
す
か
と
い
う
問
い
を
受
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
し
て
も
一

つ
に
絞
っ
て
答
え
よ
と
言
わ
れ
る
と
、
わ

た
し
は
最
も
大
切
な
の
は
「
暮
ら
し
の
安

心
感
」
や
「
ふ
る
さ
と
性
の
確
保
」
だ
と

言
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
持
続
的
な
観

光
地
づ
く
り
は
、
何
よ
り
も
、
そ
こ
に
暮

ら
す
人
の
た
め
に
行
う
も
の
だ
と
考
え
て

い
る
か
ら
で
す
。

（
て
ら
さ
き　

た
つ
お
）

　先日、村民との意見交換会を開催して“世界自然遺産の登録の前と後で何が変
わったのか”について話し合いました。そこでは、「来島観光者数」「観光消費額」
「観光客の満足度」に加えて、村民が気にかけていそうな「人口」「水の使用量」
「ゴミの処理量」などの変化についてもデータを用いて説明しました。また、環境省
からは外来種対策の成果として「アカガシラカラスバトの目視数」の増加が伝えら
れ、資源保全面での効果も示されました。
　数値（指標）を用いることにより遺産登録前後の変化を具体的に説明しやすかっ
たですし、何よりも村民と前向きな対話ができたと感じています。
　ここで重要なのは、“数値はあくまでも平均値にすぎず多様化が進んでいること
にも気づくこと”“数値変化の背景にある要因を読み解くこと”、そして変化を知るこ
とがゴールではなく“その変化を村民がどのように受けとめているのかを知ること”
だと思います。村民の声も数値（指標）で表現できるとよいですね。ただし、数値で
示すことのできない肌感覚もとても大切だと考えています。                      （談）

（しぶや  まさあき）

小笠原の指標化で感じたこと
コラム「観光地の声」

小笠原村産業観光課長　渋谷  正昭



●
観
光
客
、観
光
関
連
産
業 

従
事
者
と
の
関
係
が 

密
接
な
鳥
羽
市

　

鳥
羽
市
民
が
観
光
客
と
接
す
る
機
会

（
10
）
に
つ
い
て
は
五
割
弱
が
業
務
や
日
常

生
活
に
お
い
て
接
点
が
あ
る
と
答
え
て
い
る

が
、
印
象
が
良
い
と
感
じ
て
い
る
層
（
11
）

は
四
割
強
と
な
っ
て
い
る
。
観
光
客
に
対
し

て
お
も
て
な
し
を
心
が
け
て
い
る
層
（
12
）

は
約
六
割
で
あ
り
、
観
光
客
と
何
ら
か
の
接

点
を
望
ん
で
い
る
層
（
14
）
は
七
割
で
あ
る
。

外
国
人
観
光
客
の
来
訪
（
13
）
に
つ
い
て
は

約
六
割
が
好
意
的
で
あ
る
。

　

観
光
関
連
産
業
従
事
者
と
接
す
る
機
会

（
15
）に
つ
い
て
は
、六
割
弱
が
業
務
や
日
常

生
活
に
お
い
て
何
ら
か
の
接
点
が
あ
る
と
答

え
て
い
る
。
一
方
で
、
観
光
関
連
産
業
の
印

象
が
良
い
と
感
じ
て
い
る
層
（
16
）
は
三
割

に
満
た
な
い
。
印
象
が
良
く
な
い
理
由
と
し

て
は
、物
の
値
段
が
高
い
、各
主
体
の
連
携
の

意
識
が
高
く
な
い
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

市
内
観
光
資
源
・
地
域
資
源
の
訪
問
、
体

験
、
購
入
の
有
無
（
以
下
、
経
験
度
）（
17
）

の
平
均
は
五
割
強
で
あ
り
、
経
験
し
た
資
源

の
紹
介
意
向
（
18
）
の
平
均
は
八
割
を
超
え

る
。
鳥
羽
市
が
魅
力
的
な
観
光
地
だ
と
感

じ
て
い
る
層
（
19
）
は
四
割
強
で
あ
り
、
観

光
に
よ
る
プ
ラ
ス
の
効
果
を
感
じ
て
い
る
項

　

わ
が
国
の
観
光
地
で
は
、
地
域
の

暮
ら
し
や
生
活
文
化
に
対
す
る
関
心

の
高
ま
り
に
よ
り
、
観
光
客
と
住
民

の
関
係
は
ま
す
ま
す
近
い
も
の
に
な

り
つ
つ
あ
る
。

　

本
研
究
で
は
、
観
光
に
対
す
る
住

民
の
意
識
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

住
民
と
観
光
客
、
観
光
事
業
者
、
行

政
（
地
域
）
の
四
つ
の
主
体
の
関
係

性
を
把
握
し
、
住
民
に
と
っ
て
も
プ

ラ
ス
に
な
る
観
光
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
三

カ
年
研
究
の
二
年
目
に
当
た
る
昨
年

度
は
、
三
重
県
鳥
羽
市
、
北
海
道
登

別
市
の
住
民
を
対
象
（
表
１
）
と
し

て
「
観
光
・
交
流
に
対
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
」（
表
２
）
を
実
施
し
た
。

こ
こ
で
は
調
査
結
果
の
概
要
に
つ
い

て
紹
介
す
る
（
図
１
）。
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光
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表1　鳥羽市と登別市の概要
三重県鳥羽市 北海道登別市

人口
（平成23年住
民基本台帳）

21,635人 51,763人

産業別
就業者数
（平成17年
国勢調査）

第一次産業：1,790人（14.9％）
第二次産業：2,123人（17.7％）
第三次産業：7,868人（65.7％）

第一次産業：254人（1.1％）
第二次産業：5,862人（25.5％）
第三次産業：16,902人（73.4％）

入込客数
（平成22年）

4,540,049人
うち宿泊客1,975,363人（43.5％）
宿泊客うち外国人客10,368人（0.5％）

3,042,258人
うち宿泊客1,155,942人（38.0％）
宿泊客うち外国人客215,859人（18.7％）

宿泊施設
（平成23年） 194軒（収容人数18,191人） 23軒（収容人数8,594人）

主な
観光資源

伊勢志摩国立公園、鳥羽水族館、ミキモ
ト真珠島、海の博物館、鳥羽展望台 等

登別温泉、地獄谷、登別マリンパークニク
ス 等

主な
住民の活躍

地球塾、とばみなとまちづくり市民協議
会、鳥羽ガイドボランティアの会 等

登別市市民自治推進委員会、登別市観光
ボランティアガイド会 等

表2　鳥羽市と登別市における調査概要
三重県鳥羽市 北海道登別市

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

調査対象 満20歳以上の市民2,300人 満20歳以上の市民2,400人
調査方法 鳥羽市より郵送配布、郵送回収 登別市より郵送配布、郵送回収
調査期間 平成24年1月24日～2月13日 平成24年2月6～20日
回収状況 652票（回収率28.3％） 821票（回収率34.2％）

調査項目
住民の基本属性、居住地区の住みやすさ、仕事の満足度、観光客に対する
意識、観光関連産業従事者に対する意識、地域の観光振興に対する意識 等
約40問

ヒ
ア
リ
ン
グ

調
査

調査対象 宿泊施設、観光関連団体、行政、漁協等 宿泊施設、観光施設、漁協青年部、
観光関連団体、行政等

調査期間 平成23年10月13日、平成24年3月22日 平成24年2月27～29日
文献調査 鳥羽市史、各種計画等 登別市史、各種計画等
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目
は
「
地
域
の
賑
わ
い
が
向
上
す
る
」、「
文

化
資
源
や
自
然
資
源
が
保
存
・
継
承
さ
れ

る
」、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
等
、
市
民
が

活
躍
す
る
場
が
増
加
す
る
」
の
順
に
多
く
、

逆
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
感
じ
て
い
る
項
目

は
「
バ
ス
や
自
家
用
車
の
混
雑
等
に
よ
り
交

通
が
不
便
に
な
る
」、「
騒
音
や
雰
囲
気
の
破

壊
等
に
よ
り
生
活
環
境
が
悪
化
す
る
」
の

順
に
多
い
。
居
住
地
区
が
住
み
や
す
い（
３
）

と
感
じ
て
い
る
の
は
六
割
を
超
え
、
継
続
し

て
住
み
た
い
（
４
）
と
感
じ
て
い
る
の
も
七

割
弱
と
な
っ
て
い
る
。

　

市
に
と
っ
て
の
観
光
振
興
の
重
要
性

（
23
）
は
八
割
強
が
感
じ
て
い
る
も
の
の
、

居
住
地
区
に
と
っ
て
の
重
要
性
を
感
じ
て
い

る
層
（
24
）
は
四
割
に
も
満
た
な
い
。
さ
ら

に
市
の
観
光
施
策
の
認
知
度
（
26
）
に
つ
い

て
は
二
割
強
、
市
民
が
活
躍
す
る
場
や
仕
組

み
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
層
（
27
）
に
つ
い

て
は
三
割
と
、
低
い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
鳥
羽
市
民
の
九
割
は
、
今
後
の

観
光
振
興
に
対
し
て
何
ら
か
の
期
待
（
25
）

を
し
て
お
り
、
特
に
必
要
な
施
策
と
し
て
、

「
食
の
魅
力
づ
く
り
」
や
「
特
産
品
・
土
産

品
の
開
発
」「
景
観
の
保
全
」
等
が
多
く
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

鳥
羽
市
エ
リ
ア
ご
と
の
意
識

　

鳥
羽
市
の
地
域
特
性
を
踏
ま
え
、
四
つ
の

エ
リ
ア
に
分
け
て
ク
ロ
ス
集
計
（
図
２
）
を
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図1　観光・交流に対する住民意識アンケート結果
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図3　エリア別クロス集計結果（登別市）
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市
内
観
光
資
源
・
地
域
資
源
の
経
験
度

（
17
）
の
平
均
は
四
割
強
で
あ
り
、
紹
介
意

向
（
18
）
は
八
割
を
超
え
る
。
観
光
地
と

し
て
の
登
別
市
を
評
価
（
19
）
し
て
い
る
の

は
六
割
強
で
あ
り
、
特
に
登
別
温
泉
を
評

価
し
て
い
る
。
観
光
地
化
に
よ
る
プ
ラ
ス
の

評
価
と
し
て
は
、「
地
域
の
賑
わ
い
が
向
上

す
る
」、「
文
化
資
源
や
自
然
資
源
が
保
存
・

継
承
さ
れ
る
」、「
市
の
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ

れ
る
」
の
順
に
多
く
、
逆
に
マ
イ
ナ
ス
の
影

響
を
感
じ
て
い
る
項
目
は
「
バ
ス
や
自
家
用

車
の
混
雑
等
に
よ
り
交
通
が
不
便
に
な
る
」、

「
騒
音
や
雰
囲
気
の
破
壊
等
に
よ
り
生
活
環

境
が
悪
化
す
る
」
の
順
に
多
い
。
居
住
地
区

が
住
み
や
す
い
と
感
じ
て
い
る
層
（
３
）
は

七
割
強
で
あ
り
、
継
続
し
て
居
住
し
た
い
と

い
う
層
（
４
）
も
七
割
を
超
え
て
い
る
。

　

登
別
市
に
と
っ
て
の
観
光
振
興
の
重
要
性

を
感
じ
て
い
る
層
（
23
）
は
八
割
強
で
、
観

光
振
興
に
何
ら
か
の
期
待
を
し
て
い
る
層

（
25
）
は
九
割
強
で
あ
る
。一
方
で
、
居
住
地

区
に
と
っ
て
の
観
光
振
興
の
重
要
性
（
24
）

と
な
る
と
二
割
強
ま
で
下
が
る
。
市
の
観
光

施
策
の
認
知
度
（
26
）
に
つ
い
て
は
二
割
弱
、

市
民
が
活
躍
す
る
場
や
仕
組
み
が
あ
る
と

感
じ
て
い
る
層
（
27
）
に
つ
い
て
は
三
割
強

と
低
い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
必
要
な

観
光
施
策
と
し
て
は
「
食
の
魅
力
づ
く
り
」、

「
特
産
品
や
土
産
品
の
開
発
」、「
観
光
施
設

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
」等
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

登
別
市
エ
リ
ア
ご
と
の
意
識

　

登
別
市
を
四
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
て
ク
ロ

ス
集
計
（
図
３
）
を
行
っ
た
結
果
を
見
る
と
、

十
七
項
目
の
設
問
中
八
項
目（
＊
）に
お
い

て
、
登
別
温
泉
を
有
す
る
温
泉
エ
リ
ア
の
数

値
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
温
泉
エ
リ
ア

は
居
住
者
も
少
な
く
、
サ
ン
プ
ル
数
も
少
な

い
た
め
留
意
が
必
要
で
あ
る
が
、
観
光
客
や

観
光
関
連
産
業
従
事
者
と
の
接
点
は
温
泉

エ
リ
ア
が
圧
倒
的
に
多
く
、
特
に
市
の
観
光

施
策
の
認
知
度
や
、市
・
居
住
地
区
に
と
っ
て

の
観
光
振
興
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
他
の
エ

リ
ア
と
比
較
し
て
数
値
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

●
鳥
羽
市
と
登
別
市
の 

四
つ
の
主
体
間
の
関
係
性

鳥
羽
市
の
特
徴

　

宿
泊
施
設
や
観
光
施
設
が
居
住
エ
リ
ア

と
混
在
し
て
い
る
地
区
も
多
い
た
め
、
観
光

客
と
住
民
が
接
す
る
機
会
が
多
く
な
る
と

考
え
ら
れ
る
（
図
４
）。
訪
れ
る
観
光
客
に

対
す
る
歓
迎
度
や
接
点
希
望
も
高
く
、
住

民
と
観
光
客
と
の
距
離
感
は
近
い
と
言
え

る
。
ま
た
、
観
光
関
連
産
業
従
事
者
と
の
接

点
も
多
い
が
、
こ
れ
は
、
住
民
に
占
め
る
観

光
関
連
産
業
従
事
者
の
割
合
が
高
く
、
親

戚
や
知
人
等
が
観
光
関
連
産
業
に
従
事
し

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
も
影
響
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
鳥
羽
市
の
観
光
関
連

産
業
の
印
象
や
観
光
地
と
し
て
の
評
価
は

高
く
な
い
が
、
そ
の
理
由
は
具
体
的
な
も
の

が
多
く
、
市
の
観
光
の
実
態
を
冷
静
に
捉
え

て
い
る
人
が
多
い
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
。

　
一
方
、
全
体
的
に
鳥
羽
市
の
観
光
行
政
に

対
し
て
高
い
理
解
と
期
待
を
示
し
て
い
る
も

の
の
、
観
光
施
策
の
認
知
度
や
観
光
資
源
・

地
域
資
源
の
経
験
度
は
高
く
な
い
。
鳥
羽

市
の
場
合
、
住
民
と
行
政
（
地
域
）
と
の
関

係
性
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
こ
と
が
課
題
と

行
っ
た
結
果
を
見
る
と
、
十
七
項
目
の
設
問

中
九
項
目（
＊
）に
お
い
て
南
鳥
羽
エ
リ
ア
の

数
値
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
同
エ
リ
ア

は
鳥
羽
市
南
部
の
海
沿
い
に
位
置
す
る
エ
リ

ア
で
あ
り
、
民
宿
や
旅
館
等
の
宿
泊
施
設

が
居
住
空
間
と
一
体
的
に
立
地
し
て
い
る
。

住
民
が
観
光
客
や
観
光
関
連
産
業
従
事
者

と
接
す
る
機
会
は
他
の
エ
リ
ア
と
比
べ
て
も

圧
倒
的
に
多
く
、
観
光
客
の
歓
迎
度
や
、
地

区
に
と
っ
て
の
観
光
振
興
の
重
要
度
に
対
す

る
意
識
も
高
い
。

●
観
光
集
積
空
間
と 

居
住
空
間
が 

分
離
し
て
い
る
登
別
市

　

登
別
市
民
が
観
光
客
と
接
す
る
機
会

（
10
）
に
つ
い
て
は
、
二
割
強
が
業
務
や
日

常
生
活
に
お
い
て
接
点
が
あ
り
、
印
象
が
良

い
と
感
じ
て
い
る
層
（
11
）
は
三
割
強
と
な

っ
て
い
る
。
観
光
客
に
対
し
て
お
も
て
な
し

を
心
が
け
て
い
る
層
（
12
）
は
約
四
割
と
な

っ
て
い
る
が
、
外
国
人
観
光
客
の
歓
迎
度

（
13
）
に
つ
い
て
は
七
割
を
超
え
る
。
観
光

客
と
何
ら
か
の
接
点
を
望
ん
で
い
る
層

（
14
）
は
六
割
で
あ
る
。

　

観
光
関
連
産
業
従
事
者
と
の
接
点
（
15
）

に
つ
い
て
は
三
割
弱
と
少
な
く
、
観
光
関
連

産
業
に
良
い
印
象
を
抱
い
て
い
る
層
（
16
）

も
三
割
強
と
な
っ
て
い
る
。

100.0
90.0
80.0
70.0
60.0
50.0
40.0
30.0
20.0
10.0
0.0

100.0
90.0
80.0
70.0
60.0
50.0
40.0
30.0
20.0
10.0
0.0



で
も
エ
リ
ア
に
よ
っ
て
各
主
体
間
の
関
係
性

や
意
識
に
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
た
。
分
析

に
あ
た
っ
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の

数
値
の
背
景
に
あ
る
地
域
特
性
を
、
ヒ
ア
リ

ン
グ
調
査
や
統
計
デ
ー
タ
等
で
把
握
す
る
こ

と
も
重
要
と
な
る
。

　

ま
た
、
本
調
査
は
、
数
値
の
高
さ
を
単

純
に
比
較
し
て
議
論
す
る
も
の
で
は
な
く
、

地
域
の
観
光
に
関
わ
る
主
体
の
関
係
性
を

客
観
的
に
捉
え
、
地
域
特
性
に
合
っ
た
観
光

施
策
を
検
討
し
て
い
く
た
め
に
行
う
も
の
で

あ
る
。
特
に
昨
今
、
観
光
に
お
け
る
住
民
の

役
割
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
が
、
ガ
イ
ド
の

よ
う
に
観
光
客
と
直
接
接
す
る
方
法
も
あ

れ
ば
、
農
地
を
耕
作
し
た
り
、
生
活
空
間

を
き
れ
い
に
保
つ
な
ど
、
間
接
的
に
寄
与
す

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
住
民
参
画
あ
り
き
で
一

様
に
論
じ
る
の
で
は
な
く
、
地
域
特
性
を
踏

ま
え
た
住
民
参
画
の
あ
り
方
を
模
索
し
て

い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
主
体

が
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
観
光

地
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
も
、
観
光

客
の
満
足
度
の
み
な
ら
ず
、
住
民
の
満
足
度

や
意
向
を
定
期
的
に
捉
え
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
ろ
う
。

　

今
後
は
、
設
問
項
目
ご
と
の
相
関
や
市
の

観
光
施
策
と
住
民
意
識
と
の
関
連
性
等
に

つ
い
て
、
さ
ら
に
研
究
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
ふ
く
な
が　

か
お
り
）

34

接
点
に
つ
い
て
も
、
空
間
的
な
要
因
や
観
光

関
連
産
業
従
事
者
の
割
合
の
少
な
さ
等
か

ら
、
接
す
る
機
会
が
少
な
い
も
の
と
思
わ
れ

る
。観
光
地
と
し
て
の
評
価
が
高
い
こ
と
は
、

日
本
を
代
表
す
る
登
別
温
泉
を
有
し
て
い

る
と
い
う
認
識
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
が
、
一
方
で
、
登
別
温
泉
は
行
き
づ
ら

い
と
い
う
意
見
も
多
く
、
市
民
に
と
っ
て
心

理
的
距
離
の
あ
る
存
在
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
ま
た
、
温
泉
以
外
の
地
域
資
源

の
経
験
度
や
、
市
の
観
光
施
策
の
認
知
度
が

低
い
こ
と
は
、
鳥
羽
市
と
同
様
に
課
題
で
あ

る
と
言
え
る
。

●
住
民
意
識
調
査
の
意
味
と 

今
後
の
展
開

　

本
研
究
で
は
、
鳥
羽
市
と
登
別
市
を
対

象
と
し
て
調
査
を
行
っ
た
が
、
空
間
構
成
の

異
な
る
市
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
同
じ
市
内

言
え
る
。

登
別
市
の
特
徴

　

宿
泊
施
設
や
観
光
施
設
が
居
住
エ
リ
ア

と
混
在
し
て
い
な
い
た
め
、
住
民
と
観
光
客

と
の
接
点
が
ほ
と
ん
ど
な
い
（
図
５
）。
具

体
的
に
観
光
客
と
交
流
す
る
イ
メ
ー
ジ
を

持
ち
づ
ら
い
た
め
か
、
観
光
客
に
対
す
る
歓

迎
度
や
接
点
希
望
も
低
く
な
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
観
光
関
連
産
業
従
事
者
と
の

【住民の特徴】
・鳥羽市出身者の割合が高い
・観光関連産業従事者、観光産業従事経験者が多い
・地域コミュニティが強固で地域活動への参加頻度も高い
・住みやすさや居住継続意向は低め

【観光客の特徴】
・入込観光客のうち４割強が宿泊客
・宿泊客のうち0.5％が外国人観光客
・愛知、大阪、三重からの来訪が特に多い

【観光関連産業従事者の特徴】
・宿泊施設は市内各エリアに散在している
・観光関連産業従事者の仕事の満足度が
　低い

住民

観光客
観光

関連産業
従事者

居住空間と
観光集積空間が

混在

親戚や知人に
観光関連産業
従事者が多い

観光客との接点が多く
印象も比較的良い

観光関連産業の
評価が低い

観光に対する期待は高い

行政
（地域）

地域資源の経験度や
観光施策の認知度が低い

観光地としての
評価は低い

図4　鳥羽市における住民と観光客、観光関連産業従事者、地域との関係性

図5　登別市における住民と観光客、観光関連産業従事者、地域との関係性
【住民の特徴】
・移住者が多い
・観光関連産業従事者、観光関連産業従事経験者が少ない
・住みやすさに関しては比較的満足度が高いが、仕事の満足度はあまり高くない

【観光客の特徴】
・入込観光客のうち4割弱が宿泊客
・宿泊客のうち18.7％が外国人観光客
・北海道、関東からの来訪が特に多い

【観光関連産業従事者の特徴】
・仕事の満足度は非観光関連産業従事者
　とあまり違いはない
・宿泊施設は温泉エリアに集中している

住民

観光客
観光

関連産業
従事者

居住空間と
観光集積空間は

分離

観光関連産業
従事者が少なく
接点も少ない

観光客との接点は少なく
印象はあまり良くない

観光関連産業の
評価は低い

観光地としての評価は高いが
心理的距離感のある温泉エリア

行政（地域）

温泉エリア

地域資源の経験度や
観光施策の認知度が低い

観光に対する期待は高い



全
体
の
価
値
を
高
め
て
い
く
か 

④ 

地
域
資

源
の
保
全
と
活
用
を
両
立
さ
せ
て
い
く
か
。

ま
た
、そ
れ
ら
の
活
動
を
支
え
る 

⑤ 

人
材

と 

⑥  

組
織
を
い
か
に
整
え
、⑦ 

観
光
地
と

し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
を
形
成
し 

⑧ 

財
源
を
確

保
し
て
い
く
か
を
整
理
し
ま
す
（
図
１
）。

Ⅱ
部
（
事
例
編
）
で
は
当
財
団
で
お
手

伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
地
域
を
中
心

に
、
全
国
か
ら
10
の
事
例
を
取
り
上
げ
ま

す
。
多
様
な
主
体
の
そ
の
時
々
の
役
割
分

担
を
意
識
的
に
明
示
し
な
が
ら
、
Ⅰ
部
の

８
視
点
か
ら
「
観
光
地
経
営
」
の
ポ
イ
ン

ト
を
分
析
・
紹
介
し
ま
す
。

35 財団活動のいま…

「
観
光
立
国
」
の
動
き
と
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
の
進
展
と
が
相
ま
っ
て
、
全

国
各
地
で
観
光
振
興
へ
の
取
り
組
み
が
積

極
的
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
結
果
、
こ

れ
ま
で
「
観
光
地
」
と
は
認
識
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
様
々
な
地
域
へ
人
々
が
足
を
運

ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
国
内

の
旅
行
消
費
額
の
約
九
割
を
占
め
る
日
本

人
の
国
内
旅
行
に
よ
る
一
人
当
た
り
の
宿

泊
数
や
旅
行
消
費
額
は
長
期
低
迷
状
態

に
あ
り
、
地
域
間
競
争
は
激
し
さ
を
増
し

て
い
ま
す
。
旅
行
を
す
る
人
・
し
な
い
人

の
二
極
化
、
旅
行
者
の
成
熟
化
が
進
ん
で

い
る
な
か
で
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
選
ば
れ
る
「
観
光
地
」
と
な
り
、
現

地
で
満
足
し
て
い
た
だ
く
ハ
ー
ド
ル
も
さ

ら
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
な
か
で
観

光
地
が
持
続
的
に
存
続
し
て
い
く
た
め
に

は
、
他
の
観
光
地
と
の
差
別
化
や
来
訪
者

に
提
供
す
る
価
値
の
深
化
が
不
可
欠
で
、

今
や
そ
れ
を
狭
義
の
観
光
事
業
者
（
宿

泊
施
設
、
観
光
施
設
、
土
産
物
店
等
）
だ

け
で
担
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

観
光
地
を
訪
れ
る
人
（
来
訪
者
）、
観
光

地
で
暮
ら
す
人
（
住
民
）、
働
く
人
（
事

業
者
）
そ
れ
ぞ
れ
が
観
光
に
よ
る
経
済
的

効
果
と
社
会
的
効
果
、
地
域
と
し
て
の
活

性
化
を
実
感
で
き
な
け
れ
ば
、
持
続
性
は

保
ち
得
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
生
業
も
立
場
も
異

な
る
地
域
を
構
成
す
る
多
様
な
主
体
が

合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
、
観
光
地
の
持

続
的
な
発
展
の
た
め
に
一
定
の
方
針
（
ビ

ジ
ョ
ン
）
の
も
と
で
行
う
一
連
の
組
織
的

活
動
を
「
観
光
地
経
営
」
と
位
置
づ
け
、

地
域
側
に
求
め
ら
れ
る
視
点
と
具
体
的
な

事
例
を
紹
介
す
る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
「
観

光
地
経
営
の
視
点
と
実
践（
仮
称
）」の
作

成
に
取
り
組
む
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、当
財
団
が
一
九
六
三

年
（
昭
和
三
十
八
年
）
に
旅
行
部
門
（
現

㈱
ジ
ェ
イ
テ
ィ
ー
ビ
ー
）
を
分
離
し
現
在

の
調
査
研
究
機
関
に
改
組
し
た
五
十
周

年
事
業
の
ひ
と
つ
で
す
。

主
な
読
者
層
と
し
て
は
、「
観
光
地
経

営
」
に
携
わ
る
多
様
な
主
体
、
具
体
的
に

は
観
光
協
会
や
観
光
に
関
連
す
る
N
P
O

等
の
団
体
、
行
政
部
局
、
観
光
関
連
事

業
者
等
で
悩
み
な
が
ら
活
動
さ
れ
て
い
る

方
々
を
想
定
し
て
い
ま
す
。「
観
光
地
経

営
」
に
携
わ
る
日
々
多
忙
な
方
々
が
“
自

ら
”
学
び
た
い
時
に
学
べ
、
自
ら
の
地
域

に
当
て
は
め
て
仲
間
の
方
々
と
共
に
考

え
、
議
論
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
も
の
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

Ⅰ
部
（
理
論
編
）
で
は
「
観
光
地
経
営
」

に
必
要
な
８
視
点
―
い
か
に
し
て 

① 

地

域
の
状
況
を
的
確
に
捉
え 

② 

関
係
主
体
を

巻
き
込
ん
で
ビ
ジ
ョ
ン
を
つ
く
り 

③  

地
域

財
団
活
動
の
い
ま
…

Ⅰ部　観光地経営への８視点
視点１．地域の状況を的確に把握する
視点２．関係主体を巻き込んで、ビジョンをつくる
視点３．地域全体の価値を高める
視点４．地域資源の保全と活用を両立させる
視点５．多様な人材を発掘し、育てる
視点６．推進組織を見直し、実行力を高める
視点７．観光地としてのブランドを形成する
視点８．地域の財源を確保する

Ⅱ部　全国各地での観光地経営の試み10事例
（阿寒湖・鹿角・胎内・鳥羽・由布院　等）

図１　「観光地経営の視点と実践（仮称）」の主要構成

研
究
調
査
部

多
様
な
主
体
が
連
携
す
る
「
観
光
地
経
営
」の
一
助
に

～
当
財
団
改
組
後
五
十
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
進
行
中
の
テ
キ
ス
ト
づ
く
り



度
調
査
（
E
S
調
査
）」、「
観
光
地
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
D
M
S
）」「
観
光

地
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
」
の
三
本
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
C
S
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
調
査
や

テ
ー
マ
別
追
加
調
査
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
は
、
国
内
外
の
既
往
研
究
を
踏
ま
え
、

定
量
的
か
つ
普
遍
性
の
高
い
分
析
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
得
ら
れ
た
研
究

成
果
は
研
究
会
で
の
発
表
や
地
域
へ
の
情

報
発
信
だ
け
で
な
く
、
国
内
外
の
学
会
に

お
い
て
も
発
表
を
行
い
、
理
論
と
実
践
の

両
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
を
心
が

け
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
新
規
顧
客
獲
得
に
関
す
る

「
観
光
地
ブ
ラ
ン
ド
研
究
」
に
研
究
領
域

を
拡
大
し
ま
し
た
。
研
究
会
発
足
以
来
取

り
組
ん
で
き
た
C
S
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
研
究

と
一
体
的
に
研
究
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
、「
観
光
客
を
引
き
つ
け
、
満
足
し
て
も

ら
い
、
定
着
さ
せ
る
」
サ
イ
ク
ル
を
明
ら

か
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
観
光
地
づ
く
り
に
お
い
て
有

益
な
知
見
を
獲
得
し
、
広
め
て
い
く
た
め

に
、本
研
究
会
で
扱
う
テ
ー
マ
の
拡
大
と
、

各
研
究
内
容
の
深
化
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

（
研
究
員　

柿
島
あ
か
ね
）

「
地
域
の
現
況
と
目
指
す
姿
の
挟
間
で
、

ま
た
多
様
な
主
体
の
挟
間
で
、
複
数
の
視

点
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
現
場
で
統
合
し
て

い
く
『
観
光
地
経
営
』
の
理
論
と
実
践
を

わ
か
り
や
す
く
お
示
し
で
き
た
ら
…
…
」

と
い
う
思
い
で
、
来
年
秋
の
出
版
を
目
指

し
て
執
筆
中
で
す
。（

研
究
員　

石
山
千
代
）

観
光
調
査
部
は
十
三
人
の
研
究
員
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
二
○
一
一
年
度
は

二
十
九
本
の
受
託
調
査
、
五
本
の
自
主
事

業
・
研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
年
度

も
ほ
ぼ
同
様
の
ペ
ー
ス
と
規
模
で
調
査
研

究
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
は
当
部
で
実
施
し
て
い
る
自
主
研

究
、
特
に
「
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究

会
」（
以
下
、「
本
研
究
会
」）
に
焦
点
を

当
て
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
二
○
一
○

年
（
平
成
二
十
二
年
）
の
発
足
以
来
、
観

光
地
が
持
続
的
に
成
長
す
る
た
め
の
手
法

を
科
学
的
な
視
点
か
ら
捉
え
、
普
及
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
観
光
地
、
学
識
経

験
者
、
観
光
庁
、
当
財
団
（
事
務
局
）
の

四
者
が
協
働
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
本

研
究
会
発
足
に
あ
た
り
、ま
ず「
持
続
的
」

と
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス

の
総
体
と
し
て
観
光
客
が
ど
の
よ
う
な
経

験
や
体
験
を
し
、
ど
の
よ
う
な
気
分
に
な

れ
た
の
か
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
カ
ッ
プ
ル
旅
行
の
満
足
度
は

高
い
が
再
来
訪
意
向
は
低
い
、
一
人
旅
の

満
足
度
は
低
い
が
再
来
訪
意
向
は
高
い
と

い
っ
た
同
行
者
に
よ
る
違
い
が
見
ら
れ
る

等
の
興
味
深
い
結
果
も
得
ら
れ
ま
し
た
。

本
研
究
会
で
は
、
C
S
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ

調
査
以
外
に
も
、
観
光
地
づ
く
り
に
お
い

て
重
要
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
「
テ
ー
マ

別
追
加
調
査
」
と
し
て
、「
従
業
員
満
足
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な
観
点
か
ら
着
目
し
た
の
は
観
光
地
の

「
顧
客
維
持
」
で
し
た
。
そ
こ
で
、
全
国

の
会
員
七
十
二
地
域
（
二
○
一
二
年
十
一

月
現
在
）
を
対
象
に
、
観
光
地
の
フ
ァ
ン

づ
く
り
に
密
接
に
関
係
す
る
満
足
度
お
よ

び
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
の
水
準
・
構
造
を
明
ら

か
に
す
る
「
C
S
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
調
査
」

を
年
二
回
程
度
実
施
し
て
い
ま
す
。

C
S
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
調
査
を
実
施
し
た

結
果
、
個
別
の
サ
ー
ビ
ス
品
質
（
宿
泊
や

観
光
施
設
等
で
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
品

質
）
よ
り
も
観
光
客
が
来
訪
時
に
喚
起
さ

れ
た「
感
情
」の
評
価
が
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
に

影
響
を
与
え
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
か
ら
、
観
光
地
の
満
足
度
向
上

に
お
い
て
は
、
宿
泊
、
食
事
等
の
個
別
の

サ
ー
ビ
ス
品
質
を
一
つ
ひ
と
つ
上
げ
る
こ

財団活動のいま…

第3回全体研究会の様子
※観光地マネジメント研究会の詳細はhttp://sdmr.jp/をご参照ください。

観
光
調
査
部

観
光
地
の
持
続
的
な
成
長
手
法
を
科
学
的
な
視
点
か
ら
考
え
る

「
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
」
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少
年
の
こ
ろ
、
九
州
の
南
端
部
を
地
図
で
見
る
た
び
に
何
か
恐
い
よ
う
な
気
が
し

た
。
カ
ニ
の
鋏
の
よ
う
に
半
島
が
二
つ
突
き
出
て
い
て
、一
つ
は
竜
の
頭
と
似
て
い
る
。

も
う
一
つ
は
ワ
ニ
の
口
の
よ
う
に
尖
っ
て
い
る
。
ま
ん
中
に
桜
島
と
い
っ
て
、
い
ま
も

火
を
吹
く
山
が
あ
る
。
西
郷
隆
盛
と
い
う
ス
ゴ
イ
人
の
出
た
と
こ
ろ
だ
。
竜
の
頭
の

と
こ
ろ
か
ら
特
攻
隊
が
飛
び
立
っ
た
―
―
。

九
州
新
幹
線
が
で
き
て
、福
岡
か
ら
鹿
児
島
ま
で
、も
っ
と
も
速
い
便
だ
と
一
時

間
十
七
分
。
朝
、
東
京
を
発
っ
て
夜
遅
く
着
く
と
こ
ろ
が
、
お
昼
を
少
し
ま
わ
っ
た

時
刻
に
、
す
で
に
鹿
児
島
の
駅
頭
で
珈
琲
を
飲
ん
で
い
る
。
キ
ツ
ネ
に
つ
ま
ま
れ
た

思
い
で
、あ
ら
た
め
て
地
図
を
な
が
め
た
。あ
い
か
わ
ら
ず
カ
ニ
の
鋏
と
似
て
い
る
が
、

小
犬
が
ジ
ャ
レ
合
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
南
国
の
太
陽
は
ど
こ
ま
で
も
明
る

く
、
桜
島
は
稜
線
の
上
に
白
い
噴
煙
を
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
の
よ
う
に
の
せ
て
い
た
。

鹿
児
島
中
央
駅
前
を
出
る
と
、
バ
ス
は
一
路
南
下
し
た
。
指い

ぶ
す
き宿

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
は

薩
摩
半
島
の
湾
側
の
海
岸
と
平
行
に
走
っ
て
い
く
。
眺
望
の
い
い
山
沿
い
を
行
く
の

で
「
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
」
の
名
が
つ
い
た
の
だ
ろ
う
が
、
一
時
間
ち
か
く
走
っ
て
か
ら
文

字
ど
お
り
「
ス
カ
イ
」
を
め
ざ
す
よ
う
に
山
腹
へ
と
駆
け
上
が
り
、
そ
の
ま
ま
走
り
つ

づ
け
る
。
斜
面
に
茶
畑
が
つ
づ
き
、
世
に
知
ら
れ
た
「
知ち

覧ら
ん

茶
」
を
思
い
出
し
た
。
そ

れ
に
し
て
も
こ
ん
な
山
並
み
の
中
に
、
ど
う
し
て
町
が
あ
り
得
よ
う
。
き
っ
と
ま
た
下

り
に
か
か
っ
て
平
地
に
出
る
に
ち
が
い
な
い
。
そ
う
思
い
か
け
た
と
た
ん
、
や
に
わ
に

美
し
い
通
り
に
走
り
こ
ん
だ
。
山
が
切
れ
た
瞬
間
に
、こ
の
身
は
す
で
に
町
内
に
い
る
。

剛
直
と
繊
細 
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通
り
の
わ
き
の
用
水
路
を
澄
ん
だ
水
が
流
れ
て
い
る
。
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
は
近

年
に
整
備
さ
れ
た
の
か
、
電
柱
が
一
本
も
な
く
定
規
を
あ
て
た
よ
う
に
ま
っ
す
ぐ
で
、

広
大
な
空
に
ひ
ら
い
て
い
る
。
税
務
署
、
市
役
所
、
そ
の
わ
き
を
川
が
横
切
り
、
緑

の
生
け
垣
の
通
り
へ
と
入
っ
て
い
く
。
樹
齢
何
百
年
か
の
老
木
が
そ
び
え
、
辺
り
は

静
ま
り
返
っ
て
い
て
、
耳
を
す
ま
す
と
川
音
が
聞
こ
え
る
よ
う
だ
。
ま
た
し
て
も
キ

ツ
ネ
に
つ
ま
ま
れ
た
思
い
が
し
た
。

江
戸
時
代
か
ら
の
薩
摩
の
歴
史
を
知
ら
な
い
と
、
山
中
に
突
如
、
風
格
の
あ
る
町

が
あ
ら
わ
れ
る
理
由
が
わ
か
ら
な
い
。
幕
藩
体
制
が
と
と
の
う
の
を
見
す
ま
し
て
、

江
戸
幕
府
は
一
国
一
城
令
を
出
し
た
。
一
つ
の
国
に
城
は
一
つ
だ
け
、
あ
と
は
す
べ
て

取
り
壊
し
を
命
じ
た
。
不
穏
な
分
子
が
根
城
に
す
る
余
地
を
与
え
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
外
様
大
名
の
薩
摩
・
島
津
氏
は
「
外と

城じ
ょ
う」

制
を
と
っ
た
。
藩
内
を

こ
ま
か
く
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
は
数
村
、
大
き
い
と
こ
ろ
は
数
十
村
を
含
み
、「
麓
」

あ
る
い
は
「
府ふ

下も
と

」
と
称
し
た
。
行
政
府
を
御お

仮か
り

屋や

と
い
っ
て
、
前
の
通
り
が
「
城

馬
場
」、
こ
れ
が
「
本
馬
場
」
に
つ
づ
く
。
馬
場
は
大
路
の
意
味
で
、
そ
こ
に
「
外

城
衆
中
」（
郷
士
）
が
居
住
し
て
い
た
。
外
城
衆
中
は
レ
ッ
キ
と
し
た
藩
士
な
が
ら
禄

を
い
た
だ
く
の
で
は
な
く
、
拝
領
し
た
土
地
で
農
業
を
営
み
、
一
朝
こ
と
あ
れ
ば
武

装
し
て
出
陣
す
る
。
い
わ
ば
農
民
武
士
で
あ
る
。
つ
ね
に
幕
府
か
ら
警
戒
さ
れ
て
い

た
薩
摩
は
、
本
拠
地
の
鶴
丸
城
は
ご
く
貧
弱
な
城
郭
に
と
ど
め
、
領
内
一
円
に
目
に

見
え
な
い
防
御
の
ネ
ッ
ト
を
張
り
め
ぐ
ら
せ
て
い
た
。
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当
初
は
領
内
に
百
二
、
最
終
的
に
は
百
十
三
の
外
城
が
あ
っ
た
。
い
ま
で
も
旧
領

内
に
あ
た
る
鹿
児
島
県
と
宮
崎
県
南
部
に
、
出
水
市
麓
町
、
加
世
田
麓
、
吾あ

い
ら平

町
麓
、

田
代
麓
な
ど
の
地
名
が
あ
っ
て
、
歴
史
的
由
緒
を
と
ど
め
て
い
る
。
知
覧
麓
も
そ
の

一
つ
で
、
宝
暦
年
間
と
い
う
か
ら
一
八
世
紀
半
ば
に
、
い
ま
見
る
よ
う
な
形
態
が
と

と
の
っ
た
。

観
光
バ
ス
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
や
っ
て
く
る
。
知
覧
に
は
旧
外
城
侍
の
屋
敷
が
よ
く
残

っ
て
い
て
、
御
仮
屋
跡
に
つ
づ
く
一
帯
が
国
選
定
・
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
、

ま
た
建
物
に
付
属
し
た
庭
園
が
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
屋
敷
は
ス
イ
カ
ほ
ど

の
大
き
さ
の
切
石
や
自
然
石
の
石
垣
で
囲
ま
れ
、
さ
ら
に
石
垣
の
上
は
柞ゆ

す

な
ど
の
木

の
生
け
垣
に
な
っ
て
い
て
、
中
が
見
え
な
い
。
門
を
入
る
と
直
角
に
曲
が
り
、
城
郭

に
見
る
「
枡
形
」
の
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
お
り
、
屋
敷
そ
の
も
の
が
防
御
の
城
の
つ

く
り
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

柵
を
し
て
立
ち
入
り
を
断
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
お
お
か
た
は
庭
園
見
物

の
門
が
開
か
れ
て
い
る
。
観
光
バ
ス
組
は
集
団
の
強
み
で
、
こ
だ
わ
り
な
く
ド
ヤ
ド

ヤ
と
他
人
の
家
へ
入
っ
て
い
く
。
団
体
組
が
消
え
る
と
辺
り
が
急
に
静
ま
り
、
石

垣
と
生
け
垣
の
通
り
が
粛
然
と
の
び
て
い
る
。
本
馬
場
も
枡
形
状
に
曲
が
っ
て
い
て
、

先
が
見
通
せ
な
い
。
そ
の
せ
い
か
我
知
ら
ず
不
思
議
な
迷
路
に
入
り
こ
ん
だ
感
じ

で
あ
る
。

道
路
が
屈
曲
し
た
と
こ
ろ
に
「
二
ツ
家
」
と
よ
ば
れ
る
村
落
の
住
居
が
移
築
さ
れ

て
い
る
。
カ
ギ
形
を
し
て
い
て
、
こ
れ
に
納
屋
が
つ
い
た
。
床
の
間
の
横
に
仏
壇
が

あ
っ
て
、
鴨
居
に
は
天
皇
・
皇
后
、
ま
た
皇
太
子
と
妃
の
写
真
が
掲
げ
て
あ
る
。
か

つ
て
は
ど
の
家
に
も
見
ら
れ
た
日
常
の
風
景
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

標
高
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
ち
か
い
高
台
に
あ
っ
て
知
覧
麓
は
孤
立
し
た
け
は
い
だ

が
、
む
ろ
ん
軍
用
路
を
兼
ね
た
道
が
八
方
に
の
び
、
ほ
か
の
外
城
と
結
ば
れ
て
い
た
。

町
の
南
部
は
木き

佐さ

貫ぬ
き

原ば
ら

と
い
っ
て
、
広
大
な
台
地
が
ひ
ろ
が
り
、
ゆ
る
や
か
に
南
の

海
へ
と
下
っ
て
い
く
。
こ
の
独
特
の
地
形
が
昭
和
に
な
っ
て
、
町
の
運
命
を
大
き
く

変
え
た
。

鹿
児
島
県
は
も
と
も
と
本
州
最
南
端
と
い
う
地
理
的
条
件
に
よ
っ
て
、
軍
事
的

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
ア
メ
リ
カ
と
の
開
戦
に
突
入
し
た
真
珠
湾
攻
撃

は
、
鹿
児
島
の
錦
江
湾
を
訓
練
地
に
し
た
し
、
南
方
へ
の
中
継
ぎ
を
す
る
兵へ

い

站た
ん

地
、

ま
た
後
方
基
地
と
し
て
重
視
さ
れ
て
き
た
。
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）、
知
覧
町

郊
外
の
木
佐
貫
原
に
陸
軍
の
飛
行
訓
練
所
が
つ
く
ら
れ
た
。
航
空
兵
養
成
の
た
め

の
施
設
で
あ
っ
て
、
そ
の
か
ぎ
り
で
は
県
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
軍
事
関
係

の
施
設
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
。
だ
が
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）、
こ
こ
が
特
攻
隊
出

撃
の
本
部
と
な
り
、
以
来
、
日
本
人
の
記
憶
の
な
か
で
「
知
覧
」
が
特
攻
隊
と
同

義
語
に
な
っ
た
。

最
初
の
海
軍
特
攻
隊
が
編
成
さ
れ
た
の
は
昭
和
十
九
年
十
月
で
あ
る
。
先
立
っ
て

マ
リ
ア
ナ
沖
海
戦
の
敗
北
。
戦
略
的
要
衝
だ
っ
た
サ
イ
パ
ン
が
陥
落
。
さ
ら
に
レ
イ 外城侍の屋敷門
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戦
死
と
は
い
わ
ず
「
散さ

ん

華げ

」
と
い
っ
た
。
新
明
解
国
語
辞
典
に
よ
る
と
、「
花
と
散

る
こ
と
（
戦
死
を
美
化
し
た
表
現
）」
で
あ
る
。

台
地
の
裾
を
ま
わ
り
こ
む
か
た
ち
に
広
い
道
が
の
び
て
い
て
、
両
側
に
石
灯
籠
が

並
ん
で
い
る
。
戦
後
、
知
覧
特
攻
慰
霊
顕
彰
会
が
つ
く
ら
れ
、
一
〇
三
六
人
の
霊
を

ま
つ
る
一
〇
三
六
の
石
灯
籠
を
よ
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
た
ち
ま
ち
そ
の
数
を
こ
え
た

と
い
う
。
広
場
と
桜
並
木
、
大
駐
車
場
、
奥
に
特
攻
平
和
観
音
堂
。
本
尊
は
法
隆

寺
の
「
夢
違
い
観
音
」
を
模
し
た
そ
う
だ
。
悪
い
夢
を
良
い
夢
に
変
え
る
ホ
ト
ケ
と

い
う
が
、ま
っ
た
く
遺
族
に
と
っ
て
は
、い
ま
も
っ
て
悪
夢
と
し
か
思
え
な
い
だ
ろ
う
。

駐
車
場
に
大
型
バ
ス
が
出
入
り
し
て
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
人
の
列
が
や
っ
て
く
る
。
平

和
会
館
に
は
隊
員
た
ち
の
遺
書
、
日
記
、
手
紙
、
寄
せ
書
き
、
写
真
な
ど
が
展
示
さ

れ
て
い
て
、
制
服
の
中
学
生
や
高
校
生
が
神
妙
な
顔
で
見
つ
め
て
い
る
。

「
悠
久
の
大
義
」「
神
国
不
滅
」「
護
国
の
霊
」「
堅
忍
不
抜
」
…
…
。
隊
員
の
お
お

か
た
は
十
七
歳
か
ら
二
十
歳
前
後
。
書
き
の
こ
し
た
も
の
に
判
で
お
し
た
よ
う
に
出

て
く
る
の
は
、
時
代
の
常
套
句
で
あ
っ
て
、
こ
と
ご
と
に
指
導
者
た
ち
が
口
に
し
て

い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
と
り
わ
け
若
い
、
純
な
心
を
呪
縛
し
た
。
美
辞
麗
句
と
い

う
し
か
な
い
常
套
句
を
通
し
て
も
、「
大
東
亜
戦
争
」
な
る
も
の
の
特
異
さ
、
異
様

さ
が
ま
ざ
ま
ざ
と
見
え
て
く
る
。

テ
レ
ビ
が
特
攻
攻
撃
の
実
写
フ
ィ
ル
ム
を
流
し
て
い
た
。
む
ろ
ん
ア
メ
リ
カ
軍
が

撮
っ
た
も
の
で
、
一
定
の
間
隔
を
と
り
な
が
ら
、
ま
っ
し
ぐ
ら
に
戦
闘
機
が
飛
ん
で

く
る
。
当
初
は
た
し
か
に
一
定
の
戦
果
が
あ
っ
た
。
人
間
の
操
縦
す
る
飛
行
機
が
、

ま
さ
か
そ
の
ま
ま
軍
艦
に
突
っ
こ
ん
で
く
る
な
ど
と
ア
メ
リ
カ
軍
は
思
わ
な
か
っ
た

か
ら
だ
。
だ
が
肉
弾
作
戦
を
見
き
わ
め
る
と
、
対
策
も
早
か
っ
た
。
実
写
フ
ィ
ル
ム

で
は
、
飛
来
し
て
く
る
戦
闘
機
を
高
射
砲
が
狙
い
を
定
め
、
ま
る
で
ゲ
ー
ム
の
よ
う

に
射
ち
落
と
し
て
い
く
。

特
攻
隊
員
は
戦
中
こ
そ
ヒ
ー
ロ
ー
だ
っ
た
が
、
戦
後
は
「
特
攻
帰
り
」
の
名
で
侮

あ
な
ど

り
を
受
け
た
。
考
え
の
な
い
無
鉄
砲
な
突
貫
小
僧
を
意
味
し
て
お
り
、
遺
族
は
二
重

の
苦
し
み
に
さ
ら
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
宮
本
雅
史
『「
特
攻
」
と
遺
族
の
戦
後
』（
角

テ
沖
海
戦
で
も
敗
れ
、「
無
敵
」を
豪
語
し
て
い
た
連
合
艦
隊
は
壊
滅
状
態
に
な
っ
た
。

苦
し
ま
ぎ
れ
に
海
軍
の
あ
み
出
し
た
の
が
飛
行
機
に
よ
る
特
攻
作
戦
で
あ
っ
て
、
そ

れ
が
い
か
に
展
望
の
な
い
神
だ
の
み
の
作
戦
だ
っ
た
か
は
、
公
式
に
も
「
神
風
特
別

攻
撃
隊
」
と
称
し
、
最
初
の
四
隊
が
「
敷
島
隊
」「
大
和
隊
」「
朝
日
隊
」「
山
桜
隊
」

と
名
づ
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
だ
ろ
う
。
本
居
宣
長
の
「
し
き
島
の　

や
ま

と
ご
こ
ろ
を　

人
と
は
ば　

朝
日
に
に
ほ
ふ　

山
ざ
く
ら
花
」
に
ち
な
ん
で
い
る
。

古
歌
に
よ
っ
て
雅
び
や
か
に
命
名
し
、
死
を
運
命
づ
け
て
送
り
出
し
た
。

昭
和
二
十
年
三
月
、
ア
メ
リ
カ
軍
沖
縄
諸
島
に
上
陸
。
追
い
つ
め
ら
れ
た
大
本
営

は
特
攻
隊
を
陸
軍
で
も
編
成
す
る
こ
と
と
な
り
、
南
九
州
の
飛
行
訓
練
所
に
白
羽
の

矢
が
立
っ
た
。
特
攻
作
戦
は
敗
戦
の
八
月
ま
で
つ
づ
け
ら
れ
、
一
〇
三
六
人
の
若
者

が
飛
び
立
っ
て
二
度
と
帰
ら
な
か
っ
た
。
ち
な
み
に
海
軍
は
二
五
一
二
人
。
軍
部
は

特攻隊員
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「
特
攻
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
す
ぎ
て
隠
れ
て
い
る
が
、
知
覧
は
元
来
、
い
た
っ
て
生

産
性
の
高
い
土
地
な
の
だ
。
外
城
が
置
か
れ
た
の
も
豊
饒
の
地
を
見
こ
し
て
の
こ
と
。

薩
摩
を
発
祥
と
す
る
サ
ツ
マ
イ
モ
は
も
と
よ
り
、
い
ま
も
野
生
の
茶
樹
が
見
ら
れ
、

知
覧
茶
の
は
じ
ま
り
を
伝
え
て
い
る
。
県
茶
業
試
験
場
が
あ
っ
て
、
紅
茶
栽
培
を
奨

励
し
た
結
果
、
現
在
は
お
茶
よ
り
も
紅
茶
の
生
産
が
ず
っ
と
多
い
。
タ
バ
コ
栽
培
は

少
な
く
な
っ
た
が
、
代
わ
っ
て
畜
産
が
活
発
に
な
っ
た
。
な
に
し
ろ
南
面
に
ひ
ら
け

た
広
大
な
台
地
な
の
だ
。
さ
ら
に
海
岸
部
に
は
「
塩
屋
」
や
「
浦
」
を
い
た
だ
く
地

名
が
ち
ら
ば
っ
て
お
り
、古
く
か
ら
漁
場
と
し
て
ひ
ら
け
て
き
た
。
山
の
幸
、野
の
幸
、

海
の
幸
が
ほ
ど
よ
く
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
暮
ら
し
を
い
ろ
ど
っ
て
き
た
。「
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
知
覧
」
に
は
驚
く
ほ
ど
多
岐
に
わ
た
る
民
俗
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
た
が
、
そ

れ
だ
け
豊
か
な
土
地
柄
が
見
て
と
れ
た
。

も
し
か
す
る
と
「
薩
摩
っ
ぽ
」
と
い
っ
た
大
ざ
っ
ぱ
な
言
い
方
が
い
け
な
い
の
か

も
し
れ
な
い
。
十
把
ひ
と
か
ら
げ
に
男
く
さ
い
の
で
ま
と
め
た
表
現
で
あ
る
。
さ
ら

に
薩
摩
名
産
が
、か
ら
い
も
、ぶ
ん
た
ん
、さ
と
う
き
び
、さ
つ
ま
白
浪
と
き
て
い
る
。

剛
直
で
野
太
い
声
や
、
も
み
上
げ
の
長
い
色
黒
の
赤
ら
顔
を
思
い
浮
か
べ
て
も
、
そ

こ
に
繊
細
な
神
経
は
見
な
い
も
の
だ
。
黒
い
影
と
、
奇
妙
な
ま
で
の
静
け
さ
を
思
っ

た
り
し
な
い
。

だ
が
鹿
児
島
を
訪
れ
、
夜
の
海
岸
に
立
ち
、
夜
ふ
け
の
桜
島
を
見
る
と
き
、
見
方
、

考
え
方
が
か
わ
る
だ
ろ
う
。
キ
ラ
キ
ラ
し
た
月
波
の
向
こ
う
に
、
凝
然
と
怪
異
な
火

の
山
が
そ
そ
り
立
っ
て
い
る
。
海
面
か
ら
突
き
出
て
、
左
右
に
稜
線
を
引
い
て
い
る
。

そ
の
線
が
途
中
で
プ
ツ
リ
と
切
れ
て
、
不
格
好
に
折
れ
曲
が
り
、
ま
ん
中
に
巨
大
な

噴
火
口
を
か
か
え
、
ま
わ
り
に
は
樹
木
一
つ
な
く
草
も
な
い
。

火
の
山
で
あ
っ
て
同
時
に
死
の
山
で
あ
る
。
た
え
ず
噴
煙
に
つ
つ
ま
れ
た
凶
暴
な

荒
れ
山
だ
。
薩
摩
隼は

や

人と

は
そ
ん
な
山
を
な
が
め
て
育
っ
た
。
西
欧
に
は
「
月
光
は
狂

気
を
も
た
ら
す
」
と
い
う
意
味
の
言
い
方
が
あ
る
が
、
月
の
光
の
下
に
な
が
め
た
死

の
山
は
、
も
の
狂
し
い
思
い
を
呼
び
お
こ
さ
な
い
だ
ろ
う
か
。
の
こ
さ
れ
て
い
る
西

郷
隆
盛
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
も
推
測
で
き
る
が
、
人
な
つ
っ
こ
さ
の
反
面
、
い
つ
も

川
書
店
）
に
は
、
遺
族
に
届
い
た
一
枚
の
明
細
書
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
死
亡
通
知

書
に
つ
い
て
い
た
も
の
で
、「
葬
祭
料
67
円
50
銭
、
供
物
料
１
０
０
円
、
召
集
旅
費

７
円
60
銭
、
家
族
出
頭
費
３
円
85
銭
」、
空
欄
に
４
０
０
円
と
あ
っ
て
、
計
５
７
８

円
95
銭
。
つ
ま
り
こ
れ
が
国
家
の
認
定
し
た
一
つ
の
命
の
値
段
だ
っ
た
。

重
い
心
で
山
裾
の
道
を
も
ど
っ
て
い
っ
た
。
南
国
の
空
は
あ
く
ま
で
明
る
く
、
緑

が
濃
い
。
ま
る
で
自
分
が
い
ま
白
昼
夢
を
見
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
く
る
。
そ
う

い
え
ば
遺
品
の
中
に
詩
の
よ
う
な
記
述
が
あ
っ
た
。

   

あ
ん
ま
り
緑
が
美
し
い

   

今
日
こ
れ
か
ら

   

死
に
に
行
く
事
す
ら

   

忘
れ
て
し
ま
い
そ
う
だ
。

富
山
県
出
身
の
二
十
二
歳
の
青
年
は
、
昭
和
二
十
年
六
月
六
日
に
出
撃
し
て
戦
死

し
た
。
飛
び
立
つ
前
に
し
た
た
め
た
遺
書
に
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。

   

真
青
な
空

   

ぽ
か
ん
と
浮
ぶ
雲

   

六
月
の
知
覧
は

   

も
う
セ
ミ
の
声
が
し
て

   

夏
を
思
わ
せ
る

小
鳥
が
し
き
り
に
さ
え
ず
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
仲
間
の
隊
員
が
小
声
で
言
っ
た
。

「
俺
も
こ
ん
ど
は
小
鳥
に
な
る
よ
」。
出
撃
し
て
い
っ
た
青
年
た
ち
に
は
、
ほ
と
ん
ど

死
の
意
識
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
だ
生
き
て
い
る
こ
と
の
ほ
う
が
不

思
議
に
思
え
た
か
も
し
れ
な
い
。
ひ
と
と
き
あ
と
、
一
切
の
思
い
を
絶
ち
切
る
よ
う

に
し
て
プ
ロ
ペ
ラ
の
轟
音
に
つ
つ
ま
れ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
歴
史
は
お
り
お
り
意
地
の
悪
い
い
た
ず
ら
を
す
る
。
軍
部
が
知
覧

を
特
攻
本
部
に
し
た
の
は
地
理
的
条
件
に
よ
っ
て
だ
が
、
散
華
―
花
と
散
る
―
散

ら
ん
―
知
覧
で
も
あ
っ
て
、
地
名
が
そ
の
ま
ま
運
命
の
糸
と
き
つ
く
結
ば
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
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深
い
孤
独
感
を
抱
い
て
い
た
よ
う
だ
。
若
い
こ
ろ
月
照
と
い
う
若
い
僧
と
と
も
に
錦

江
湾
に
身
を
投
じ
た
。
煩
悶
の
は
て
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
む
し
ろ
月
の
光
に
さ
そ

わ
れ
て
の
こ
と
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
か
た
わ
ら
に
生
ま
身
の
「
月
照
」
が
い
た

と
し
た
ら
、
何
と
し
て
も
足
下
の
錦
江
に
飛
ば
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
武
人
以

上
に
詩
人
の
作
法
と
い
う
も
の
だ
。

薄
闇
の
ひ
ろ
が
る
夕
方
、
旧
外
城
衆
中
の
通
り
は
静
ま
り
返
っ
て
い
た
。
あ
い
だ

に
小
路
を
ま
じ
え
た
石
垣
と
生
け
垣
の
別
天
地
は
、
強
い
使
命
感
と
と
も
に
繊
細
な

美
意
識
の
も
と
に
形
成
さ
れ
て
い
る
。
外
城
侍
た
ち
は
「
輪り

ん

番ば
ん

」
と
い
う
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
城
下
に
出
府
し
た
。
そ
し
て
同
僚
た
ち
と
語
ら
い
、
新
し
い
情
報
を
交
換

し
た
。
剛
直
と
繊
細
を
合
わ
せ
も
つ
武
家
屋
敷
の
様
相
が
、
農
民
に
し
て
武
人
の

姿
を
と
ど
め
て
い
る
。

民
俗
資
料
の
一
つ
に
「
天て

ん

吹ぷ
く

」
と
い
う
楽
器
が
あ
っ
た
。
竹
で
で
き
て
い
て
尺
八

と
似
て
い
る
が
、
ず
っ
と
小
さ
い
。
小
さ
い
な
が
ら
音
は
リ
ョ
ウ
リ
ョ
ウ
と
鳴
り
ひ

び
い
て
、尺
八
よ
り
も
な
お
哀
切
な
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
。取
り
入
れ
が
終
わ
る
と
、

誇
り
高
い
外
城
侍
た
ち
は
月
光
の
下
で
そ
ん
な
楽
器
を
吹
き
鳴
ら
し
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
。

麓
川
の
水
が
水
路
に
導
い
て
あ
っ
て
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
沿
い
に
水
の
帯
を
つ

く
っ
て
い
る
。
伝
統
の
あ
る
町
に
通
例
だ
が
、
和
菓
子
の
店
が
品
の
い
い
ア
ン
物
を

つ
く
っ
て
お
り
、
二
つ
ば
か
り
い
た
だ
い
て
、
気
持
の
い
い
夕
暮
れ
の
な
か
バ
ス
を

待
っ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
我
慢
で
き
ず
、
包
み
を
ひ
ら
い
て
パ
ク
つ
い
た
。
こ
し
の

あ
る
モ
チ
の
よ
う
な
感
触
で
、
ほ
ど
の
い
い
甘
み
が
口
中
に
ひ
ろ
が
っ
た
。
す
ぐ
前

の
店
先
に
青
く
て
丸
い
も
の
が
段
ボ
ー
ル
に
積
ん
で
あ
っ
た
。
マ
ク
ワ
瓜
ら
し
く
、

西
郷
ド
ン
の
お
腹
の
よ
う
に
丸
々
し
て
い
る
。
そ
の
ふ
く
ら
み
と
重
量
感
に
、
自
分

が
南
国
に
い
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
た
。

（
い
け
う
ち　

お
さ
む
）

付
記
。
遺
書
の
引
用
は
高
岡
修
編
『
新
編 

知
覧
特
別
攻
撃
隊
』（
ジ
ャ
プ
ラ
ン
刊
）に
よ
る
。

知覧の旧外城



　子
供
は
観
光
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
が
あ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
は
、
近
年
、
著
し

く
観
光
業
が
発
展
し
て
い
る
場
所
の
ひ
と
つ
だ
。
外
国
人
訪
問
客
数
は
二
〇
〇
五
年

の
約
百
四
十
万
人
か
ら
二
〇
一
二
年
の
約
三
百
万
人
に
、
ほ
ぼ
倍
増
し
た
。
国
全
体

で
見
て
も
観
光
は
、
繊
維
業
に
次
ぐ
主
要
産
業
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
方
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、
い
ま
だ
世
界
最
貧
国
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。

そ
し
て
、
一
九
七
〇
年
代
、
ポ
ル
ポ
ト
の
独
裁
に
よ
り
人
口
の
お
よ
そ
二
五
％
が
虐

殺
さ
れ
た
傷
痕
は
、
今
な
お
人
々
の
中
に
色
濃
く
残
っ
て
い
る
。

今
回
の
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
行
き
は
、
父
が
卒
業
生
で
あ
る
コ
ー
ネ
ル
大
学
ホ
テ
ル

経
営
学
科
の
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
卒
業
生
が
集
ま
る
会
に
家
族
で
参
加
し
た

も
の
だ
っ
た
。
毎
年
、
各
国
持
ち
回
り
で
卒
業
生
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
身
国
や
居

住
国
で
開
催
す
る
。

参
加
者
の
目
的
は
、
い
つ
し
か
最
長
老
に
な
っ
た
父
が
何
よ
り
そ
う
で
あ
る
よ
う

に
、
ま
ず
友
人
と
旧
交
を
温
め
合
う
こ
と
だ
が
、
毎
回
、
観
光
な
ど
お
楽
し
み
の

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
と
と
も
に
、
一
日
は
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
開
催
国
の
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
産
業
に
関
す
る
勉
強
も
す
る
。

そ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
、
観
光
業
が
躍
進
す
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
、
観
光
を
め
ぐ

る
光
と
影
を
垣
間
見
る
機
会
が
あ
っ
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
、躍
進
す
る
観
光
の
光
と
影

旅
行
作
家　
　
　
　

山
口
　
由
美

連載Ⅱ
ホスピタリティーの

手触り73
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ま
ず
目
を
引
い
た
の
は
、
参
加
者
に
配
ら
れ
た
資
料
に
あ
っ
た
「
子
供
は
観
光
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」と
い
う
、
ド
キ
リ
と
す
る
一
文
が
書
か
れ
た
黄
色

い
し
お
り
だ
っ
た
。
続
い
て「
孤
児
院
を
訪
問
す
る
前
に
考
え
て
く
だ
さ
い
」と
あ
る
。

近
年
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
人
気
を
呼
ん
で
い
る
「
孤
児
院
訪
問
ツ
ア
ー
」
に
警
鐘
を

鳴
ら
す
N
G
O
の
活
動
を
紹
介
す
る
も
の
だ
っ
た
。

実
際
、「
カ
ン
ボ
ジ
ア
」「
孤
児
院
」「
ツ
ア
ー
」
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
検
索
す
る
と
、
た
く
さ
ん
の
「
孤
児
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
」
な
る
も

の
が
出
て
く
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
を
最
初
か
ら
目
的
に
し
て
組
ま
れ
た
ツ
ア
ー

も
あ
れ
ば
、
一
日
、
半
日
の
手
軽
な
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
も
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
と
い
う
も
の
、
そ
れ
自
体
が
悪
い
の
で
は
な
い
。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
お
け
る
が
れ
き
処
理
な
ど
、
現
地
で
必
要
と
さ
れ
る

労
働
力
の
提
供
を
目
的
と
し
た
ツ
ア
ー
が
復
興
の
一
役
を
担
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
だ
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
「
孤
児
院
訪
問
ツ
ア
ー
」
が
問
題
な
の
は
、
旅
行

者
が
孤
児
院
を
訪
れ
て
子
供
た
ち
と
遊
ぶ
こ
と
が
、
本
当
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ど
う
か
疑
問
だ
か
ら
だ
。

警
鐘
を
鳴
ら
す
N
G
O
は
、
孤
児
た
ち
に
必
要
な
の
は
、
親
に
代
わ
っ
て
長
期

間
、
安
定
し
た
関
係
性
を
築
け
る
保
護
者
で
あ
り
、
短
期
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

む
し
ろ
彼
ら
の
心
に
よ
い
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
い
う
。
そ
れ
に
年
に
一
度
か
二
度
、

特
定
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
団
体
が
訪
問
す
る
の
な
ら
と
も
か
く
、
毎
日
、
入
れ
代

わ
り
立
ち
代
わ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
大
人
が
遺
跡
観
光
と
同
じ
よ
う
に
孤
児
院
に
や
っ

て
く
る
状
況
は
、
や
は
り
普
通
で
は
な
い
。

参
加
費
の
一
部
が
寄
付
と
な
り
、一
日
な
り
半
日
、
子
供
た
ち
の
遊
び
相
手
に
な
る
。

そ
れ
は
、
確
か
に
一
見
、
好
ま
し
い
行
為
だ
。
参
加
者
側
か
ら
す
れ
ば
、
最
貧
国

を
観
光
旅
行
す
る
こ
と
の
引
け
目
を
埋
め
合
わ
せ
し
、
そ
の
国
を
本
当
に
理
解
し

た
と
思
う
の
か
も
し
れ
な
い
。
何
か
「
よ
い
こ
と
を
す
る
」
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の

旅
に
さ
ら
な
る
意
味
を
持
た
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
旅
行

者
が
、「
よ
い
こ
と
を
し
た
」
と
満
足
す
る
た
め
に
子
供
た
ち
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
健
全
な
こ
と
で
は
な
い
。
N
G
O
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
観
光
に
孤
児
院
が

組
み
込
ま
れ
る
こ
と
で
、
孤
児
の
数
自
体
が
減
っ
て
い
る
の
に
孤
児
院
の
数
は
増
え

て
い
る
矛
盾
と
、
そ
の
裏
で
、
親
の
い
る
子
供
た
ち
ま
で
も
が
孤
児
院
で
生
活
す
る

矛
盾
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
。

こ
れ
ま
で
多
く
の
発
展
途
上
国
を
旅
し
て
き
て
思
う
こ
と
は
、
本
来
、
観
光
業

ほ
ど
、
投
資
す
る
資
本
が
少
な
く
て
済
み
、
そ
の
国
の
人
た
ち
が
誇
り
を
持
て
る

産
業
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

貧
し
く
て
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
と
寄
付
を
受
け
る
よ
り
、
そ
の
国
の
自
然
や
遺

跡
が
素
晴
ら
し
い
と
評
価
さ
れ
、
対
価
が
支
払
わ
れ
る
ほ
う
が
、
そ
の
国
の
人
た
ち

に
と
っ
て
、
ず
っ
と
幸
せ
な
こ
と
だ
。
つ
ま
り
、
孤
児
院
に
行
く
よ
り
も
、
ア
ン
コ

ー
ル
ワ
ッ
ト
を
見
学
し
て
、
ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
し
て
、
お

土
産
を
買
い
、
普
通
に
観
光
旅
行
を
す
る
ほ
う
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
い
う
国
に
対
す

る
リ
ス
ペ
ク
ト
に
な
る
。
今
、
多
く
の
ホ
テ
ル
な
ど
で
は
、
N
G
O
と
連
携
し
、
貧

し
い
若
者
の
雇
用
や
ア
ー
ト
作
品
を
販
売
す
る
連
携
が
始
ま
っ
て
い
る
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
人
口
の
五
六
％
が
二
十
五
歳
以
下
の
若
者
だ
と
い
う
。
ポ
ル

ポ
ト
に
よ
る
虐
殺
の
悲
劇
を
い
ま
な
お
物
語
る
数
字
だ
が
、
そ
れ
は
同
時
に
、
若
い

人
材
が
多
い
、
未
来
の
国
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
だ
が
一
方
で
、
高
校
進

学
率
は
三
％
以
下
と
い
う
厳
し
い
現
実
も
あ
る
。

セ
ミ
ナ
ー
で
見
学
に
出
か
け
た
の
は
、
そ
う
し
た
若
者
た
ち
を
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

ー
産
業
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
で
、
誇
り
を
持
っ
て
自
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
N
G
O
、

EGBO
K

 M
ISSIO

N

（Everything

‘s gonna be O
K

 「
す
べ
て
は
O
K
に
な
る
」

の
略
）
だ
っ
た
。

壁
に
生
徒
た
ち
が
自
画
像
と
将
来
の
夢
を
描
い
た
絵
が
張
り
出
し
て
あ
っ
た
。
い

く
つ
も
の「
ホ
テ
ル
」や「
レ
ス
ト
ラ
ン
」と
い
っ
た
文
字
が
誇
ら
し
げ
に
躍
っ
て
い
た
。

そ
こ
に
は
、
観
光
立
国
と
し
て
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
遂
げ
よ
う
と
す
る
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
未
来
が
あ
っ
た
。

（
や
ま
ぐ
ち　

ゆ
み
）
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小
泉
内
閣
の
時
代
に
「
観
光
立
国
」
が
提
唱
さ
れ
て
か
ら
十
年
ほ
ど
が
た
ち
、
地
域
観
光

振
興
へ
の
取
り
組
み
も
す
っ
か
り
定
着
し
て
き
た
か
に
見
え
る
。
し
か
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
古
田
秘
馬
氏
は
本
書『
物
語
の
あ
る
ま
ち
へ
旅
に
出
よ
う
』（
林
大
策
著
、
リ

ベ
ラ
ル
社
）
で
「
自
分
の
住
む
地
域
が
誰
に
対
し
て
バ
リ
ュ
ー
が
あ
る
の
か
を
理
解
し
な
い

ま
ま
、
地
域
か
ら
発
信
し
て
い
る
ケ
ー
ス
は
非
常
に
多
い
」
と
指
摘
。「
ま
ち
の
魅
力
を
発

掘
す
る
た
め
に
は
、
外
か
ら
の
目
が
必
要
」
と
各
地
で
異
口
同
音
に
聞
か
さ
れ
た
著
者
も
、

西
洋
史
学
者
・
木
村
尚
三
郎
氏
の
「
よ
そ
者
を
拒
む
土
地
は
老
い
さ
ら
ば
え
る
」
と
い
う
言

葉
を
引
用
す
る
。 

「
伝
統
・
文
化
」「
銘
酒
」「
逸
品
」
に
会
い
に
い
く
旅
と
「
ア
ー
ト
」「
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
楽
し
む
旅
で
紹
介
さ

れ
る
の
は
、
美
濃
市
や
真
狩
村
な
ど

全
国
十
数
カ
所
だ
が
、
著
者
は
「
日

本
中
の
地
域
が
繋
が
り
、
刺
激
し
合

い
、
ひ
と
つ
で
も
多
く
の
素
晴
ら
し

い
ま
ち
が
誕
生
す
る
こ
と
」
を
願
っ

て
や
ま
な
い
。　
　
　
　
　

 （
挑
全
）

自
動
車
や
家
電
に
依
存
す
る
経
済
成
長
が
厳
し
い
状
況
に
陥
る
な
か
で
、
日
本
の
モ
ノ
づ

く
り
を
主
導
し
て
き
た
経
済
産
業
省
も
、「
ク
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
」
を
競
争
力
の
源
泉
と
す
る

新
た
な
成
長
産
業
群
を
育
成
す
る
時
代
を
迎
え
た
。
国
土
交
通
省
の
成
長
戦
略
で
も
、
観
光

は
重
要
分
野
の
一
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
肝
心
の
観
光
立
国
を
支
え
る
は
ず

の
サ
ー
ビ
ス
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
、
日
本
で
の
学
術
的
な
研
究
は
遅
れ
た
ま
ま
だ
。

本
書
『
サ
ー
ビ
ス
＆
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』（
サ
ー
ビ
ス
＆
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
グ
ル
ー
プ
著
・
徳
江
順
一
郎
編
著
、
産
業
能
率
大
学
出
版
部
）は
、
現
実

に
起
き
て
い
る
事
象
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
の
根
幹
を
考
察
す

る
と
同
時
に
、
そ
の
将
来
も
展
望
し

て
い
る
。
実
業
界
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
と
学
術
的
に
著
名
な
研
究
者
に

よ
る
執
筆
を
通
じ
て
、
実
践
面
と
理

論
面
の
バ
ラ
ン
ス
に
も
配
慮
し
た
本

書
は
、
観
光
立
国
の
推
進
へ
投
じ
ら

れ
た
貴
重
な
一
石
だ
。

A5判変形　144ページ
定価　1,400円
リベラル社

A5判　360ページ
定価　2,500円
産業能率大学出版部
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LCCで楽しむ新しい空の旅
2013年1月7日（月）〜2013年2月28日（木）

　低コスト・格安運賃のビジネスモデルで運航するLCC
（ローコストキャリア：格安航空会社）の普及は“誰でも”
“気軽に”空の旅を楽しめる時代の幕開けを意味してい
る。ピーチ・アビエーション、ジェットスター・ジャパン、エアア
ジア・ジャパンの国内LCC3社が立て続けに就航した2012
年は「LCC元年」と呼ばれているが、各社は今後も路線拡
大を計画しており、LCCはより一層身近な“旅の選択肢”と
なっていくことだろう。
　そこで本展では、「LCCで楽しむ新しい空の旅」をキー
ワードに、LCCを使った旅の楽しみ方、LCCのビジネスモ
デルを支える仕組み等、さまざまな切り口から選んだ図
書・雑誌を展示しています（『LCCの使いかた 得する格
安航空旅行』（イカロス出版）、『LCCが拓く航空市場 格
安航空会社の成長戦略』（杉山純子著、成山堂書店）、
『羽田空港から行く週末海外！』（緒方信一郎著、講談
社）等）。ぜひ当館を訪れて、LCCを使った新しい旅の楽
しみ方を見つけてください。
＊�詳細は、
ホームページhttp://www.jtb.or.jp/旅の図書館・インフォメーションへ

新
着
図
書
紹
介

　クラウドでの図書館システム導入を考えている。サーバーを持
たずメンテナンスフリーで安心を買える。ネット情報の世界はど
んどん進んでいる。検索した本がネットで読める、いや現にお金
を払えばそれはできるし、著作権の問題がもっと整理されれば、
今以上にネット図書館はどんどん普及するかもしれない。そう
いったことが想定できる一方、実際の書物を手に取って、一度に
たくさんの本をぱらぱらめくることのできる、豊かで幸福なひとと
きをもたらしてくれる図書館もなくならないだろう、とも思う。

館 長 の つ ぶ や き

ベストリーダー （2012年9〜11月）
当図書館への来館者によく閲覧されている本を紹介。

【旅行ガイドブック部門】
海外旅行では、
・『地球の歩き方ドイツ2012-13』（ダイヤモンド・ビッグ社）
・『まっぷるフランス2012』（昭文社）
・『地球の歩き方インドネシア2012-13』（ダイヤモンド・ビッグ社）
国内旅行では、
・『るるぶ山梨2013』（JTBパブリッシング）

【一般読み物部門】
・『ガイドブックにぜったい載らない海外パック旅行の選び方・
  歩き方』（佐藤治彦著、アスペクト）
・『LCCで行くぶらり格安世界の旅』（下川裕治著、PHP研究所）
・『JTBグループ100年史 1912〜2012』（ジェイティービー）

利用状況 特別展示のご案内

旅の図書館 掲示板



■
地
域
の“
と
が
っ
た
”
に
学
ぶ 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
の
ツ
ボ
②

二
〇
一
一
年
発
行
の
『
地
域
の″
と
が
っ
た
〟
に

学
ぶ 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
の
ツ
ボ
』
の
続
編
。

今
回
は
主
に
資
源
の
見
つ
け
方
や
生
か
し
方
に

関
す
る″
と
が
っ
た
〟
を
中
心
に
取
り
上
げ
て

い
ま
す
。
二
〇
一
二
年
五
月
発
行
。

■
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
イ
ン
サ
イ
ト 

２
０
１
２

　
　
（
日
本
人
海
外
旅
行
市
場
の
動
向
）
最
新
刊

日
本
人
海
外
旅
行
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
構
造
的
な
変

化
と
そ
の
要
因
を
詳
細
に
解
説
し
た
レ
ポ
ー

ト
。
二
〇
一
一
年
の
最
新
市
場
動
向
を
カ
バ
ー
。

当
財
団
の
独
自
調
査
を
基
に
、
変
化
の
下
に

働
く
中
・
長
期
的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
明
ら
か
に

し
て
い
ま
す
。
日
本
語
版
、
英
語
版
あ
り
。

二
〇
一
二
年
七
月
発
行
。

■
自
主
研
究
レ
ポ
ー
ト
２
０
１
１
／
２
０
１
２

当
財
団
が
自
主
事
業
の
一
環
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
自
主
研
究
の
成
果
を
ま
と
め
た
論
文

集
。
観
光
を
取
り
巻
く
領
域
は
さ
ら
に
広
が

り
、
多
様
な
観
点
か
ら
の
議
論
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
う
し
た
流
れ
を
反
映
し
、
温
泉
地

の
住
民
意
識
を
通
し
て
今
後
の
温
泉
地
の
在

り
方
を
探
る
研
究
や
、
観
光
地
を
訪
れ
た
観
光
客
の
「
感
情
」
や
満
足
度
の

調
査
を
競
争
力
の
高
い
観
光
地
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
研
究
な
ど
、
新
し
い
ア
プ

ロ
ー
チ
を
試
み
た
研
究
も
収
録
。
併
せ
て
当
財
団
が
主
催
す
る
研
修
事
業（
セ

ミ
ナ
ー
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
）
や
出
版
・
広
報
の
概
要
に
つ
い
て
も
紹
介
。

二
〇
一
二
年
八
月
発
行
。

■
旅
行
者
動
向
２
０
１
２　

最
新
刊

最
新
の
旅
行
の
実
態
や
旅
行
者
の
意
識
に
関

す
る
全
国
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
、
当
財

団
独
自
の
切
り
口
で
分
析
、
グ
ラ
フ
や
図
表
を

多
用
し
て
分
か
り
や
す
く
解
説
。
二
〇
一
二

年
十
月
発
行
。

※ 

当
財
団
出
版
物
の
ご
注
文
は
ホ
ー
ムペー
ジ
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

　

担
当
：
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

観
光
文
化
事
業
部

　
　
　

電
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５
・６
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◆
観
光
地
が
持
続
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
。持
続
可
能
な
状
態
に
なって
い
る
か
ど
う
か
を
知

る
方
法
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。日
本
各
地
で
観
光

と
ま
ち
づ
く
り
と
を
結
び
付
け
て
地
域
の
活
性
化

を
考
え
、末
永
く
続
く
モ
デ
ル
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

◆
今
号
で
取
り
上
げ
た
特
集
企
画
は
当
財
団
観
光
調

査
部
か
ら
の
提
案
と
なって
い
ま
す
。
科
学
的
な
方

法
で
持
続
可
能
な
観
光
、観
光
地
を
目
指
す
た
め
に
、

「
指
標
」「
モニタ
リ
ン
グ
」
と
い
う
ツ
ー
ル（
道
具
）を

活
用
す
る
方
法
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。中
島
・
清
水

両
研
究
員
が
世
界
観
光
機
関（
U
N
W
T
O
）
の

指
標
に
つい
て
紹
介
し
、
日
本
国
内
で
の
適
用
に
向

け
て
の
展
望
を
試
み
ま
し
た
。
指
標
の
方
法
論
で

研
究
、
実
践
活
動
さ
れ
て
い
る
イ
ギ
リ
ス・
サ
リ
ー

大
学
の
ミ
ラ
ー
教
授
か
ら
巻
頭
言
と
特
集
に
ご
寄
稿

い
た
だ
き
、英
文
原
稿
と
和
文
参
考
訳

を
併
載
し
ま
し
た
。海
外
事
例
の
ほ
か
、

日
本
で
の
指
標
導
入
の
際
の
留
意
点
な

ど
の
提
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
特
集
テ
ーマ
か
ら
の
視
座
で
寺
崎
が
い
う

よ
う
に
、
観
光
地
の
住
民
が
「
心
安
ら

か
な
暮
ら
し
を
持
続
す
る
」
こ
と
を
観

光
地
づ
く
り
の
根
本
に
据
え
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

◆「
自
主
研
究
報
告
」で
は
、住
民
の
意
識

調
査
で
得
ら
れ
た「
数
値
」を
基
に
地
域

住
民
と
観
光
の
関
係
について
福
永
研
究

員
が
研
究
の
一
端
を
紹
介
し
ま
し
た
。

客
観
的
な
デ
ー
タ
を
ベー
ス
に
観
光
地
づ

く
り
を
考
え
る
一
例
に
なって
い
て
、
特

集
テ
ーマ
に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

◆
編
集
方
針
を
変
え
て
の
二
号
目
の
内
容

は
い
か
が
で
し
た
か
。
当
財
団
の
活
動
を

知
って
い
た
だ
け
る
誌
面
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。 

（
片
桐
）

観
光
文
化
編
集
室
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス：

kankoubunka@
jtb.or.jp

●

古
来
、
宿
屋
は
旅
人
と
地
域
住
民
が
同
じ
屋
根
の
下
で
交
流
、会
食
が
で
き
る
唯
一

の
場
と
し
て
、
文
化
の
伝で

ん

播ぱ

や
情
報
の
拡
散
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し

た
。
宿
屋
は
そ
の
国
、
そ
の
地
域
の
生
活
文
化
や
接
待
文
化
を
表
現
し
て
き
た
こ

と
で
、
世
界
各
国
に
発
展
し
、
今
で
は
文
化
観
光
の
目
的
地
と
も
なって
い
ま
す
。

次
号
特
集
で
は
、
近
世
か
ら
近
代
に
お
け
る
宿
屋
の
成
立
過
程
や
、
交
流
機
能
と

文
化
表
現
の
変
遷
を
日
本
お
よ
び
外
国
の
事
例
を
通
じ
て
、
今
後
の
ホ
テ
ル・
旅
館

の
在
り
方
を
展
望
し
ま
す
。

編
集
後
記

次

号

予

告

当
財
団
か
ら
の
お
し
ら
せ

公益財団法人  日本交通公社  出版物のご案内

「
研
究
員
コ
ラ
ム
の
紹
介
」（
二
〇
一二
年
二
月
～
十
一
月
）

行
く
先
々
で
見
て
触
れ
て
、
そ
し
て
地
元
の
人
た
ち
と
語
り
、
感
じ
た
こ
と
。
世
相
の

な
か
に
見
た
観
光
の
未
来
像
な
ど
、
各
研
究
員
が
独
自
の
経
験
と
視
点
を
基
に
し
て
、

ホッ
ト
な
雑
感
を
つづ
り
ま
す
。

当
財
団
ホ
ー
ム
ペー
ジ「
研
究
員
コラ
ム
」に
掲
載
し
た
十
カ
月
分
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
６
０ 

マレ
ー
シ
ア
で
の
民
泊
体
験
を
通
じ
て
考
え
た
こ
と 

（
菅
野
正
洋
）

１
６
１ 

心
揺
さ
ぶ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
朝
礼 

（
久
保
田
美
穂
子
）

１
６
２ 

「
し
あ
わ
せ
」
の
感
じ
方 

（
黒
須
宏
志
）

１
６
３ 

財
政
統
計
か
ら
み
た
地
域
の
観
光
財
源
の
課
題 

（
塩
谷
英
生
）

１
６
４ 

宿
か
ら
地
域
活
性
化
を
考
え
る 

（
高
橋
葉
子
）

１
６
５ 

「
キ
ャ
リ
ン
グ
・
キ
ャパ
シ
テ
ィ
」
は
算
出
で
き
る
の
か（
そ
の
6
） 

（
寺
崎
竜
雄
）

１
６
６ 

つ
な
が
る
暮
ら
し
、
は
ぐ
く
む
未
来 

（
中
島
泰
）

１
６
７ 

パ
リ
国
際
大
学
都
市
を
訪
れ
て 

（
中
野
文
彦
）

１
６
８ 
風
景
を
生
き
た
ま
ま
残
す
と
い
う
こ
と 

（
堀
木
美
告
）

１
６
９ 
観
光
も
「
自
己
責
任
」
の
時
代
へ 

（
牧
野
博
明
）

１
７
０ 
「
成
功
施
設
」
で
は
地
域
を
救
え
な
い 

（
山
田
雄
一
）

１
７
１ 

物
語
を
活
用
し
た
研
修
に
チ
ャ
レ
ン
ジ 

（
吉
澤
清
良
）

１
７
２ 

観
光
の
未
来
を
つ
く
る
図
書
館 

（
渡
邉
智
彦
）

１
７
３ 

「
あ
る
べ
き
姿
」
を
考
え
る
際
の
視
点 

（
安
達
寛
朗
）

１
７
４ 

ソ
ー
シ
ャル
メ
デ
ィ
ア
時
代
の
到
来 

（
相
澤
美
穂
子
）

１
７
５ 

「
観
光
特
急
」「
観
光
列
車
」
で
列
車
の
旅
の
魅
力
アップ 

（
有
馬
義
治
）

１
７
６ 

先
進
事
例
を
「
物
語
」
で
学
ぶ 

（
岩
崎
比
奈
子
）

１
７
７ 

「
前
田
正
名
」
と
い
う
人 

（
梅
川
智
也
）

１
７
８ 

自
然
と
人
に
癒
さ
れ
る
道
～
済
州
オ
ル
レ
を
歩
い
て 

（
大
隅
一
志
）

１
７
９ 

多
文
化
に
触
れ
、
グ
ロ
ー
バル
を
養
う
「
旅
の
力
」 

（
岡
田
美
奈
子
）

１
８
０ 

タ
ブ
レッ
ト
端
末
の
威
力

 

～
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
も
動
画
サ
イ
ト
を
見
る
時
代
に 

（
川
口
明
子
）

当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ　
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